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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　だれかに好きだって告白することは、この世でいちばんむずかしい。

　緊張でドキドキするし、足は震えて心臓は飛び跳ねそうになるし、もし断られたらって考えただけで、面と向かってなにか言う勇気なんてどっかに消し飛んでしまう。や、ていうか、ふつうに考えたらこんなの出来る奴やつの方がおかしい。でも、女の子っていうのはそれをやる生き物なんだよな。

　あの日、木き佐さ谷や樹ぎはそれをやった。

　木佐谷樹軍ぐん乃のが勇気のある奴だってことは知ってる。美人で、強くて、かっこいい。でもあの日、夏の盛りの夕暮れに彼女がぼくとロンドの前で面とむかって言ったことは、たんにこの子の持つ勇気や度胸だけに留とどまらない、なにか特別な意味と重みを孕はらんでいた。そう、あの日、ぼくらはたしかに新たな一歩を踏み出したのだろう。

「なに他人ひと事ごとみたいにいってる。お前はどうするんだよ。ああ？」

「ち、ちょっと待った！　つーかギブキブキブっ」

　もっとも、のちに朱あか音ね儀ぎチヅルにヘッドロックからコブラツイストの連続技を喰くらった挙あげ句く、正座で説教を受けたみたいに、ぼくの方はと言えば恋と力、その双方を持てあましてふたりの女の子の間を右往左往するだけだった。でも、ひとつ言い訳をさせてもらうなら「恋をすれば超能力は失われる」というこの言葉の持つ意味を、あのときのぼくらはほとんどわかってはいなかったのだろう。───たぶん、当の木佐谷樹も含めて。

「そんなの気にしちゃ駄目よ！　恋をしたらあとは一直線。頭から飛び込まないと。見る前に飛べっ、よ」

　そういって盛大にけしかけるヒルガオさんの言葉が正しいかどうかはともかく、結果的に木佐谷樹のこの蛮ばん勇ゆうがぼくらにたくさんの仲間や友達（いい響きだ）と出会う機会をつくることになったのは確かだ。

　なにより彼らと出会ったことで、ぼくの横にいる魔女の女の子はその子ども用の医療ベッドから波乱と冒険に満ちたまったく新しい人生……「大だい魔ま女じよ」として至し尊そんの冠かんむりを頭に戴いただく第一歩を踏み出していくわけだが───ま、少し先を急ぎすぎたみたいだし、『逆襲のロンド』はいずれ順を追って語っていくとして、まずはぼくがにわかリア充じゆうとしてかわいい女の子に囲まれたわくわく青春ライフを送るところから物語を始めるとしよう。

　はたしてぼくが引きこもりの超能力少年から幸せなリア充になったかどうかはわからない。

　でもこれだけは言える。




　リア充って、案外楽じゃない。
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　ロンドは髪を切った。

　九月一日の新学期の始まる前日。ロンドは颯さつ爽そうと美容室に赴おもむき、その長かった髪をさっぱりとしたショートに変えた。

　ロンドが髪を伸ばしていた時期は長い。それはもともとこの子がベッドでの療養生活を余よ儀ぎなくされていた間に自然と伸びてしまったもので、ぼくにすればまるで光の滝を流したみたいなその透き通るようなブロンドはある意味この子のトレードマークのようなものだったけれど、当人からすれば案外鬱うつ陶とうしいものであったらしい。

「ＪＪ、ただいまーっ！」

「あら、ロンド様。おかえりなさい……ま───せ」

　がしゃん。

　美容室から元気よく帰ってきたロンドを新居『ドルチェ』のカウンターで迎え入れたＪＪは、うなじが見えるくらいこざっぱりと髪をカットした主あるじの姿を見やった瞬間、驚きのあまり手にしていたティーカップを取り落としてしまった。あわれ最高級のウェッジウッドは粉々の破片となり露つゆと消えたが、その意味で言えばロンドのイメージチェンジはひとまず成功したわけだ。

「せっかく綺き麗れいに長く伸びた御お髪ぐしでしたのに……」

　まるで自分の髪を失ってしまったかのようにこの星ほし降ふり家の侍女さんは残念そうな声を漏もらした。もっとも当のロンドはまったく屈くつ託たくがない。

「あら。だってこれからいろんなスポーツをやるかもしれないのに、髪が長いと大変でしょ。そのたびにしばったりまとめたりしなくちゃならないしっ」

「ですが女の子は髪が長い方がお淑しとやかに見えますし……」

「わたし、あんまりおしとやかじゃないからいいのっ」

　そう言うとロンドは新しく拵こしらえたばかりの中等部の制服───かわいらしい紺こんのボレロに丸まる襟えりのブラウス、清せい楚そなプリーツスカートという姿で鏡の前で一回転し、まるで男の子のようにその後頭部の後ろ髪をぴょこんと揺らしてみせたが、これが来たるべき初登校の予行演習だったとはだれが知ろう。

　翌日のことである。

　朝。夏休み期間中にすっかりだらけ癖ぐせのついてしまったぼくがいつものようにベッドから這はい出し、寝ぼけ顔でメグの作ってくれたフレンチトーストを囓かじっていたときだ。ピンポンピンポンッと玄関のドアベルがやけに人ひと懐なつっこい音を奏かなでたかと思うと、花のような笑顔を浮かべた制服姿のロンドがいきおいよくドアから顔を覗のぞかせる。

「チャオ、ログ！」

「ロ、ロンド……？」

「ハイ！」

　咥くわえていたトーストを危うく落っことしかけたぼくに向かってロンドは鮮やかなウインクを投げる。

「ど、ど、どうしたの。いったい、こんな時間に……」

「へへー。おむかえに来たの。いっしょに学校へ行きましょっ」

「お、お迎えって……」

「だってご近所じゃない。ほら、早くしたくして。今日はすごくお天気がいいわよ！」

「お、おう……」

　早朝、ふいに玄関に現れた輝くような金髪の美少女にあっけにとられているメグをよそにぼくはあわてて身じたくを調えたが、この日の驚きよう愕がくはこれだけに留まらなかった。ようやく平静を取り戻したぼくが鞄かばんを肩に表通りに出たのもつかの間、ロンドの足は今度はいつもの通学路を外れ、中道を一本折れた住宅街へとむかう。

「おい。どこ行くんだよ？」

　と、訊たずねるぼくをよそに彼女がむかった先は───。

「ぐーんのんっ。がっこいこ！」

　木き佐さ谷や樹ぎの住むマンション。その彼女の部屋の扉の前で、ロンドはまるで友達を迎えに来た小学生みたいに声を上げる。以前ぼくも訪ねたことのあるこの瀟しよう洒しやなマンションで、これだけほがらかな声が響いたこともあるまいと思うほどの音量でロンドが声を発してしばらくののち、玄関前で佇たたずむぼくらの耳にどたんばたんというけたたましい物音がドア越しに漏れ聞こえてから数分後。

「おはよう、ふたりとも」

　静かにドアが開き、心を騒がせることなどこの地球上になにひとつ存在していないかのように落ち着き払った態度で木佐谷樹軍ぐん乃のが優美な姿を現す。

　ぱりっとした純白の制服のシャツに胸元で結ばれたエンジ色のネクタイ、引き締まった腰の位置の高さを示すプリーツスカートとその裾すそからすらりと伸びる紺のハイソックスに包まれた二本の長い脚、そして足下には埃ほこりひとつないぴかぴかのローファー。人類最強の瑞みず々みずしさ若さ美しさを惜しげも無くさらし、芳ほう紀きまさに十七歳、『ザ・女子高生』とも言えるその姿には一分の隙すきも無い。

　スクールバッグを肩に提さげ、そのクールな瞳ひとみをぼくらふたりにまっすぐにむけると、木佐谷樹はわずかに口元に笑みを刻んで言った。

「今日から新学期ね。二学期もよろしく」

「こちらこそよろしくねっ。ぐんのんっ」

「…………」

　花のような笑顔で初々しく挨あい拶さつを返すロンドの傍かたわら、ぼくはたった今ドア越しに漏れ聞こえてきた騒々しい物音と、目の前にいる女の子とのギャップの狭はざ間まで戸惑いつつ視線をさまよわせていたが、そんなぼくのまなざしに気づいたのだろう。木佐谷樹は無表情にこちらをむきなおると片かた眉まゆを上げて言う。

「どうかしたの。獅し堂どうくん？　早朝から愚かな顔をして」

「愚かな顔が悪かったなっ。　これは地顔だいっ」

「あら失礼。わたしとしたことが、新学期早々無神経に獅堂くんがいちばん気にしていることを言ってしまったわ。お詫わびのしるしにここから校門を潜くぐるまでの間かたく手を握っていてあげる。手を繫つないで登校しましょう」

「いっ!?」

「あーっ。ぐんのんだけずるい。わたしもつなぐっ」

「か、勘弁してくれっ!!」

　ぼくは思わず身をよじって叫んだ。こんな超絶美少女ふたりに左右から手を繫がれて登校しようものならＮＡＳＡナサに捕まった宇宙人並みに周囲の視線にさらされるどころか、ぼくがささやかながら築き上げてきた地味で目立たないモブ高校生ライフが根底から瓦が解かいしかねない。

「あら残念」

　言葉のわりに一ミクロンも未練のなさそうな口調で言うと、この美び貌ぼうのクラスメイトはロンドに向かってわずかに表情を崩くずす。

「ロンド。その髪型、とっても素敵よ。切ったのね」

「へへー。ありがと、ぐんのんっ。昨日美容室に行ったの。ＪＪはせっかく長く伸びたのにもったいないってしきりに言ってるけど」

「活動的でとてもいいと思うわ。今度前髪にピンを使ってみたら？　もっと動きが出るわよ」

　そこまで言ったところで木佐谷樹はふと後ろで棒立ちになっているぼくを肩越しに見やって言う。
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「なにしてるの、獅堂くん。新学期早々遅刻する気？」

「……はあ」

　歩き出した道すがら、肩を並べてガールズトークを始めた両者の二歩後ろでどっと疲労を感じ、ぼくは深い溜ため息いきをついた。










　こうしてぼくの高校二年の第二学期は始まった。

　つい先日まで単なる地味で目立たぬ一介の高校生にすぎなかったぼくが、朝っぱらから美少女ふたりに囲まれて登校するというツッコミどころ満載のリア充じゆうテンプレートみたいな登校風景を送るようになったのにはわけがある。

　ふた月ほど前のことだ。ぼくはひょんなことからクラスメイトの女子、木佐谷樹軍乃と友達になった。彼女はぼくと同じいわゆる超能力者であり、自分の正体を深く秘ひ匿とくしながら高校生活を送っている女の子だった。

　その後、ぼくらの身の上に起こった波は瀾らん万ばん丈じような事件の顚てん末まつはひとまず措おくとして、すったもんだの末にぼくがガールフレンドのロンドに取り憑ついていた謎なぞのドッペルゲンガーと協定を結び、ひとまず彼女に危害が及ばないようにしたのは夏休みに入った直後のことだった。

　ぼくはほっとしたが、事態はこれで終わったわけではなかった。すべてが終しゆう熄そくしたと思われたそのさなか、あろうことか今度は当の木佐谷樹がぼくに向かって愛の告白をするという事件（？）が起こったのである。

　さらに彼女は驚くべき事実を口にした。

「わたしたち超能力者は恋をするとその力が失われる」───と。

　あの場面は今でもありありと思い出すことができる。あれは『ドルチェ』の開店記念パーティをやった帰り道のことだ。




「わたし、木佐谷樹軍乃は、あなたのことが好きです」




　木佐谷樹の彼女らしい凜りんとした、きっぱりとした声が夕暮れの空の下で響くのをぼくはぼうぜんとして聞いていた。

「……え」

　ぼくはその場で凍りついた。

　その言葉の意味を嚙かみしめようと思考が巡めぐるよりも早く、心が、そして肉体がそれに反応する。その木佐谷樹の宣言はぼくを一時的な失語状態に置き、ぼくは無言で立ち尽くした。

　このときのぼくの気持ちを表すのはむずかしい。

　感想は？　もちろんすごく嬉うれしかったさ。女の子に面とむかって好きだなんて言われたのは生まれて初めての経験だったからな。でも、これに即座に反応し、なにかまとまった言葉を返すには木佐谷樹という存在はぼくにとってあまりに大きすぎた。

　そう、だって木佐谷樹軍乃と言えば綺き麗れいで美人でスタイルが良くて、告白する男子が後を絶たない学校一のアイドルであり、それはぼくらがこうして親しく言葉を交わすようになってからも揺らぐことのない圧倒的な現実だった。ぼくは木佐谷樹のことをいい奴やつだと思っていたし、憧あこがれていたし、その誇り高く気高いところも、あきれるくらい不器用なところも、そのクールな外見の下で炎みたいに静かに燃えているハートも、みんなみんな好きだった。

　なにより木佐谷樹はロンドにとって命の恩人であり、だからぼくはこの美貌のクラスメイトを同じ超能力者として信頼しこそすれ、そうした気持ちを抱いだいたことは一度も無かったのである。

「…………」

　一度に大量の情報を浴びせられフリーズするパソコンのように身を硬直させているぼくの傍らでロンドも驚きよう愕がくしたのだろう。淡い暮色に染まった舗ほ道どうの一角でほおを真っ赤にしつつ、あわあわと口を開けている。

　一方、木佐谷樹はその美貌の上に満足感と誇らしさのような表情をうかべていたが、ふとぼくらの反応に気づいたのだろう。晴れやかさに満ちていたその表情が一瞬、揺らぐ。

「…………」

　ふと沈黙が落ちた。

　ひとつだけ言いたい。

　このときの木佐谷樹は断じて悪くない。悪いのは全部ぼくだ。このときぼくは馬ば鹿かみたいに突っ立ってないで、命を賭としてでも大急ぎでなにか喋しやべるべきだったんだろう。どうでもいいこと、くだらないこと、つまらないこと。でもこのときのぼくはこの目の前の美少女の告白にとまどうばかりで（だって当然だろ!?）、舌先ひとつ動かせずに馬鹿みたいにただただ混乱しまくっているだけだった。

　ぼくらの態度に、それまで凜としていた木佐谷樹の態度が崩れる。突然羞しゆう恥ちがわき上がってきたのか、ぼくはあの木佐谷樹軍乃が赤面するところを初めて目まの当たりにしたのだった。

　沈黙の間を持てあますように木佐谷樹はぎこちなく押し黙っていたが、ぼくが口を開きかけた瞬間、それを察したようにぱっと面おもてを上げるなり、ほおをふくらませてぶっきらぼうに言う。

「以上」

　そして突然制服のスカートを翻ひるがえすなり、木佐谷樹はその場から駆け出していなくなってしまった。

　そのスピードはまさに全速力と呼ぶにふさわしく、あっという間にその姿はみえなくなる。つと駅のむこうから「わー」という切れ切れの、なにか声のようなものが聞こえたのは気のせいだろうか。

「……なんだったんだ」

　残されたぼくとロンドは言葉の接つぎ穂ほを失いぼうぜんと立ち尽くしたが、その翌日。オープンしたカフェ『ドルチェ』に約束通りアルバイトに現れたときには木佐谷樹は完かん璧ぺきにいつものこの子に戻っていた。

「おはよう、獅堂くん」

「お、おはよう」

　そのすらりとした長身に『ドルチェ』の制服を身につけた彼女は昨日のことなどその態度に髪の毛一筋ほどの痕こん跡せきも留とどめず真顔でぼくに挨あい拶さつしたあと、その後もその超絶美人面を崩さずに無愛想に接客を続けた。もっとも美人とは得なもので、お客さんはこの不慣れで傲ごう慢まんなウエイトレスに見とれるばかりで一切文句などは出なかったけれど……。

　ぼくは木き佐さ谷や樹ぎと話をしたくてたまらなかったが、この子はどういうわけかあれっきりぼくと視線を合わせようとしない。バイト中はもちろんのこと休きゆう憩けい時間でも電気配線関係の参考書か、さもなければファッション誌を開いてばかりでちっともこっちを見てくれないばかりか、ぼくが話しかけようとするそぶりをみせただけで、たちまちさっと本を立てて顔を隠してしまう。

　うー。

　結局、夏休みの期間中ほとんど毎日『ドルチェ』で顔をあわせていたにもかかわらず（つーかこの時期、木佐谷樹は相当稼かせいだはずだ）、ぼくは木佐谷樹とろくに言葉を交わすことなく終わった。

　そんな事情もあって、実のところぼくは新学期が始まるのを待ちかねていたのである。学校が始まるのが楽しみだなんて、こんなことは人生で絶えてなかったといっていい。

　だが。

「───ぜんぜんふだん通りだよ、な……」

　通い慣れた通学路。ロンドと並んで歩く木佐谷樹の後ろ姿を眺ながめつつ、ぼくは独りごちた。面と向かって「好き」と言われたことで、ぼくは急に木佐谷樹に対してどぎまぎするようになっていた。当然だろ？　もちろんロンドに対する気持ちは変わってはいなかったけれど、木佐谷樹をそういう目で見るようになって初めて、ぼくはこの子が自分の中でどんなにでかい存在になっていたか、あらためて思い至るようになっていたのである。

　なにより木佐谷樹軍乃はグラビア雑誌の表紙を席せつ巻けんするモデルやトップアイドルなど遙はるかにしのぐ容姿の持ち主なのだ。そんな美び貌ぼうのクラスメイトに告白されたぼくが、放課後だけでなく学校内でもこの美少女と───と甘い砂糖菓子のような妄もう想そうを一瞬抱いたとして誰だれが責められよう。

　もっとも、そんなぼくの脳内世界を嘲あざ笑わらうかのようにこれまでのところ木佐谷樹の態度はいつもと少しも変わるところがない。隣にいるロンドともすごく仲がよさそうだし、もしかしたらあの告白自体、木佐谷樹の軽い冗談だったのではないか……と思えるほどだ。

「うーん。緊張するなあ。みんなの前での最初のごあいさつ、どうしよう」

　短くなったブロンドを揺らしつつロンドが元気に言う。その言葉にぼくはこの子にとって今日が編入初日であることをあらためて思い出した。

　新米編入生の気持ちを思いやり、ぼくは言った。

「いつも通りでいいと思うぜ。ふだんのきみらしくさ」

「そう？　最初に人心を掌しよう握あくするために一発ギャグとか用意しておかなくても大丈夫？　笑いのセンスが足りない子だと思われないかしら」

「つーか、きみはどこを目指してんだ」

　ぼくが思わず突っ込んだとき、傍かたわらで木佐谷樹が笑って言う。

「大丈夫よ。素すの飾らないあなたでいれば、必ずみんなこの子と友達になりたいと思ってくれるわ。……事実、わたしがそうだったから」

「えへへ」

　それはなにより最高の褒ほめ言葉だったのだろう。ロンドが嬉しそうに微笑ほほえむ。

　やがてぼくらは中等部の前に着いた。中等部の校舎はぼくらの通う高等部と校庭とグラウンド二面を挟んで同じ敷地内にある。

「───じゃあ、ログっ、ぐんのんっ。行ってくるねっ」

　中等部の正門前。鞄かばんを手にロンドは初々しくぴんと姿勢を正すとぼくらにむかって力強く宣言する。その輝くようなブロンドが珍しいのだろう。早くも通学途中の生徒たちが思わず足を止め、目を丸くしながら自分たちと同じ制服を着たこの元気いっぱいな女の子を見つめている。

「ああ」

「しっかりね」

　まるで我が子の入学式初日を見送る両親のようにぼくと木佐谷樹はロンドに手を振ると、両太ももを高々と上げ、意い気き揚よう々ようと校舎へむかうその小柄な後ろ姿を見送る。

　あいつ……うまくやれるかな。

　高校の正門へと向かう途中、なんとなく後ろ髪を引かれる思いでぼくが背後を振り返ったときだった。軽く笑いを含んだ声で木佐谷樹が訊たずねる。

「───獅し堂どうくん、心配？」

「あ……い、いや」

　ぼくはあわてて首を振った。

「きっと大丈夫よ。あの子なら」

「ああ」

　ぼくはうなずいた。そんなぼくと肩を並べて歩き出したところで、ふいに木佐谷樹はくるりと身体からだごとこちらへむきなおる。

「ところで獅堂くん。やっとふたりきりになれたわね」

「いっ？」

　一瞬、どきっとしたぼくに対し、木佐谷樹はにやりと口の端に笑みをたたえた。そしてずずいと顔を近づける。

「わたしがこの間言ったこと、憶おぼえてる？　もちろん忘れるわけがないわよね。『ドルチェ』にいる間中、あなたはわたしのことばかり見ていたのだから」

「い、いやっ、あれはその……」

　突然木佐谷樹に間合いを詰められ、ぼくはしどろもどろになった。ぼくにしてもまさか彼女がこんなにも正面切ってぼくらの関係について直接踏み込んでくるとは思ってもいなかったのだ。

　そんなぼくの面前で今までの物静かな表情をかなぐり捨てるや、木佐谷はその瞳ひとみを瞬またたかせ、挑むように言う。

「言っておくけど覚悟してもらうわよ。わたし、新学期になったら攻めるって決めていたの。もちろんロンドのことは好きだし、戦いはフェアにやるつもりだけど」

「た、戦いって」

「そ。これからは、わたしのターン」

　木佐谷樹は鮮やかにウインクを投げて宣言した。










　こんな感じでぼくの新学期は始まった。

　一言で言えばカラフル。四字熟語で言えば疾しつ風ぷう怒ど濤とう───。とにかく十七年前、重力を操あやつる力なんてふざけた能力を左手にくっつけてこの世に生を受けて以来、ひたすら地味で目立たぬよう生きてきたぼくの人生哲学がいい感じにカタストロフを迎えたことだけは確かだ。

　つうか、どーすんだよ。

　せめてものあがきとして、ぼくはロンドと木佐谷樹の三人で登校することをやめることにした。ロンドがうちに迎えに来て、ふたりで木佐谷樹宅を訪ねるのはいいとして、その後は中等部の校門まで行くのではなく、その直前で別れて登校することを提案したのである。これには木佐谷樹も了承してくれたので、このぼくらの関係がクラスメイトにばれる事態だけはかろうじて避けることが出来た。

　一方、ロンドはあっという間にクラスの人気者となった。

「星ほし降ふりロンド・タルクウィニアですっ。今日からこの学校でみんなといっしょに勉強することになりました。みなさん、なかよくしてねっ」

　壇だん上じよう、自己紹介を求められたロンドは笑顔で元気にそう挨拶をした。幸い一発ギャグを披ひ露ろうしなくても摑つかみの方はばっちりＯＫだったようで（その代わり、スカートの裾すそを太ももで挟んでの逆立ちからの後方宙返りなんぞ披露したそうだが）、その明るさと人ひと懐なつっこさ、なにより天性の華でもってたちまちクラス、いや学校中の人気者となった。

　その様子は隣の高等部にいるぼくらの耳にまで「最近、中等部の二年に外国人のかわいい女の子が転校してきたらしい」と漏もれ伝わってくるほどで、そのあまりの人気っぷりに主あるじの正体がばれるのではないかとＪＪが心配したほどだった。

　もともとロンドは小学四年までふつうに学校に通ってきたという過去がある。心臓の病気が悪くなったために、長い間自宅療養を余よ儀ぎなくされはしたが、それが回復しさえすればふつうの女の子に戻るのに時間はかからない。当初はそのブランクから多少周囲から浮いてしまうのではないかと気を揉もんだが、なにも問題は無かったらしい。

　こうして一週間も経たたないうちにロンドはたくさんの友達をつくり、すっかり学校生活に溶け込んだ。ぼくはほっとしたが、ひとつだけ困ったのは、この子が学校に慣れるにつれ、高等部のぼくらのところにちょくちょく遊びに来るようになったことである。

「おーい、獅堂」

　昼休み。自分の席で弁当の用意をしていたぼくはクラスメイトの声に振り向いた。

「あん？」

「また来てんぞ。お前の彼女」

「いっ!?」

　ぎょっとして見ると教室の入り口にブロンド髪の小柄な女の子が一人、元気に手を振っている。しかもその衣装は───。

「ボンジョルノ！　ログっ、元気？」

「ロ、ロンド……！　つか、なんだよその格好は……？」

「へへー。見て見てっ。どうっ？　かわいいでしょっ」

　そう言うと白地に青と銀をあしらったノースリーブのチアリーダーのユニフォームをまとったロンドはその場でくるりと回ってみせた。聞けばここ数日この子は部活の体験入部をしているらしく、テニス部、バレー部、弓道部と、部をはしごしては自分にふさわしい部活を探している最中らしい。

　そんなぼくらの様子を、クラス中の生徒があっけにとられた表情で見つめている。ぼくはたまらずロンドの腕を摑むと廊下の隅まで引っ張っていった。

「もう！　そんなかっこでこんなところ来ちゃダメだろっ。クラスのみんながびっくりするだろーがっ」

「あらいいじゃない。同じ学校なんだし」

「同じじゃない。同じ学校でも中等部と高等部の校舎は分かれているの。勝手に行き来しちゃ駄目なの」

「だって、見せたかったんだもの。このユニ」

「……あのね」

　ぼくはこめかみを押さえつつ、この天てん真しん爛らん漫まんな女の子に学校の仕組みについてどう説明すべきか迷った。小学校しか知らないロンドの目には、たぶん中等部も高等部も似たようなものとして映っているのだろう。テストに関しては成績優秀でらくらく編入試験に合格したロンドだが、長期入院のブランクは思わぬところで顔を覗のぞかせてたらしい。

　そんなぼくの反応を薄いと感じたのか、ロンドは手にしていた金色のポンポンをふりふり左右に揺らすと、なんとその場でかわいらしく踊りはじめた。

「どうしたのログっ。ほらほら、元気だしてっ。がんばれがんばれ。ローグ。ゴー！　ファイト！　ウィン！」

「うるせえっ。はずかしいからやめろっ」

　若鹿のようにぴょんぴょん跳ねるロンドにぼくは大声を上げたが、先生に叱しかられてさすがに懲こりたのか以降ロンドは少なくともチアリーダーの衣装で高等部に遊びに来ることだけはなくなった。

　やれやれ。

　ぼくはほっとしたが、このままでは中ちゆう庸よう凡ぼん庸ようを旨むねとし、超能力者であることをひた隠しにしてきたモブライフの存続に関わると判断したぼくはロンドと話し合った末、お互いに会ったり話をしたりするときは中等部の校舎と高等部の校舎の間にある中庭を利用することにした。憧あこがれの高等部に行けなくなりロンドはちょっぴり不満そうだったが、ただでさえ人の耳じ目もくを集めてしまう子である。これ以上周囲の注目を浴びることはできる限りさけたい。

　こうしてぼくらはときどき中庭に集つどっては、そこのベンチで互いに持ち寄った弁当を広げては語り合った。と言ってもぼくと木き佐さ谷や樹ぎはもっぱら聞き役であって、会話の大半はロンドが担になったけれど。

「……それでね、その子がわたしの金髪のことをからかうの。うわー。金髪がまぶしいーって。だから箒ほうきの柄でその子の頭ぶったたいて言ってやったの。なによ、自分だっておむすびみたいな頭してるくせに。今度そんなこと言ったらころころ坂道転がしてネズミの巣の穴に落っことしてやるから、って」

「なあに、おむすびって」

　昼休み。

　木製のベンチの上に弁当を広げながら中等部の生活について話すロンドに対し木佐谷樹が首をかしげて訊ねる。ロンドは言った。

「その男の子丸刈り頭なの。野球部なんだって。でも、あんまり強くたたきすぎたのか、その子わんわん泣いちゃったの。だから保健室まで連れていってあげて、ごめんね、って謝っといたわ」

　ロンドの武勇伝を聞き終え木佐谷樹は薄く笑って言った。

「きっとその子はあなたのことが好きなのよ。だから仲よくなりたくてちょっかいかけてくるんだわ」

「うえーだわ」

　ロンドは露骨にイヤそうな顔を浮かべる。そんなこの子の傍かたわらでぼくは穏やかならざる気持ちで今の会話を聞いていた。どうやらロンドの学校でのモテモテっぷりは想像以上であるらしい。

　そんなぼくの気持ちを察したように木佐谷樹はにやりとして言う。

「獅し堂どうくん、心配？　さっきから箸はしが止まっているけれど」

「う、うるさいな。そ、そんなことねーよ」

「あらそう。つまりあなたはこの子がどれだけ男の子に好かれようと、自分には一切関わりがない、と」

「あ、あのなー。きみ、またそういうことを……」

「ロンド。その卵焼き美味おいしそうね。ひとつちょうだい」

「いいわっ。じゃあ、ぐんのんのミニハンバーグとトレードねっ」

　ハンカチを揃そろえた膝ひざの上に敷き、その上にお弁当を広げておかずの交換なんぞしているふたりを眺ながめつつ、ぼくは溜ため息いきをついた。

　不思議なのは、ロンドがこうして高等部に遊びに来ることを木佐谷樹が決して嫌がってはいないということである。ぼくに面とむかって「好きだ」と告げ、あんなにも大胆にロンドにライバル宣言したにもかかわらず、木佐谷樹はこの恋こい敵がたき（？）を決して厭いとう様子がない。

　もともとロンドと木佐谷樹は仲がいい。馬が合うというのだろうか。特にあの夏の騒動───例の『影』の暴走と、その顚てん末まつの際に木佐谷樹がぼくらに心を開いて以降、ふたりの関係はいっそう深まった印象がある。

　そんなわけで、つまり現在の状況を整理するとこういうことになる。ぼくはロンドとつきあっている。そこへ木佐谷樹が突然ぼくに告白をし、さらにロンドにむかって大胆不敵にも恋敵宣言したことで、ロンドと木佐谷樹は正式にぼくを奪い合うようになった。

　早い話がこれは世間一般で言うところの「三角関係」にあたるわけだが、なにせこっちは痴ち情じようのもつれどころか、女の子の手を握ったこともろくになかった彼女いない歴＝人生、の筋金入りの非リア充じゆうである。こんなときどう振る舞えばいいのか、わかるわけがない。

　そんなぼくに対し、木佐谷樹はからかうように言う。

「獅堂くん、嬉うれしいでしょ？」

「う、嬉しいって、なにがだよ？」

「もちろんこの状況が、よ。あなたみたいな女の子に縁のなさそうな男の子が、ある日突然こんなかわいい女の子ふたりに囲まれて過ごすようになったんですもの。多幸感に包まれ、毎日天にも昇る気持ちよね」

「毎日途方に暮れてるよ」

　半ば本音で口を尖とがらせるぼくに木佐谷樹は口の端を持ち上げる。

「またまた、そんな心にもないことを言ってもダメよ。わたしとロンドを左右に侍はべらせるといううちの学校に通う男子なら誰だれもが夢見る究極のハーレム構想を実現させ、毎晩寝る前にありとあらゆる妄もう想そうを逞たくましくしているくせに」

「してねーよっ。つうかその自信はどこから出てくるんだよ!?　異論がないのがすげー口くち惜おしいけど、自分の口から堂々と言うなよな」

「だって客観的な真実なんですもの。ほんとうのことを言うより仕方がないでしょ」

　木佐谷樹はぬけぬけと言うと、「はあ」と小さく溜息をつく。

「もういっそ、クラスで大人しくねこをかぶるのはやめにしようかしら。これからは思うままに振る舞うの。獅堂くんと毎日手を繫つないで登校するとか」

「そ、そんなことしたら君だってただじゃすまないぞ」

　顔を引きつらせて絶句するぼくに対し、木佐谷樹は微かすかに笑った。

「安心して。無茶はしないわ。表向きはこのままの関係を保ちたいという獅堂くんの気持ちはわかるし、理解しているつもりだから」

「ほ、ほんと───？」

「ええ。みんなには内緒でわたしたちふたりを密ひそかに自分のものにしているという背はい徳とく感かんと優越感がたまらないのでしょう？　獅堂くん、そういうの好きそうだし」

「ちがう！」

　あらん限りの声で叫ぶぼくに対し木佐谷樹はくすくすと笑ったが、木佐谷樹がこうしてぼくに好意を持っていると態度に示すのは、あくまでふたりっきりのときに限られる。教室ではまったくそんなそぶりを見せぬばかりか、その態度は素そっ気けなく、親しく知り合う前の、あのクラスの男子の視線など歯し牙がにもかけない木佐谷樹以外の何者でもない。というか、どうやら木佐谷樹はその美び貌ぼうや外見に反して、こと恋愛に関しては結構奥手であるらしい。

　そのくせたまにぼくの筆箱の中に二つ折りにしたノートの切れ端にハートマークを描いたものが入っていたり、理科室への移動中、誰も周囲に人がいないときを見計らって廊下できゅっとぼくの小指を握ってきたりと、そんな控ひかえめでぎこちない乙女おとめなアプローチを受ける都度、こと恋愛に関してこの子はかなりのポンコツなのかもしれないとぼくは急速に思いはじめていた。

　……そう。今思えば、このときの木佐谷樹は舞い上がっていたのだろう。いや、木佐谷樹だけじゃない。ぼくも、そしてロンドも、生まれて初めて出くわしたこの感情にわけもなく胸の鼓動を高ぶらせながらその気持ちをどう表現したものか心の始末をつけかねていたのである。そこには異能も魔女もなく、ただただ恋に不慣れな中高生がいるだけだった。

「おはよう。ふたりとも」

「よう」

「おはよっ。ぐんのんっ」

　夏の終わり。朝のまばゆい日の下、ぼくらは挨あい拶さつを交わし、三人肩を並べて通学路を歩き出す。ぼくとロンドと木佐谷樹はこうして三角関係とも呼べない不思議な関係を結びつつ新学期を精一杯過ごしていたのである。
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　あれは二学期が始まって二週間が過ぎたある昼休みのことだ。

　一階の購買部の自動販売機の前でパックのミルクコーヒーを買っていたとき、ぼくはふと肩をつつかれた。

「獅し堂どうくん」

「木き佐さ谷や樹ぎ」

　女の子の指特有の優しくのめるような感触にぼくはあわてて振り返った。そして目の前に木佐谷樹を認めるなり素早く左右を見渡す。大丈夫。まだ早い時間だけに廊下に人はまばらで、立ち話をしているぼくらの姿に気づいている生徒はいない。

「なに？」

「これ、『ドルチェ』の今週のシフト。入れたから後で見てみて」

　短く、囁ささやくように言うと木佐谷樹は素早く二つ折りにしたメモをぼくの掌てのひらに滑り込ませる。そのどこか秘め事めいた木佐谷樹の仕し草ぐさにどぎまぎしつつぼくはその丸印が書き込まれたシフト表に素早く目を走らせた。

　そして嘆たん息そくする。

「きみ、よく働くなー。新学期が始まったっていうのに」

「ＪＪさんに頼まれたのよ」

「にしたって週七は入れすぎだろう……」

「あら。そんなに入ってたかしら？」

「そうだよっ。このままじゃぼくら、お金持ちになるのと引き換えにぶっ倒れることになっちゃうぜ」

「いいこと？　必ずわたしと同じ時間帯にシフトを入れるのよ。万一わたしを一人きりにしたら、授業中おしりに謎なぞの不ふ審しん火びをつけてやるから」

「……それ、ぜんぜん謎じゃねーだろ」

　思わずつっこむぼくに対し、

「わたしと会えるチャンス、逃のがす気？」

　にこりともせずにそう言うと木佐谷樹はくるりときびすを返し去っていく。そのスカートの襞ひだが彼女の長い脚の動きに合わせて颯さつ爽そうと揺れるのをぼくは見送り、もう一度溜息をついた。

「やれやれ」

　最近、バイトが忙しい。

　理由は簡単だ。『ドルチェ』が大はやりしているからで、ぼくと木佐谷樹は毎日放課後、この店に立ち寄っては制服から制服へと着替え、慣れぬ接客業にせっせと従事していたのである。

　カフェ『ドルチェ』は先月ロンドがオープンさせたカフェテリアである。本格的なヴィクトリア調の内装と家具や調度、食器ひとつに至るまですべて英国本国から取り寄せた贅ぜい沢たくなインテリア、美味おいしく多彩なメニュー、なにより選りすぐりの美女のウエイトレスが揃うその圧倒的なクオリティーで早くも陋ろう巷こうの話題を独占する人気店となっていた。

　もともとこのお店は友達のいなかったロンドが同じ異能力者である仲間を集めるための拠点として発案したものであり、その目的はあくまで「超能力者たちが気軽に集つどえる憩いの場」をつくることにあった。が、よほど立地に恵まれたのか、それともロンドには隠れた商才があったのか『ドルチェ』は着実に常連客を増やしつつあった。

　ちなみに当のロンドはというと、当初は自らもウエイトレス役を務めるべくはりきっていたが、学校の規則でアルバイト禁止だということがわかり、やむなく制服を着て働くことは断念した。が、それ以降も仲間に加わりたそうに店内をうろうろしていたが、ＪＪの「ユアハイネス、邪魔です」の一言で追い出されてしまった。

　よって、現在店を取り仕切っているのはＪＪと松まつ岡おかさんのふたり、その松岡さんは先月からこの家を留守にしており、そのため今お店にいるのはＪＪのみということになる。だが家政を司つかさどるという点では有能さの限界を極めている彼女もさすがにカフェテリアの運営は勝手が違うようで、オープン早々『ドルチェ』の舞台裏は毎日灰はい神楽かぐらが立つようなせわしなさとなっていたのである。

　だが木佐谷樹の方は慣れぬはずのこのバイトを嫌がることなく、黙々と勤め上げている。いや、それどころか、こうしてぼくに自分と同じぶんだけシフトを入れるのを求めてくる。

「ったく、あいつ」

　接客など大の苦手、それどころか見知らぬ他人と口をきくことすら苦痛だと広言してはばからなかったこの子が、頼まれ仕事とはいえここまで熱心にこのお店に通うその訳が理解出来ぬほどぼくも鈍くはないつもりだったけれど、さすがにこうして連日続くバイト生活に少々気き息そく奄えん々えんとしていた───。

　そんなある日のことだった。










　その日、バイト時刻に少し遅れたぼくがあわてて『ドルチェ』に入ると、入り口で魔女が出迎えた。

「いらっしゃいませ。ご主人様」

　その長身に魔女の衣装を身につけた木佐谷樹が仏ぶつ頂ちよう面づらで挨拶をする。ぼくは絶句した。

「……木佐谷樹。なにやってんの？」

「いらっしゃいませ。孤独な時間と魂たましいを持てあまして寂さびしくお茶ですか？　でしたら人目につかないぼっち専用テーブル席にご案内致します。どうぞこちらへ」

「……はい？」

　つば広の先端の尖とがった三角帽子に漆しつ黒こくのローブ、その内側にはいつものウエイトレスの制服を身につけた木佐谷樹は表情ひとつ変えずにぼくを店内のいちばん奥まったボックス席へと案内するやメニューを差し出す。

「ご注文をどうぞ。ただいま当店では期間限定メニューとして秋のフルーツを盛り合わせた特製ハロウィン・パフェを販売中です。ちなみに今ならご注文戴いただいた先着一名様に特別ハグのプレゼントサービスを実施中」

「ちょっと待てっ」

　さすがにたまりかねてぼくは絶叫した。

「なんなんだよこれは！　ていうかいつからこのお店はそういう店になったんだよっ」

「あら、獅堂くんじゃない」

　ようやくぼくの存在を認めたように、木佐谷樹は僅わずかに片かた眉まゆを上げる。

「ぜんぜん気づかなかったわ。五分遅刻よ」

「気づかなかったわ、じゃねー。つーかご主人様ってなんだよ。いろいろ世界観が混ざって妙なことになってるぞっ。てか、なんだよその格好は！」

「決まってるでしょ。ハロウィンのコスプレよ」

「ハロウィンの……コスプレ……？」

「秋にむけた当店の特別衣装ですわ。ためしに木佐谷樹様に着て戴きましたの」

　そのとき、店の奥からＪＪが姿を現した。星ほし降ふり家の侍従長として長年ロンドに仕えていたこの女性もどういう運命の流る転てんか、今やすっかりこの『ドルチェ』の女店主に収まっている。長年鍛きたえられたその礼儀作法と身のこなしで優雅に客をさばくその姿は男性客の憧しよう憬けいと視線を一身に集め、今や「美人で優しい謎の外人さん」としてこの界かい隈わいに根強い固定ファンを持つまでなっていた。
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「五分遅刻ですわよ。ログ様」

　たしなめるように言うとこの侍女さんはあっけにとられているぼくにむかって事情を説明してくれた。それによると『ドルチェ』では現在、来月のハロウィンシーズンにむけた期間限定メニューを開発中らしい。メニューは何点か用意する予定だが、その一環としてウエイトレスにハロウィンっぽい衣装を着せる予定なのだという。

「ああ、びっくりした。ぼくはてっきり、別のお店に紛まぎれ込んだかと思った」

　わけを知りぼくはほっと胸を撫なで下ろすとカボチャやキャンドルのオーナメントで飾り付けられた店内をあらためて見渡した。

「よく言うわ。わたしのこのコスプレ姿にすっかり鼻の下伸ばしてたくせに」

「伸ばしてねーだろっ。ただちょっとおどろいただけだい。……ていうか、もうそんな季節か」

　木佐谷樹の言葉にむきになって反論したところで、ぼくはふと脳内のカレンダーを手た繰ぐった。ハロウィンは───ええと十月三十一日か。暦こよみの上ではまだまだ先のような感じでいたけれど、いつのまにかもうそんな時期になっていたらしい。

　そういや朝もだんだん冷えてきたし、そろそろ冬服へ衣替えの季節か……と考えたところであることに気がつく。

「でもこれ、大丈夫なんですか？」

「大丈夫、とは？」

　ぼくの問いに対し、ＪＪが首をかしげる。

「や、だって星降家はその、つまりずっと秘密にしているわけでしょう？　つまり、お店でこんな格好をしてたらロンドは……」

「ああ」

　ぼくの言いたいことを察したのだろう。ＪＪは小さくうなずいた。

「その点はご心配はいりませぬかと。これはあくまでお店のイベントのひとつですし、いくら魔女の格好をしても、それとわたしどもの出しゆつ自じとからめて考える方はまずおられますまい」

「ならいいけど……」

　言うまでもなく星降家、ひいてはロンドが魔女の血を引いているということは世間には秘密となっている。ロンドがマンションの一室で療養中だったこれまではその事実を隠すのが容易だったけれど、こうしてまた元気に学校へ通うようになった今、この子の正体を隠すのは容易なことではない。というか、それでなくてもこの『ドルチェ』は超一級の美人が集う不思議なお店として評判なのである。絆ばん創そう膏こうの二枚や三枚では足りないほどの傷をすねに持つ身としては、なるべく人目を引くような事態は避けたい。

「ていうか、これ以上、厄やつ介かいごとが増えちゃたまらないからな」

「どーして獅し堂どうくんはわたしを見ながら言うのかしら？」

　木き佐さ谷や樹ぎのツッコミにぼくは溜ため息いきをついたが、第六感と言うべきか、このときぼくが感じ取った危き惧ぐは当たったというべきだろう。なぜならこの秋の定期イベントの余波は思わぬところからぼくらの身に降りかかることとなったからである。










　ある放課後のことである。

　ふいに店の扉が開くなり、制服の上に黒マントを羽は織おったロンドが疾しつ風ぷうのように飛び込んでくるなり、元気よく言った。

「ねえログっ、わたし、魔女に選ばれちゃった！」

「あん？」

「だから魔女になったのっ。みんな、わたしがハロウィン祭の魔女にぴったりだって！」

　客がいないのを良いことにウエイター姿でカウンターでくつろいでいたぼくは、一瞬心臓が飛び跳ねそうになったが、やがてほっとしたのはロンドが言ったのが毎年中等部で行われる『ハロウィン祭』という学校行事のことだとわかったからである。

　ハロウィン祭とは毎年十月に中等部で開催される学校のイベントである。この手の学校行事としてはめずらしく十年ほど前から行われており、今や地域全体を巻き込んだイベントとなっている。

　このお祭りの目玉はなんと言っても生徒全員でハロウィンにちなんだ仮装をして一番を競う仮装コンテストと、『トリック・オア・トリート』と呼ばれるお菓子をもらいに町内を歩くイベントである。これは地元の商店街のアーケードと連携して行うもので、参加する全員がお菓子をもらえることから、基本学校行事に対して体温の低い生徒たちも、この日ばかりははりきる主な要因となっていた。

　お祭り好きのロンドがこの手の企画を喜ばぬはずがない。ロンドは勢いよく手を挙げるや、大はりきりでお祭りの運営に参加することになったが、おどろいたのはこの子が仮装コンテストの方でもクラス代表に選出されたらしいことである。なんでも彼女の容姿と雰囲気が西洋風の魔女のコスチュームにぴったりであるという理由で満場一致で仮装コンテストへの出場が決まったのだという。

「ちょっと待て。ってことはきみ、その格好で人前に立つってことか？」

「うんっ」

　子ども用のマントを翻ひるがえし、ロンドはふんぞり返ってうなずく。

「って……大丈夫なのかよ。本物だってばれたりしない？」

「平気よっ。ちゃんと本物の偽にせ物ものっぽく振る舞うから。それに、みんなわたしがいいって言ってくれたんだもの。選ばれたからには出たいわ！」

「本物の偽物ってなんだよ……」

　ぼくは思わずツッコんだが、ともあれこうしてロンドは正体を明かすことなく晴れてハロウィンに魔女の格好をする機会を得たわけだ。

　勇んだロンドは翌日から早速自分の部屋に籠こもり、なにやら作業を始めた。なにをしているのかと試みに耳を澄ませてみると、「いたっ」とか「ぎゃーっ」とか、この子の悲鳴まがいの声が聞こえてくる。どうやらロンドは自分で黒い布を用意すると慣れぬ針と糸を使い、ハロウィン用の衣装を縫ぬいはじめたらしい。

「もう。ロンド様ったらお気の早い。それでなくても当日のご衣装ぐらいわたくしが用意致しますのに……」

「ううん。いいの。これは自分でやりたいのっ！」

　見かねたＪＪが声をかけるが、ロンドは頑かたくなに応じない。

　折しもこの頃『ドルチェ』に新規採用のアルバイトが入ったこともあり、木き佐さ谷や樹ぎとぼくは放課後の時間を自由に使える機会が多くなった。ようやく得たこの機会をぼくらはロンドの手伝いをしつつ久しく休業状態だったぼくらの超能力者サークル───互ご助じよと協調を目的とする非リア充じゆう御ご用よう達たしの超能力者同士による親しん睦ぼく団体の活動を再開したが、実際のところ木佐谷樹はぼくらの気づかぬところでもうとうに手を打っていたらしい。










　放課後のことだ。

　学校帰り、ぼくが『ドルチェ』のスタッフルームへ寄ると木佐谷樹が背筋を伸ばしてパソコンにむかっていた。自分で煎いれたカプチーノを手元のコースターの上に置き、開いたMacBookの前でなにやら作業をしている。

「……あれ。木佐谷樹、なにしてるの？」

「ちょっとね。釣つれたかどうか、確認」

「釣れる？」

　ぼくは首をかしげたが、ひょいとこの子の肩越しにパソコンの画面を覗のぞき込んでおどろいた。そこにはなんと超能力研究を謳うたったサークルサイトが表示されており、あわせてカラフルな字体で『メンバー募集中！（超能力初心者大歓迎）』の文字が躍おどっていたからである。

　聞けば木佐谷樹は数週間も前から、地元のローカルサークルの案内サイトにメンバー勧誘を呼びかけるこの手の架空の「超能力同好会」をいくつか登録し、毎日なにかリアクションがあるかどうかチェックしていたという。

　むろんそれらはすべて実態のないアドレスのみのダミーサークルなわけだが、仮にも超能力者の仲間を見つけるために木佐谷樹がこうして人知れず地道な活動をしていたことにあっけにとられてぼくは目を丸くして訊たずねた。

「きみ……こんなことやっていたのか!?」

「こんなことっていうか、わたし以外にだれかひとりでもこういうことをする人がいて？　だいたい、あなたたちが無策すぎるのよ」

「う……たしかに」

　木佐谷樹に対し一言もなく、ぼくはうなだれた。ぼくとロンドと木佐谷樹はこの夏知り合った際、「超能力者同士による相互互助団体」───通称『リア充ブレイカーズ』を華々しくたちあげたものの、その後は特に目立った勧誘も活動もすることなく新学期や『ドルチェ』でのバイトの忙しさにかまけてそのままにしていたからである。

　己おのれの怠たい惰ださをあらためて感じ入りつつぼくは訊ねた。

「そ、それで、どうなの？　手て応ごたえは」

「だめね。いくつか反応はあるけど、一目でいたずらとわかるメッセージばっかり」

「そ、そうか」

　ぼくはなんとなくほっとしたような気持ちでうなずいた。もちろん力を持つ仲間と出会いたい気持ちはあるけれど、いざ連絡を取るとなると、もう少し心の準備をする時間がほしいような気もする。

「で、でも……もしいつか、これはという人物が現れたら連絡を取るつもりなんだろ？」

「そりゃあね」

「じゃあ、そのときは、この店を待ち合わせ場所に使うんだね」

　木佐谷樹は一瞬きょとんとした。それから「は？」と心底呆あきれたように言う。

「獅堂くんって、ほんと考え足らずね。いきなり『ドルチェ』に呼び寄せるはずないじゃない。まずこちらの情報開示は可能な限り少なくして、リスクはできる限り抑えるのが基本でしょ。ここ以外の場所を待ち合わせ場所に指定して、まずは人物の品定めをするわよ」

「そ、そうか」

「……まったく。あなたも仮にもこのサークルのメンバーなんだから少し自覚を持ったらどう？　生活の中心がアルバイトになってるわよ。ロンドはロンドで学校生活にすっかり夢中になってるし。……ていうか」

　彼女なりにため込んできた想いがあるのか、木佐谷樹はつけつけと言うと、ふいに身体からだごとむきなおって訊ねる。

「そもそも、あれについては考えているの？」

「あ、あれって？」

「内規よ。このサークルの内規」

「な、内規……？」

「そ。つまり、メンバー間の恋を推すい奨しようするのか、それとも、恋は御ご法はつ度となのか」

　ふいに木佐谷樹は立ち上がるや、ぼくの前に立ちふさがった。そして髪を大きく揺らすと、その腰に手を当てて言った。

「わたし、この間言ったはずよ。わたしたち能力者は恋をすれば力は落ちる、だから、このサークルの目的を『異能を抱えて困っている人たちの集まり』にするのはどう？　……って」

　一瞬にしてあの日の記憶が甦よみがえり、ぼくは絶句した。そしてその記憶の圧力に押されるように後ずさるぼくに対し、逆に木佐谷樹はずずいと一歩踏み出す。ぼくは思わずつばを飲み込んだ。

「そ、それは……しかし……」

「しかし、なに？」

「や、そ、それは」

　木佐谷樹は柔らかく問う。ぼくは詰まった。一いつ旦たん「攻める」と決めたときの木佐谷樹はとっても大胆で、到底太刀たち打うち出来る感じがしない。そんなぼくをじりじりと壁際まで追い詰めると木佐谷樹は自分の鼻先を間近に寄せ、とんと勢いよく、片手をぼくの肩越しに壁に押し当てる。

　触れるか触れないかくらいの間近な位置に柔らかな木佐谷樹の肉体、そして背中には壁の質感を感じ、ぼくは思わず身をすくめた。

　ていうか、これ壁ドンだろ。

　されてみて初めてわかるどきどき感に一瞬乙女おとめの気分になるぼくにむかって、木佐谷樹はわずかに口の端を持ち上げて言った。

「べつに、わたしはどっちでもいいのよ。覚悟はしてるから」

「か、覚悟って、なんの」

「あら。わたしの口から言わせる気？」

　木佐谷樹はそう言うと片目をつぶってみせたが、それ以上ぼくを追い詰める気はなかったのか、ついと身体を離す。虎こ口こうを逃のがれてぼくはほっとしたが、その後、ほどなくして、ぼくは再び思いがけぬ形で彼女におどろかされることとなった。










　それから数日後のことである。

　一限目の終わり、ぼくが自分の席で教科書とノートを片付けていたとき、つと木佐谷樹が近づいてきて言った。

「獅堂くん、ちょっといいかしら」

　通常、木佐谷樹が教室でぼくに話しかけてくることはまず、ない。訝いぶかしさをおぼえて「え？」と顔を上げるぼくに木佐谷樹は短く言った。

「ごめん。わたし、超能力サークルを抜ける」

「えっ」

「短い間だったけれど、獅堂くんとお友達になれて楽しかったわ。『ドルチェ』も辞める。ロンドによろしく言っておいて。ふたりのこと、わたし、一生忘れないって」

「ち、ち、ちょっと待て、木佐谷樹っ」

　そう言うと木佐谷樹は早くもきびすを返す。ぼくはあわてて木佐谷樹に追いすがった。見ると、木佐谷樹の顔が少し青ざめている。この時点で、ぼくはようやく彼女の様子がおかしいことに気づいた。

「こっちへ」

　クラスメイトの視線に構わずぼくは木佐谷樹の手を引くと廊下へと連れ出した。そして階段の隅まで連れていき、正面からむき合う。

「どうした!?　なにがあった？」

　小声で訊ねるぼくに対し、木佐谷樹は硬い表情のまま言った。

「見られたの」

「見られた？」

「力が、ばれたのよ」

「ば、ばれた？」

　まるでオウムみたいに自分の言葉をただ準なぞらえるぼくにむかって、木佐谷樹はひとつ溜ため息いきをついた。そしていくぶん落ち着いてきたのだろう。口を開くと静かに事情を説明してくれた。

　昨日の放課後のことだ。木佐谷樹は校舎の西側の外れにある小さな裏庭にいた。そこには生け垣の破れ目を縫ぬってよくやってくる三み毛けの仔こ猫ねこがいて、木佐谷樹は写真を一枚撮らせてもらう代わりに、こっそりその仔猫に紙パックのミルクをやっていたらしい。いかにも木佐谷樹らしい秘めたエピソードだが、この日ばかりは運が悪かった。

　近くの楡にれの老樹の枝にとまっていた鴉からすが降下してきて仔猫を襲ったとき、炎を飛ばして鴉を追い払おうとしたことは木佐谷樹に魔が差したとしかいいようがない。突とつ如じよ出現した炎に鴉はたちまち翼を翻ひるがえして退散したが、今まさに炎を舞わせて鴉を追い払った彼女がふと横を見たとき、裏庭に置かれた百ひやく葉よう箱ばこのむこうの木陰に女生徒が一人、佇たたずんでまっすぐにこちらを見ているのに気づいたらしい。

「───」

　その間、一瞬。

　おどろき、硬直する木佐谷樹に対し、その女生徒は木佐谷樹とその目の前で火の粉こを散らして浮遊する炎、両者を長い時間をかけて見比べた後、ゆっくりと立ち去ったという。

「それ、確かなのか。……つまり、ばれたっていうのは」

「ええ」

　木き佐さ谷や樹ぎは小さくうなずいた。ぼくは思わず溜息をついた。

「にしても、なんだって鴉なんかにそんなことを」

「だれもいなかったから、つい」

「ったく。用心深いきみらしくもない」

　ぼくは言ったが、今さら木佐谷樹を責めても詮無いことである。

「……で、その生徒の名前はわかっているのか？」

「ええ。隣の隣のクラスの女子よ」

「２─Ｃか。誰だ？」

「朱あか音ね儀ぎチヅル」

「いっ」

　その名を聞いてぼくは目をむいた。最悪だと思ったのだ。

　朱音儀、という一風変わった名字を持つその女子生徒は校内でも有名な問題児だった。生徒指導室に何度も呼び出されているようなタイプの子であり、他のクラスの生徒はもちろんのこと、へたすりゃクラスメイトの名すらいまだに憶おぼえきっていないぼくが彼女の名前を知っていたのも、巷ちまたに広く流布するその悪い噂うわさゆえだった。

「───朱音儀チヅルか。たしかあの髪を茶色に染めたヤンキーみたいな奴やつだろ。いつも素行不良で先生に目を付けられてる。よりによって、たちの悪い奴に見られたなあ」

　茶髪、ミニスカ、ノータイという朱音儀のいかにもという風ふう貌ぼうを思い出し、ぼくは思わず頭を搔かいた。そんなぼくに対し木き佐さ谷や樹ぎは長く沈黙していたが、やがて硬い声のまま言う。

「迷惑はかけない」

「どうするつもりだよ」

「…………」

「おい」

　その不吉な沈黙に、なにやら危険な死と炎と灰の匂においをかいだぼくはとりあえず木佐谷樹を制し、善後策を練ることにした。なにはともあれ、その朱音儀という生徒について少しでも調べないことにはなにも始まらない。

　その日の放課後。ぼくは木佐谷樹とふたり急ぎ学校を出るなり、校門の様子がよく見える住宅地の門柱の陰に身を潜めた。下校してくる彼女を尾行し、その情報を得ようと思ったのである。

　ぼっちであるぼくらふたりの乏しい情報網を駆く使ししつつ可能な限り調べたところによれば、朱音儀チヅルは部活には入っていないとのことだった（ていうか、見るからに入るようなタイプでもない）。不良のわりに出席率はよく、遅刻も案外少ないという。つまりその評判の悪さは一にも二にもその外見、そして日常態度にあるらしい。

「きたっ」

　ぼくは息を潜めて囁ささやいた。そんなぼくの視線の先で、スカートの丈を詰め、制服をミニスカートにした茶髪の女子高生……朱音儀チヅルが校門より現れる。

「あいつか……」

　歩いてくる朱音儀チヅルを眺ながめつつぼくはつぶやいた。そして脇わきで白い喉のどをさらし、校門に視線を一心に注いでいる木佐谷樹に訊たずねる。

「あの子で間違ないね？」

「ええ」

　確認するように訊ねるぼくに対し、木佐谷樹は視線を動かすことなくうなずいた。ぼくはあらためて木佐谷樹がその力を見られたという女子高生、朱音儀チヅルの姿を眺めた。たしかに気の弱い新入生なら睨にらまれただけで立ち竦すくんでしまうような風貌ではある。ブリーチで脱色したと一目で知れる長い茶髪は肩の線を越えて背中にまで流れているし、背は木佐谷樹に匹ひつ敵てきするくらい高く、その「大人の女性」を感じさせる雰囲気は見るからにあっち系の女子高生特有のものだ。が、当初の印象とはちがい実際の朱音儀は整った容貌をしていた。

　白い肌にやや癖くせのある大きな口と高い鼻筋、柔らかな瓜うり実ざね形がたの輪りん郭かくの組み合わせはどこか学術肌のアーティストを思わせる。もっともその目は鋭く射い貫ぬくように僅わずかに細められ、その瞳ひとみは冷ややかに周囲の事物を睥へい睨げいしている。一言で言えば「お近づきになるのが怖い美人」といったところか。そのヤンキー美女的な綺き麗れいさはぼくの好みの範はん疇ちゆうからは対極の位置にあったが、むろんぼくみたいなモブい奴が気安く声をかけられるような感じではない。

　その朱音儀は共に帰る友人がいないのか、一人で通学路を駅に向かって歩いている。ぼくは訊ねた。

「それで……力を見られてから、むこうからなにか接触は？」

「いえ。ないわ。一切」

「じゃあやっぱり、炎は見られてなかったんじゃ……」

「それはないと思う。去り際に、はっきりわたしの目を見たし」

「そ、そうか……」

　ぼくは溜息をついた。そして表通りの交差点、フーセンガムを膨ふくらませつつ信号待ちをしているすらりとした朱音儀の背を遠目に眺めながら言う。
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「ていうかこの際、問題はさ。あいつが木佐谷樹の炎のことをだれかに洩もらすかどうか、ということだと思うけど」

「つまりどういうこと？」

「や、だからさ。その……あんまりおしゃべりなタイプには見えないなってこと。もちろん予断は禁物だけど……」

　ぼくは身を隠していた電信柱から半身を覗のぞかせて言った。木佐谷樹は静かに首を横に振った。

「そんなの見た目の印象だけではわからないわ。こうなってしまった以上、こちらにはどうしようもないもの」

「まあ、な」

　木佐谷樹は相変わらず表情が硬い。予想外の角度からやってきたトラブルに、さしもの彼女もいまだ対応しきれていないのだろう。

「やはり、わたし転校しなきゃならないかしら」

「おい。おちつけよ」

　この子がそこまで思い詰めていることにぼくが思わず声を上げたときだった。ふと朱音儀が突然、表通りの商店街を折れ、一本中に入った路地を曲がる。ぼくらはあわててその背を追った。だが───。

「あっ」

「いないわ」

　角を曲がったぼくらはあっけにとられた。一本下った路地に、これまで尾行してきた朱音儀チヅルの姿がなかったからである。あわてて元の表通りの方を見やる。が、やはり商店街にその姿は見えない。

「ち！」

　ぼくはとっさに左右をうかがうと、助走なしに近くの電柱を蹴けった。そして足下に重力を走らせるや一気に柱を伝って頂いただきまで駆け上がり、巡めぐらされた電線越しにその場からあたりを見渡す。

「……いない」

　ぼくはつぶやいた。そして下を見る。制服姿の木佐谷樹が、路上からぽつんと小さくぼくを見上げている。

　ぼくは眉まゆをひそめた。そして顔を上げるともう一度上空から朱音儀の姿を追うがその姿は何処どこにもない。

「……？」

　ぼくはぼうぜんとした。

　不思議なことが起こった。

　朱音儀チヅルは、突然───そう、忽こつ然ぜんとぼくらの前から姿を消したのだ。










「ううむ。それはミステリーねっ」

　ぼくらの話を鼻先を蠢うごめかせて聞いていたロンドはこらえかねたようにぴょこんと飛び上がって言った。中等部に面した学校の中庭。校内でロンドと顔を合わせる久方ぶりの集つどいである。

「ミステリーというか、ホラーよ」

　木佐谷樹が低くつぶやいた。あの翌日、朱音儀チヅルは何事もなかったかのようにガムを嚙かみつつ学校に姿を現した。しかもそれは一度だけではなかったのである。あの日以来、ぼくらのこのヤンキー美少女に対する尾行は三度試みられていたが、そのいずれも彼女の「消失」により失敗していた。撒まかれるのでない。とつぜん彼女の姿が見えなくなるのである。

　当初はこの件をロンドには伏せておこうと思ったぼくらが、結局打ち明けるに至ったのはやはりこの奇妙な現象───こっそりあとを追うたびにまるで煙のように姿をくらましてしまう朱あか音ね儀ぎチヅルに対する訝いぶかしさが勝ったからだろう。ロンドは木佐谷樹が炎を見られた一件から始まるこの一連の顚てん末まつを好奇心丸出しの顔つきで聞いていたが、ぼくらが朱音儀チヅルの姿を毎回見失うくだりにさしかかると、俄が然ぜん興味が出てきたらしい。勇んでぼくらの尾行につきあうことになった。

「安心して、ぐんのんっ。ぐんのんはわたしが守るわっ」

　もとよりぼくらの目的は朱音儀の監視ではない。だがこの不良少女が少なくともぼくら……そして木佐谷樹にとって害となる存在でないという確信が得られるまで目を離すわけにはいかない。

　もっともこのまま尾行するだけではたんに同じ轍てつを踏むばかりだと考えたぼくらはある策を講じることにした。木佐谷樹がこれまで通り朱音儀のあとをつける一方、ぼくはこの能力を生かして別働隊としてビル壁を移動しつつ上部から彼女を監視、そしてロンドはスマホを手に双方の連絡役をつとめるといういわば二面作戦である。

　というわけで、明くる日の放課後。

　中等部の表門からすっ飛んで駆けてきたロンドと合流したぼくらはいつもの場所で帰宅する朱音儀を待った。待機すること十五分。まるで男子みたいにスクールバッグを肩に担かついだ朱音儀のすらりとした姿が門前に現れる。ぼくらは素早く所定の配置に散った。

　この数日の行動パターンから朱音儀はまっすぐ駅に向かうのではなく、あちこち寄り道をしながら家路につくことがわかっている。どうやらその派手な見た目に反して朱音儀は放課後に繁華街に繰り出すタイプではないらしい。

『ふうん。……あの人かあ。美人さんね。ちょっとこわそうな感じだけど』

　朱音儀を初めて見るロンドの感に堪えかねたような声をスマホ越しに聞きつつ、ぼくは高さ十メートルの鉄柱の上から通学路を歩く朱音儀の姿を追った。ぼくの目には一定の間隔を置き、物陰からこっそり朱音儀のあとをつけている女の子ふたりの姿が見える。

　中等部に通うロンドの目には、いかにも不良女学生といった体ていの朱音儀チヅルの姿は目新しく映るのだろう。好奇心をこらえかねたように訊ねる。

『ていうか、あの人ってホントに悪い人なのっ？　や、ふりょうってことは知ってるけど』

「だって茶髪のヤンキーだぜ。見ただけでだいたい想像つくだろ」

『あら。人は見かけによらないわ。つんけんしていて、ホントはすごく優しいというぐんのんみたいな例もあるしっ』

　なぜにそこで木き佐さ谷や樹ぎの名が……と地じ雷らい原げんに平気でスキップで飛び込んでいくロンドに思わず気を揉もむぼくをよそに、スマホの向こうで木佐谷樹は淡々と言った。

『怖い人であることは間違いないわ。特に去年は本当に荒れていたという噂うわさよ。進級して以前より少しおだやかになったらしいけど。わたしが耳にした話だけでもその手の武勇伝には事欠かないわ。他校の不良グループを壊滅させたとか、縄張り争いで一対五十で勝ったとか、タイマン勝負で負けたボスがあの子が来ただけで頭を下げて出迎えるとか。他にもあるけど、まあ、知れば知るほどお近づきになりたくない子であることは間違いないわ』

「ふ、ふうん」

『もともと一匹狼で、決して仲間をつくったり群れたりすることはないらしいわ。性格的には……無口でよくわからないわね。面倒見は良くて情に厚いといううわさだけど、怒らせると怖いタイプであることはたしかね』

　──だれかさんによく似てるな。

　とぼくは内心思ったが、かろうじて口に出すことは控ひかえた。さしものぼくも女の子に対しては思ったことを軽はずみに口にしてはならないという程度の常識はこの数か月間で学習している。

　そんなぼくらの会話をよそにロンドは考え込むような口ぶりで言う。

『うーん。そうかなあ。でも、わたしにはそんなに悪い人には見えないのよねえ』

「油断は禁物だぜ」

『う、うん。それはわかってるけど。でも……ね？　ほら』

「……うん」

　ロンドの声にうながされ、ぼくは朱音儀チヅルに目をむけた。その視線の先で、朱音儀はスカートの裾すそを膝ひざ裏うらで挟み、道の脇わきにしゃがみ込んで野の良ら猫ねこの背を撫なでている。その手に身を委ゆだねて気持ちよさそうに喉のどを鳴らしている猫を見つめる彼女の優しげな横顔には、様々な武勇伝で彩られているという強面こわもてヤンキー不良少女の面おも影かげはかけらもない。……というかこの数日間、彼女のあとをさんざんつけてわかったことがひとつある。

　このヤンキー女はいい奴やつだ。

　バックパックを背負ったのっぽの白人さんに道を教えてやる。横断歩道で歩きにくそうにしているばーちゃんにぶっきらぼうに肘ひじを突き出す。園児とすれ違うときに白い歯をこぼして小さく手を振り返す。その、木で鼻をくくったような無愛想な見た目と絵に描いたような不良少女ルックスの裏に、朱音儀チヅルは人ひと懐なつっこく、優しく温かい心根を隠し持っていたらしい。

「……あいつ、もしかしていい奴？」

　ここ数日間うすうす感じていた事実を再び目の前で示され困惑するぼくにむかってロンドが訊たずねる。

『……ね？　ログはどう思う？　あれを見て』

「う、うーん……」

　視線の先で、肩で風を切るように颯さつ爽そうと舗ほ道どうを歩く朱音儀の姿を追いつつ、ぼくはうなった。たしかに噂や見た目の印象とは異なり、朱音儀チヅルは当初ぼくらが思っていたよりもはるかにまともな少女であるらしい。

　もっとも、かといって彼女がいい人間＝安全な人間であると判断するのは時期尚しよう早そうである。それでなくても相手は木佐谷樹の力を目撃しているわけで、万が一にでもあの子に敵対行動を取られたらその時点でぼくらの命運に黄色信号が点滅すると言っても過言ではないのだ。

「どうする？　ためしに声をかけてみるか」

『いえ。もう少し泳がせてみましょう』

　ぼくと木佐谷樹がビル街の上と下でやりとりをしていたときだった。朱音儀チヅルが角を曲がった。そしてそのまま前方の横断歩道を渡っていく。

『彼女は表通りから繁華街へむかうみたい。獅し堂どうくんはそのまま上から監視を続けて』

「了解」

　木佐谷樹の指示で商業ビルの外壁に片足をかけつつぼくは応じた。実のところ、これだけ長時間、街中で重力を使うのは久しぶりである。人目を避けつつ重力を走らせる足場を探す作業に、妙な懐なつかしさを憶える。

　そういやこのふたりに出会う前はこんなことばっかりやってたんだよな……とふと過去の記憶のタグを手た繰ぐっていたとき、つと前方の朱音儀の足取りが変化した。なにか用事を思いついたように突然急ぎ足になると、二度ほど通りを曲がり、商店街の路地裏へと入っていく。

「……？」

　訝しさをおぼえたとき、胸元のスマホから木佐谷樹の声が届く。

『動いたわ！　獅堂くんは上から追って』

「大丈夫。見えてる」

　駆けている最中らしく、息を弾ませている木佐谷樹の声に応じつつぼくは居酒屋チェーンの看板越し、下方に見える朱音儀の茶髪を目で追った。朱音儀は二度ほど後ろを振り返ると、まるで追っ手から逃のがれるように歩調を速める。

　まさか尾行がばれたんじゃ……とぼくが固かた唾ずを吞のんだ瞬間、前方の商業ビルの背が邪魔して一瞬、視界が見切れる。

　ぼくが重力を飛ばして隣のビル壁へと跳び移ったときだった。

「あっ!!」

　ぼくは声を上げた。朱音儀の姿がない。そこは三方を高いビルに囲まれた空き地で、その一画だけがビル群にあって谷間のように開けている。だが、そこにむかっていたはずの朱音儀チヅルの姿はきれいさっぱり消えている。

　まただ。またやられた。

「おい、いないぞっ」

『えっ。そんな』

　スマホにむかって怒鳴りつつ、ぼくはビルの上から激しく首を巡めぐらせた。が、やはり朱音儀の姿はない。そんなぼくの眼下で、一拍遅れて木佐谷樹とロンドが路地を懸命に駆けてくる。

　空き地の中央でしきりにきょろきょろしているふたりの頭上で重力を切り、ぼくはビルの外壁を滑り降りた。ぼくに気づき、ふたりが駆け寄ってくる。

「獅堂くんっ」

「ログっ、朱音儀さんいなくなっちゃったわ！」

　ぼくらは顔を見合わせた。そしてもう一度あらためてあたりを見渡した。が、やはりあのヤンキー少女の姿はかけらもない。むろん周囲に隠れる場所などどこにもないし、この道筋以外に人が通れるところなどなかったはずだ。にもかかわらず、朱音儀チヅルは四たび姿を消した。まるで煙のように。

「くそっ。また、やられたのか」

「いいえ。ありえないわ。角を曲がるまで、わたしは彼女から一度も目を離さなかった」

「ぼくだってさ。ビルの上から延々あいつを見張ってたんだ」

「じゃあ、どうして？　どうして急に消えちゃったのよ」

「わかるもんか」

「もうっ。くやしいな。ずうっと目を離さず、ちゃんと尾行してたのにっ」

　憤ふん懣まんやるかたないという風にロンドが地じ団だん駄だを踏んだときだった。

「へえ。ちゃんと尾行をね」

　突然、背後から低い声をかけられ、ロンドは文字通り飛び上がった。ぼくらはぎょっとして振り返った。

「やれやれ。最近、妙な気配がすると思ったら」

　硬直するぼくらを前に彼女はその髪に手て櫛ぐしをつっこんでくしゃっとかき回した。そして首を振って髪を揺らすや、射い貫ぬくようなまなざしをぼくらに向ける。

「で、あたしのあとをつけてなにしてんだ？　返事次第じゃただじゃおかないぜ」




　ぼくらの目の前に、朱あか音ね儀ぎチヅルが立っていた。










「あ……」

　ぼくらは凍り付いた。一方、いったいどうやってぼくらの背後に回ったのか、朱音儀はつい今し方からそこにいたとでもいうように腕を組むや、ぼく、木佐谷樹、ロンドを見据えて言った。

「───へえ」

　くいと片かた眉まゆを持ち上げると、朱音儀チヅルは面白そうにぼくらをじっくり等分に眺ながめ渡した。そのいかにも場数を踏んだ態度はまぎれもなく不良少女のそれであり、ぼくらは文字通りヤンキーの眼光に射すくめられた中学生のように震え上がった。

「だれかと思ったらずいぶん変な取り合わせだな。わたしはもっと血なまぐさいメンツを予想してたよ」

　いったいふだんどんな放課後ライフを送っているのか、朱音儀はわずかに表情を緩ゆるめて言った。が、その視線を木佐谷樹の上に留めるや瞳ひとみを細める。

「木佐谷樹軍ぐん乃のだな。２─Ａの。お高い美人で有名な学園のアイドルがどうしてこんなところにいる？」

　追跡者から今や完全に被告の立場となったぼくらに対し、朱音儀はつけつけと訊ねた。そんな彼女に対し、木佐谷樹は佇たたずんだまま無表情に朱音儀を見返した。まずい、とぼくは思った。木佐谷樹のその物静かな態度にこの子の中の感情の沸ふつ点てんが高まっているのを感じたのである。

「そこの金髪の子はこの間うちの中等部に編入してきた女の子だな。男子どもが騒いでいたよ。で、こっちは……」

　と、ふいにまなざしをむけられぼくは緊張した。だが朱音儀はぼくをまじまじと見たあと、気が抜けたように首をかしげる。

「……だれだお前？　うちの生徒か？」

　がくっ。

　予想はしていたが、案あんの定じようの反応にぼくは肩を落とした。この不良少女にしてみれば、隣の隣のクラスにいる影の薄いモブ男子の顔など記憶の片隅にも残っていなかったらしい。

　が、ぼくが気落ちしたのもそこまでだった。

「でもお前、妙な特技があるよな。ビルの壁を這はったり登ったりさ。まるで自分の体重なんてないみたいに」

「！」

　的確に能力を言い当てられ、ぼくは絶句した。やはりこの子はぼくをやり過ごしたあと、ビルから空き地に降りてくるのを見ていたのだろう。どうする？　木き佐さ谷や樹ぎだけでなく、ぼくの能力までばれてしまった。

　ぼくが心の中で冷や汗をかいていたときだった。それまで黙っていた木佐谷樹が静かに口を開いて言った。

「べつにどうもしないわ。わたしたちはたまたまこの近くを通りがかっただけよ」

　木佐谷樹の言葉に朱音儀は小さく鼻を鳴らした。

「へえ。たまたまね。じゃあ聞こうか。この間からたまたまわたしの後ろをつけまわしてなにをしてるのか、そのへんの理由をさ。まさかと思うけど、この間のお礼参りじゃないよな」

「……なんですって」

「そういや、あの日からだったな。妙な尾行が始まったのは。裏庭にいつも来る仔こ猫ねこにミルクやろうとしたら先客がいてさ。そいつがひとりで妙な芸をしてるから眺めてたら、急にこっちに気づいてガン飛ばしてきて───」

「！」

　木佐谷樹は最後まで言わせなかった。ぼくが止める間もなくその瞳が紅あかく染まるや、紅ぐ蓮れんの炎が渦を巻き、朱音儀チヅルにむかって殺到する。

　───が、

「鴉からすといっしょにするなよ」

「!?」

　ふいにぼくらの背後で声が聞こえ、ぼくらはのけぞった。ぎょっとして振り返る木佐谷樹の真後ろに朱音儀チヅルが立っている。音もなく背後を取られ、さしもの木佐谷樹もぼうぜんと立ち竦すくむ。

「き、きみは……」

　これまでどれだけその事実を目の前で見せられてもまるで気づかなかったぼくも、ここに至ってようやく彼女の正体に気づく。

「テレポーターか……」

　ぼくの言葉に傍かたわらのロンドがはっと息をのむ。朱音儀チヅルはそんなぼくらを見やり、ぽりぽりと頭を搔かいて言った。

「やれやれ。まさかこんな近くにお仲間がいるとは、ね」










　その後、ぼくらが知りえた事実はまさにおどろきの連続だった。

　見かけよりはるかに人ひと懐なつっこい性格なのか、朱音儀チヅルが自ら語ったところによると、彼女がテレポート能力を獲得したのはぼくらより遅く、小学五年のときであるらしい。ある日突然目覚めたこの能力を、彼女はすぐに理解した。その能力は地球上のいかなる距離も一瞬で到達出来るという強力なものであり、程なくして彼女はこれをほぼ使いこなすようになった。これにより彼女は十一歳という年齢にして世界を股またにかける行動力を得ることとなった。が、同時に弱点もあった。それはこの能力で移動出来る地点が「朱音儀が一度でも行ったことのある場所」に限られる、という点である。力を得て程なくこの事実に気がついた彼女は、以降、野歩きや散歩を趣味とするようになった。

「この能力を使いこなすには行ったことのある場所を増やすより仕方ないからな。中坊のころはよく遠出しては外をうろつき回ったよ。地図持ってさ。土地勘は力だからな」

「な、なるほど」

　路地を抜けた繁華街の一角、人ひと気けのない公園に移動したぼくらはベンチにその形の良い脚を組んで腰を下ろす朱音儀の言葉に声もなく聞き入った。

　初めのうち地図や付ふ箋せん、赤ペンなどを持ち歩いていた彼女の力は、やがて中学に入ってスマホを持つようになると全面的に開花した。Googleマップやその他地図アプリの精度が彼女の能力と高い親和性を示し、その力を一層飛躍させたのだ。彼女は着実に行ける場所を増やし、瞬間移動出来るその行動の選択肢を広げた。彼女が言うに、おそらくこの時期の自分が能力のピークだったという。

　だが、その後程なくして彼女は力を使うのをやめた。移動に際しては自らの足を利用するようになり、今ではテレポートはほとんど使うことはなくなったという。

「───なぜ？」

「べつに。ただ飽きたのさ。自分の力に。もういいってな」

　ふしぎそうに訊たずねるロンドに対し、朱音儀は小さく肩をすくめた。その表情には何のひねりもてらいもなかった。

　妙な話だが、このときぼくはこの子の気持ちがすんなり理解出来るような気がした。もういい。もう充分だ。生まれつきの自分のこの能力に対し、まさにそう言うしかないときの気持ちをぼくもかつてこの身で味わったことがあった。

　にしても初めの印象と違い、ずいぶん取っつきやすい子だな……と内心思ったとき、朱音儀チヅルはつと身じろぎするとあらためてぼくらを見やって訊ねた。

「───まあ、わたしの身の上はこんなとこだが、あんたらはどうなんだ？　見るからに、何の接点もなさそうな妙な取り合わせだが」

「へへー。じつは、わたしたち───」

「お前は？」

「あっ、ごめんなさい。まず自己紹介するねっ。わたしの名前は星ほし降ふりロンド。中等部の二年生よ。超能力はもってないけど、実は魔女の血を引いてるの。で、こっちはお友達のログとぐんのんっ。わたしたち、超能力者サークルをつくってるのよ！」

「……魔女？　……サークル？」

　いささかどん引いた様子でぱちぱちと瞬きする朱音儀の表情は、案の定ぼくらが予想した範囲内のものだった。だがその後、ロンドが身を乗り出して語ったぼくらの一連の物語───ここ数か月間にあった波は瀾らん万ばん丈じようの出来事の数々を当時の興奮そのままに身を乗り出し、熱っぽく語るロンドの言葉をこの不良少女は時に閉口した様子を見せながらも黙って聞いてくれた。

　一時間後。

　ひととおり聞き終えたところでようやくこちらの素性が知れたのだろう。朱音儀はつくづくおそれいったという調子で言った。

「ふん。なるほどね。しかしまあ……その年でよくもまあいろいろ体験したもんだな」

「でもみんなホントよ」

「わかってるよ。で、今は三人揃そろってカフェに勤めてるってわけか」

「だってわたし、お友達が欲しかったんだもの。わたし、ずっと一人だったから」

「にしてもよくやるよ。わざわざ喫茶店、いや……仲間集めなんてさ」

　朱音儀は呆あきれたように言ったが、その言葉の響きには同時に賛嘆の念も含まれていた。

「それでねっ。もしよかったら……あなたにも仲間に加わってほしいのっ。せっかく知り合えたんだもの。友達になりましょうよ。良いときも悪いときも分かち合う、真の友に」

　すっかりテンションが上がってきたのだろう。ロンドは嬉うれしくなって勧誘した。そんな天てん真しん爛らん漫まんを絵に描いたようなロンドの態度に、ぼくは心の中で溜ため息いきをついた。その結末が目に見えるようだったからである。

　彼女がさぞ傷つくだろう……。と思い、いったいどう慰なぐさめるべきか考えていたときだった。だが事態は意外な方向に進んだ。このヤンキー少女はロンドの勧誘に対し、意外な対応を見せたのである。

「いいぜ。べつに」

「……は？」

　ぼくは絶句した。一瞬、聞き間違いかと思ったのである。だが朱あか音ね儀ぎはロンドの勧誘にきっぱりとうなずいて言った。

「加わってもいいぜ。そのなんとかっていうサークル」

「えっ。ほんとっ？」

「ああ」

　あっさり応じた彼女にぼくはびっくりした。これまでの彼女の立ち振る舞いからみて、まさかこんなことに応じるタイプだとは思わなかったのだ。

「なんか面白そうだし、入ってもべつに損はなさそうだしな」

「じゃ、じゃあ……」

「ただし、ひとつ条件がある」

「条件？」

「ああ」

　朱音儀はふいに人の悪い笑みを浮かべた。そして木佐谷樹に向き直ると挑むように言う。

「木佐谷樹さ。お前、その前にひとつすることがあるだろ」

「え」

「まず、頭下げてわびろよ。わたしのあとをつけて悪かった、とな。それが筋ってもんだろ」

「そうね。申し訳なかったわ。ごめんなさい」

　木佐谷樹はあっさり謝った。もっとも口調こそ丁寧だったが、その態度は控ひかえめに言ってもほとんど傲ごう然ぜんとしており、ぼくは見ていてひやひやした。

　そんな木佐谷樹の様子を朱音儀は黙って見ていたが、やがて続けて言った。

「それともうひとつ。木佐谷樹。お前の口からわたしに入ってほしいと言いな。もし、お前が本当にわたしに自分たちの仲間に加わってほしいのならな」

「…………」

　木佐谷樹は沈黙した。

　そしてややあってきっぱりと言った。

「いやよ」

「ぐんのんっ!?」

「木佐谷樹っ！」

　信じられない返答に、ぼくとロンドは思わず口々に叫んだ。そんなぼくらの前で木き佐さ谷や樹ぎは硬い表情でいる。

　朱音儀は僅わずかに口の端を持ち上げると、へらっと笑って言った。

「へえ。じゃあ、この話はなしだな」

　そしてロンドにむきなおって言う。

「彼女はわたしに仲間に入ってほしくないらしい。ま、そういうことなら無理にとは言わない。そもそもわたしも別にあんたらの仲間に入りたいって頼んでるわけじゃないしな」

「……」

「ま、これに懲こりて次はもう少しうまくやるんだな。中坊がこんなところをうろついてたら危険だぜ」

　片目をつぶってそう言うと、「じゃあな」と朱音儀チヅルは鞄かばんを肩に担かつぐやくるりときびすを返す。その颯さつ爽そうとした態度はこの不良少女の気きっ風ぷを示すようでいかにも際だって見えた。

「…………」

　生まれて初めて知り合ったテレポーターが悠ゆう々ゆうと歩み去っていく姿を眺ながめつつ、ぼくらは立ち尽くした。










　その、帰り道。

「ごめん。ふたりとも」

　それまでずっと押し黙っていた木佐谷樹がふと口を開いた。ぼくらははっとした。まるで互いが互いの想いをずっと心の中で交差させていたかのように次の言葉を待つぼくらに対し、木佐谷樹はぽつりと言った。

「わたし、仲間に入って、って言えなかった」

「……そんな」

　いつになく（？）素直な木佐谷樹な言葉におどろき、ぼくらは顔を見合わせた。それからいそいで首を横に振った。

「べつに、あれはきみのせいじゃないだろ」

「そうよ。ぐんのんが悪いわけじゃないわ」

「でも、わたしがいたおかげでこんなことになってしまった」

「なに言ってんだ。こうなったのは、べつにきみのせいじゃ……」

「気にすることなんかないわ」

　ロンドもまた努めて明るく声を上げてかばった。木佐谷樹はそれ以上なにも言わず、口を結び、もの思いに沈むように俯うつむいている。

　沈黙が落ちる。

「…………」

　夕刻、西日がさまざまに色合いを変えながらゆっくりと西の空に沈んでいくのを眺めつつ、ぼくは「でも、なんで」という胸の中の言葉を必死に飲み込んだ。それを今の木佐谷樹に訊ねるのはなんとなく彼女に酷のような気がしたのである。

　木佐谷樹は気丈にも背筋を伸ばし、まっすぐ歩いている。その凜りんとした姿はぼくらが親しくなる以前の、あの孤高の氷山であったころの彼女を思わせた。その眺めはなぜか妙な懐なつかしさとともにぼくの胸をちくりと刺した。










　その後、数日が経たった。

　思いもかけぬ顚てん末まつで終わった朱音儀チヅルの一件のあと、ぼくらは再び元の日常に戻っていた。

　朱音儀チヅルが超能力者であったという事実は、ぼくらの中に大きなおどろきを生んでいた。が、その彼女がぼくらの勧誘を断ったこと（いや、むしろ木佐谷樹が彼女の加入を拒んだと言うべきか）は、ぼくらの間に、逆に奇妙なとまどいと停滞、なにより宙ぶらりんな感覚を生むこととなった。早い話が、ぼくらはこの出会いをどう扱えばいいかわからなくなってしまったのである。

　世界にふたりといない稀け有うな能力者と巡めぐり会ったのである。ふつうに考えれば仲間にすればいいし、もし敵対するというのであれば袂たもとを分かてばいい。だが朱音儀の態度はそのどちらでもなかった。しかし一いつ旦たん正体を打ち明けた以上、このまま放置しておくわけにはいかず、かといって木佐谷樹と朱音儀のあの衝突を思えば彼女が再び交渉のテーブルにつくとも思えず、その結果、あの日以来ぼくらはなんとも中途半端な気持ちで毎日を過ごしていたのである。

「うーむ」

　そんな宙ぶらりんな状況はよほどぼくをぼんやりさせていたらしい。朝、トースト片手に物思いにふけっていたぼくは、いらだたしげなメグの声にはっと我に返った。

「ちょっと、おにーちゃん。お話ちゃんと聞いてるっ？」

「えっ？　ああ、ごめん。聞いてる聞いてる。ちゃんと聞いてるよ。……えーと、なんだっけ？」

「もういい。おにーちゃんったら、最近てんで上の空なんだから。わたしの話なんてどうでもいいんでしょっ」

「そんなことないって。次はちゃんと聞くよ」

「どーだか」

　メグはぷっとむくれると、自ら拵こしらえたふわふわのベーコンエッグをフォークで突き刺しその口に放り込んだ。獅し堂どう家のいつもの食卓。この卓に並んだ食事のすべてはメグの作ったものであり、こうしてぼくが日々まともな食事にありつけるのはすべてこの小学五年になる妹のおかげと言っていい。

「そういや、この間ばあちゃんが忘れていった薬の話、どうなった？」

　兄妹ふたりでの食事を終え、あわただしく鞄を肩に担ぎながらぼくは訊たずねた。

「だからそれはわたしが届けに行くってもう返事しておいたって言ったでしょ。今度、学校帰りにおうちに寄るからって」

「そうだっけ。でも、お前ひとりで大丈夫か？　あの道、駅から結構あるぞ」

「もう子どもじゃないわよ。それより今度の週末の紅葉もみじ狩がり、ぜったい忘れちゃダメだからね！　予定も入れたらダメなんだからっ」

「わかってるって」

　通学路の途中でランドセルを背負ったメグと手を振って別れたあと、ぼくは歩きながら考えた。あの朱音儀チヅルをなんとか仲間に引き入れる方法について、である。

　あのヤンキーのテレポーターが、見かけよりはるかにまともな奴やつであることは間違いない。ぼくはそれを理性ではなく肌で感じ取っていたが、たぶんそれは……うまく説明出来ないけれど、彼女が自分の能力というものに一度飽きた奴だったからだろう。何の根拠もないことだったが、この件に関してぼくにはなぜか確信に近い自信があった。

　問題は彼女と木佐谷樹の相性の悪さである。初対面での印象を見る限り、このふたりの相性の悪さはただごとではない。もっともその原因の大半は木佐谷樹の側にあるような気がするのだが、いずれにせよこのふたりの間を取り持たない限り、朱音儀チヅルがぼくらの仲間に加わることはない。

「うーむ。やっぱりもう一度話してみるべきか……。……しかし、なあ」

　そこまで考えたところで、ぼくは内心怯ひるむものを感じた。相手は名うての不良娘である。自慢じゃないが、これまで十七年生きてきてヤンキーと相性が良かったためしはない。

　あの日以来、朱音儀とは一度も会っていなかった。もっとも学校には来ているようで、遠目では一、二度その姿を見かけてはいる。

　二限目が終わったあと、ぼくはためしに２─Ｃの教室を訪ねてみた。そして戸口からおそるおそる中を覗のぞく。そのとたんに女生徒のひとりが声をかけてくる。

「なにか」

「あっ、い、いや、あの……」

　訝いぶかしそうな女子の視線を受け、腰が引けたぼくがそそくさと立ち去ろうとしたときだった。

「邪魔だ」

　ふいに尻をいきおいよく蹴けり上げられ、ぼくは吹っ飛んだ。壁におでこをしたたかにぶつけ、思わず涙目で振り返ったところでぼくは驚きよう愕がくした。目の前に低血圧で不機嫌そうな顔つきの朱あか音ね儀ぎチヅルが立っている。

　鞄を肩に担いでいるところを見ると、どうやらこの不良少女はたった今登校してきたところらしい。

　ていうか、テレポート持ちが遅刻すんなよ。

「あ、朱音儀っ……さん」

「ん？」

　朱音儀はきょとんとした。そしてたった今蹴り上げたばかりのぼくをまじまじと見やる。

「なんだお前か。ええと……獅堂……だっけ？」

　かろうじて記憶の片隅に引っかかっていたのだろう。ぼくの顔を認め、朱音儀チヅルはその形の良い眉まゆを上げた。そして頭をぽりぽりとかくと、いくぶん面倒くさそうな顔をする。

「なんだ。この間の話か」

「う、うん」

　ぼくは顎あごを引いてうなずいた。

　朱音儀はしばらく黙っていたが、やがてあっさりと言った。

「放課後、体育館裏にきな」










　放課後。

　その日いっぱいをそわそわしてすごしたぼくは、ＨホームＲルームが終わると同時に体育館裏にむかった。体育館は校舎とグラウンドのむかって左手にあり、その裏は敷地を囲う高いフェンスと生け垣に目隠しされ、ちょうどいい感じの死角となっている。朱音儀はまだ来ておらず、そのまま十五分が経過した。

　にしてもどうして不良からの呼び出しというと、いつも体育館裏なんだろう、と生え出た下草を踏みつつ、ぼくがこの長い伝統を持つ学校内の神話的慣習に疑問を抱いだいていたときだった。

「や、悪い悪い。で、何の用だ」

「わっ！」

　突然背後から声をかけられ、ぼくは引っくり返りそうになった。あわてて振り返ると、まるで三十分も前からそうしていたかのように朱音儀チヅルが体育館の壁にもたれ、腕組みをして立っている。

「き、きみは……いつもそうしてその力を使ってるのか……」

「はあ？　んなわけないだろ。めんどくさい」

　目の前で（というか背後だけど）まざまざと彼女の力を見せつけられ、啞あ然ぜんとするぼくに対し、朱音儀はあっけらかんといった。

「今はただ、職員室に呼び出された帰りってだけさ」

「き、きみは……何者なんだ？　いったいどうやってそれだけの力を」

「いろいろあってね。少し鍛きたえたんだよ」

「鍛えた？」

「つーかさ、お前、そんな話をしたくてわたしを呼んだのか」

　彼女の言葉にぼくは我に返った。

　その後、ぼくはあらためて彼女にむかって仲間に加わってくれる気はないかと打診した。自分たちは決して排他的な集団ではなく、真剣に友達をほしいと思っていること。頼りになる仲間ともっと数多く知り合い、それによっていろんな機会を設けたいと思っていること……。それはいきおい、ぼくらがこの夏どのようにして今のぼくたちになったか、その過程や変化を語ることでもあった。

　そんなぼくの想いをこの不良少女は黙って聞いてくれた。が、やがてその口をついて出てきた言葉はかなり辛しん辣らつなものだった。

「なるほどね。ま、言いたいことはわかったよ。でもさ、お前、はっきり言うけどまず頼む相手が違くないか？」

「え」

「お前が説得すべきは、わたしじゃなくてあいつのはずだろ。そもそもわたしの加入に反対しているのは木き佐さ谷や樹ぎなんだから」

「……そ、それは」

　あまりといえばあまりの正論にぼくは絶句した。

「しかし、で、でも、木佐谷樹のことは……」

「つーかさ」

　そう言うと、ふいに朱音儀チヅルはずずいとぼくに近寄った。突然女の子に身を寄せられ、ぼくは思わず背筋を伸ばした。

「わたしはむしろ、あの女よりお前の方が気になるんだが」

「えっ、ぼ、ぼく？」

「あの木佐谷樹軍乃といっしょにいる男子だ。いったいどういう素性の奴なのか前から興味があって見てたんだが……。───ふん。なるほどね。ちょっとだけわかってきたよ」

「？」

　きょとんとするぼくを前に朱音儀は腕組みをすると値踏みをするようにぼくを見つめる。急に視線を向けられ、ぼくは赤くなった。カテゴリーとしてはいささかぼくの好みから外れるとはいえ、もともと赤音儀チヅルはすごい美少女なのだ。その大人びた顔立ちと、僅わずかに細められた意志の強そうな大きな瞳ひとみ。肌は白く、スタイルはすらりと引き締まっている。そのざっくばらんな態度が見る者に異なる印象を与えるとはいえ、実際のところ、これだけの美人は学校内にそうはいない。

　どぎまぎするぼくを朱音儀はじっくり見やり、なにやら二度三度納得したようにうなずいていたが、やがてあらためて言う。

「なあ、お前……ええと獅堂だっけか。ひとつ聞くんだが、お前本当にわからないのか？　木佐谷樹軍ぐん乃のがわたしを入れたくない理由を」

「へ？」

　ふいに妙なことを訊ねられ、ぼくは首をかしげた。

「……？　そ、そうだな。それはやっぱり……きみが有能すぎるからじゃあ───。君の能力が優れているぶん、能力者として警戒しているからだと」

　ぼくは言いよどみつつ答えた。もともとぼくらの中で仲間を探すのにもっとも積極的だったのはだれよりも木佐谷樹だったのである。その彼女が実際に目の前に能力者が現れた途端、あそこまで頑かたくなになる理由があるとすれば、やはり朱音儀の超能力者としての力量に対し警戒心を持っているからとしか考えられない。

　そんなぼくに対し、朱音儀は溜ため息いきをひとつついた。そしてまるで下等生物でも見るような目つきでぼくに言う。

「お前さあ。───や、獅堂か、ああめんどい。ログでいいか？」

「う、うん」

「お前さ、いいかげん罪だぜ。鈍感も度が過ぎれば、な。あいつは、お前が心配なのさ。わたしが仲間に入ることによって、な」

「───」

　ぼくは一瞬きょとんとし、……それから思わず大声を上げた。

「えええええええーっっっ」

「女子の間じゃ評判だぜ。あの木佐谷樹軍乃が最近見違えるほど明るくなったってな。あれはぜったい、男ができたって噂うわさだ。ま、あれだけ様子が変化すりゃ、どんなに鈍い奴でも気づくけどな」

「いや、でも、しかしっ」

　激しくどもるぼくに対し、朱音儀はふと首をかしげる。

「でもお前はあの金髪の下級生の子とつきあってるんだろ。ロンドっていうさ。見たところ、そんな感じに見えたけど」

「いっ」

「だとしたらあいつの横よこ恋れん慕ぼか。ったく、だからポンコツ女っていうのは……。お前もそのへんはっきりしとけ。どっちかさ」

「い、いや、そ、それはその……」

「ストップよ」

　朱音儀にねめつけられ、ぼくがしどろもどろになったときだった。背後で凜りんとした声がした。あわてて振り返ると、体育館を背にすらりとした制服姿の少女が立っている。木佐谷樹だった。

「それ以上、獅し堂どうくんを困らせるのはやめていただけるかしら」

「木佐谷樹……」

　どうしてここに……とおどろくぼくをよそに、朱音儀はとうに彼女の存在に気づいていたのだろう。木佐谷樹にゆっくりとむきなおる。

「気が気じゃなくなって、ようやくご登場か。いったいいつ体育館の陰から出てくるかと思ったよ」

「なんのことかしら？　わたしはただ、危険因子の監視をしていただけよ。あなたが、いつわたしたちのことをばらさないとも限らないもの」

　木佐谷樹はあくまで無表情に言う。朱音儀は特に腹を立てた様子もなく、胸の前で腕を組むとからかうように訊たずねる。

「なあ。なんでそんなに必死なんだ？　わたしの知る限り、木佐谷樹軍乃ってそんなに物事に必死になる奴やつではないように見えたけど」

「過去のわたしがどう見えたかなんてどうでもいいわ。ただ、今のわたしには守るものがある。それだけよ。降りかかる火の粉こは払うだけ」

　朱あか音ね儀ぎはせせら笑った。

「お前が火の粉だろ」

「試してみる？」

　木佐谷樹の瞳が紅くれないに染まる。その瞬間、彼女の周囲が陽炎かげろうのように揺ゆらぎ、舐なめるような炎が空中に湧わき立つ。ぼくはあわてて制止した。

「おい！　やめろよふたりともっ。こんなところでっ」

　いったいどうしてこうも相性が悪いのか。手を広げ、必死に両者の間に割って入るぼくの前でふたりの美少女は視線を交わしあった。

　やがて朱音儀はくるりときびすを返した。そして肩越しに言葉を投げる。

「そうかっかっするもんじゃないぜ、放火魔。それで失敗したこと、いろいろあるだろ」

「なんのことよ」

　木佐谷樹が喰くってかかろうとしたとき、だが朱音儀の姿はすでになかった。あとにはぼくと木佐谷樹だけが残された。

　沈黙が落ちた。

「…………」

　ひとときの興奮は去り、あたりに沈んだ空気が満ちる。ややあって、木佐谷樹が口を開いた。

「とりあえず、なにか好きなこと言っていい権利を獅堂くんに与えるわ」

「そうだな。君の兄さんをぼくは尊敬する」

　ぼくはぶっきらぼうに言った。一瞬、木佐谷樹が烈火の如ごとく怒るかと思ったが、木佐谷樹がぼくを消し炭ずみにすることはなかった。やがてふっと息をつくと冷静さを取り戻したのだろう。木佐谷樹は首をかしげて訊ねた。

「……で、どうするの？　彼女を仲間にするの？」

「もし仮にするにしても、それはぼくら三人の合意がなされたとき、そのときだけだ」

　ぼくは言った。木佐谷樹は一瞬ぼくの言葉の意味を受け止めるように考え込んでいたが、やがて機嫌をそこねたように言う。

「なによ。結局わたしに折れろ、って言ってるってことじゃないの」

「そ、そうじゃないよ。ったく。困った子だなあ」

「どーせ困った子よ」

　木佐谷樹はぷっとむくれた。そしてしばらく無言でローファーの踵かかとで足下の地面を掘っていたが、やがて不機嫌そうな声で問う。

「……もし、あの子がすごく性格の悪い子だったらどうするの？」

「そんときは長い目で見ようぜ」

「『ドルチェ』でもアルバイトをしてもらうの？」

「まあ、あいつが応じればね。人手不足だし」

「シフトはどうなるの？　獅堂くんと同じ時間帯に入りたがるかも」

「ま、まさか」

「わたし、言っておくけど交替はいやよ。ぜったい譲らないから」

「あ、あのね、木佐谷樹さん……。いいかい……」

　放課後。暮れかけた通学路を、ぼくは順々に諭すように語りかけながらこの天然発火少女と肩を並べて家路についた。

　そして溜息をつく。

　女の子ってむずかしー。すんげー。むずかしい。










　メグが帰ってこないと母親から電話があったのは数日後の授業中のことだった。五時限目の最後の休み時間、折り返し電話を入れたところでぼくはそのことを知った。

　その日、メグは先日ばあちゃんが忘れた薬を届けに実家に行っているはずだった。ばあちゃんちは電車を乗り継いだ街の郊外にある。道に迷うような場所ではないし、メグも何度も行ったことのあるところだが、時間を過ぎても帰ってこないことに心配して母が電話をかけてみるとメグが携帯に出ない。祖母にかけてみると、メグは昼すぎにはもう祖母の家を出ているという。

「落ち着いて。ひとまずぼくも捜してみるから」

　警察に捜索願いを出そうかという母親の訴えに電話を切り、ぼくはすぐにメグの携帯にかけた。が、やはり繫つながらない。ぼくは窓の外を見た。日暮れはまだ先だが、この時期は日が傾いてからは早い。じきにあたりも暗くなりはじめるだろう。

「───獅堂くん、どうしたの？」

　ふと振り返ると木き佐さ谷や樹ぎが廊下に立っていた。ぼくの様子がおかしいことに気がついたのだろう。

「や、メグが……」

「妹さんが？」

　ぼくは木佐谷樹に事情を説明した。あらためて言葉にしたとたん、口の中に酸すっぱいものがこみ上げてきてぼくは胸が悪くなった。いやな想像が頭にわき出すのを感じつつ、ぼくは教室に戻ると鞄かばんを担かついだ。そして廊下を歩き出す。

「どうするの？」

「決まってる。近くまで行ってくる。そのへんに高い建物があれば上って上から見渡して捜せるし」

「でも、今からじゃ暗くなるわ。わりと遠いんでしょ。そこ」

「じゃあどうするんだよ。放っておけないだろ」

　自分の声が尖とがっているのを自覚し、ぼくは口をつぐんだ。木佐谷樹はぼくを黙って見つめていたが、つと「来て」とぼくの手を摑つかむや、堂々とぼくの手を引いたまま廊下を渡る。そしてそのまま２─Ｃの教室の前まで行くと外にぼくを立たせ、自らは大おお股またで教室に入っていく。

　壇だん上じように立つなり、木佐谷樹は凜と声を張って言った。

「朱音儀チヅルさんはいるかしら？」

　───ざわっ。

　教室がたちまち静まりかえる。

　ふいに現れた他クラスの生徒、それもあの木佐谷樹軍ぐん乃のがなぜ……と、一斉に視線をむける中、木佐谷樹は身じろぎもせずにそのまなざしを全身で受け止めていたが、窓際のいちばん後ろの席に求めていた人物の姿を見つけるなり壇を降り、つかつかと歩み寄る。

　二大美少女の対決に息を吞のむ生徒たちの前で、ふたりは至近距離でむきあった。

「…………」

　めずらしく登校していたのだろう。自分の席でほおづえをついていた朱音儀は、そのままの姿勢でどちらかと言えば閉口したような顔つきで目の前に立つ木佐谷樹を見上げた。

「どうした？　高値で喧けん嘩かでも売りに来たのか」

「朱音儀さん。力を貸して」

「あん？」

「貸してほしいの。あなたの力を」

　木佐谷樹は短く、だがはっきりと言った。

　僅わずかに身をもたげ、朱音儀は黙ってそんな彼女を見ていたが、ふと教室の入り口の端、廊下の隅に立っているぼくにちらりと目をむけると静かに立ち上がった。

「……話を聞こうか」










　どこまでうまく説明出来たかはわからないけれど、ぼくのたどたどしい言葉にとりあえずおよその事情は察したのだろう。朱音儀チヅルは小さくうなずいた。一階、食堂脇わきの自動販売機の置かれた廊下の片隅である。

「事情はわかった。急いだ方がよさそうだな」

「あ、ありがとう」

　ぼくは泣きそうになった。まさか彼女が力を貸してくれるとは思わなかったのである。そんなぼくの感動をよそに朱音儀はすぐにスマホの地図アプリを表示させると、メグがいなくなったとおぼしきエリアの特定をぼくに求める。

「どのあたりだ？」

「え、ええと……ばあちゃんちがこのへんで、駅がここだから、少なくともこのあたりの道を歩いて帰ったのは間違いないと思う」

　焦りに背中を小突かれつつ、ぼくはスマホをのぞき込みながら指で指し示した。

「なるほど。この田舎いなか道みち以外は電車での移動だけなんだな。妹がどこかに寄り道した可能性は？」

「メ、メグの性格からして、ないと思う」

「わかった。このあたりなら何度か行ったことがある。ま、捜してみるよ。……と、その前に」

　スマホをポケットに収めたところで、つと朱音儀はなにかを思いついたようににやりと笑った。そして木佐谷樹にむきなおって言う。

「木佐谷樹。お前さ、わたしにすることがあるんじゃないか？」

「…………？」

「仮にも人にものを頼むときはさ、なにか言葉がいるだろう」

　木佐谷樹は首をかしげた。

「さっき、教室で言ったと思うけれど」

「頼む、の言葉がなかったぜ」

　朱音儀はひょいと片かた眉まゆを上げた。どうやらこの子はこの子で、けっこう根に持つタイプらしい。木佐谷樹は溜ため息いきをついた。

「お願いするわ。朱音儀さん。わたしたちにあなたの力を貸して」

　木佐谷樹はまっすぐに朱あか音ね儀ぎの目を見つめて言った。そのまなざしを存分に味わうように受け止めると、やがて彼女は軽く肩をすくめた。

「───ま、いいだろう。ほんとうは、もっと色っぽく目を潤ませて訴えるように言ってほしかったけどな」

　木佐谷樹は口をへの字に曲げた。

「あなた、本当にイヤな女ね」

「いい女、の間違いだろ。自分を目の敵かたきにする女のダチを助けようってんだから」

　そう言うとこの不良少女はぼくにメグの画像を一枚送ってくれるよう言った。ぼくはあわてて気づいてメグの映っている写真を選び、朱音儀のスマホに送信した。

「へえ。美人だな」

　朱音儀はちらりとメグの写真を見てそう感想を洩もらすと、ぼくらを身近に引き寄せるようにして言う。

「ちょっと、ふたりして壁に立ってくれ」

「か、壁？」

　とまどいつつ、ぼくと木佐谷樹は廊下の隅に立つ朱音儀を隠すように肩を並べて佇たたずむ。そんなぼくらを前に彼女は片目をつぶって言った。

「じゃあ行ってくる。少し、ここで待ってな」

　そう言うなり朱音儀は忽こつ然ぜんと消えた。

　否応言う間すらない一瞬の出来事に、ぼくらはぼうぜんとした。朱音儀が、いない。

　印象としては「テレポート」や「瞬間移動」というよりは、まるで朱音儀チヅルという人間はそもそもここにはいなかった、というような感覚に近い。自分たちが知らぬ間に時間を丸ごとすっ飛ばされたような感覚に、ぼくと木佐谷樹は思わず顔を見合わせた。例の尾行のときにすでに彼女の力の一端は味わったはずだが、ぼくらの認識は相当に甘かったらしい。

「だ、大丈夫かな……」

「とりあえず、待つしかないわ」

　朱音儀の能力に対するおどろきや興味が去ると、一いつ旦たんは引っ込んでいた不安が胸に立ちこめ、ぼくは唇を嚙かんだ。そんなぼくの気持ちを気遣ってか、木佐谷樹はずっとそばにいてくれた。

　もっとも、ぼくがやきもきしていた時はそれほど長いことではなかった。十五分が経過し、やはり自分の足で捜しに行った方がよかったのでは……とぼくが思いはじめていたときだった。

「いたぞ。見つけた」

「！」

　ふと顔を上げたぼくらの前に朱音儀が立っていた。それは消えたときと同じくらい唐突な現れ方で、ぼくらの度ど肝ぎもを抜いた。

「ほ、ホントかっ!?　ど、どこに……！」

　消えていた間の時間の経過を示すように、朱音儀の髪は僅わずかに乱れ、その制服の胸元は微かすかに上下動していた。もっともそれを気遣う余裕はなく、ぼくは急せき込んでこの現れたばかりの不良少女に詰め寄った。朱音儀は髪をかき上げて言った。

「橋の下の側溝にいたよ。脚をくじいてて動けないみたいだ」

「橋の下!?　なんだってそんなとこに……」

「知るか。事情は当人に聞け」

「連れてこなかったのか？」

「はぁ？　お前、アホだろ。あの子を抱えてここまで跳べってか？」

　思わず訊たずねたぼくに対し、朱音儀は肩をすくめる。ぼくは我に返った。自分の能力をさらすような真似まねを彼女が出来るはずがない。

「す、すまん」

　ぼくは謝った。そんなぼくを前に朱音儀はぽりぽりと指先でこめかみを搔かいていった。

「いや、まあ、力を使うのはともかく連れて帰ることは一応考えたんだけどさ、実はちょっと……さ。力を見られちゃったみたいで……その子に」

「は？」

「や、はっきりとではないんだが。ちょいと、ジャンプの瞬間を見られちゃって、わたしからは声をかけづらいんだよね」

「へ？」

　若じやつ干かん言いにくそうにする朱音儀から事情を聞いたところによると、メグはやはりばあちゃんちと最寄り駅の間の道の途中にいたらしい。あのあたりは畑や耕作地が広がっているが、メグはその近くを流れる川の土手の下、橋の下の側溝の横でじっと座っていたという。

　朱音儀はあたりを探索しつつわりと早くメグを発見したが、その際、瞬間移動を多用したためか、彼女がジャンプしてメグを見つけたちょうどその瞬間、メグもまた顔を上げて朱音儀の方を見つめていたという。

「やー、面めん目ぼくない。田舎道だったし、ちょっと油断してさ」

「まったく、ドジね。人前で力を使うなんて」

「お前に言われたかねーな」

　さっそく諍いさかいを始めた木き佐さ谷や樹ぎと朱音儀の横で、ぼくはメグが無事だったことに安あん堵どの溜息をついた。そして腕時計を見やり、朱音儀にむきなおる。

「朱音儀、ぼくを連れてもう一度跳んでくれないか。今すぐメグのところに行ってやりたいんだけど」

「それはいーけど……。お前、いいのか？　あとで妹にどう説明をつけるつもりだ？　たまたま近くを通りがかったっていうのは、ちょいと無理があるぞ」

「そ、そうか」

　冷静な朱音儀のツッコミにぼくは頭を抱えた。

　結局、ぼくも朱音儀もダメだとすれば残る人間は一人しかいない。ぼくは木佐谷樹に現地まで跳んでもらい、たまたま通りがかった風を装ってメグの保護を頼むことにした。

「ご、ごめん。木佐谷樹。頼めるかな」

「いいけど、でもそんなことできるの？　ふたりで瞬間移動なんて……」

「わたしにつかまっていれば大丈夫さ。安心しな」

　さすがに自分も一緒にテレポートするとなれば怯ひるむ気持ちがあるのだろう。めずらしく不安そうな表情を浮かべる木佐谷樹に対し、朱音儀はあっけらかんと言った。そして手の甲を返し、人差し指でくいくいと彼女を招き寄せると口の端を持ち上げて言う。

「まず、わたしの前に立ってわたしの首根っこに腕をまわしな。しっかりとな」

「えっ」

　木佐谷樹はためらった。

「ほれどうした。さっさとしな、木佐谷樹軍ぐん乃の。メグちゃんを待たせちゃかわいそうだろ」

「くっ……」

　木佐谷樹は顔を赤らめつつ、佇む朱音儀におずおずと身体からだを寄せた。そしてぎこちなく彼女にしがみつくとその肩に顔を埋める。

「言っておくけど、万一、瞬間移動中にわたしと身体が離れたら時空の狭はざ間までミンチになるからな。気をつけな」

　とたんに朱音儀の首筋にまわした木佐谷樹の腕にぎゅっと力がこもる。朱音儀はくすくすと笑った。

「おいおい。そんなにきつくしがみつくなよ。いくらわたしのことが好きだからと言って」

「憶おぼえてなさい。───いつかこの借りは返すから」

「いい子だ。しばらくそうやってじっとしてな」

　そう言うと朱音儀は自分の腕を優しく木佐谷樹の背中にまわす。廊下の一隅で身体を重ねる美少女ふたりの抱ほう擁ようを間近で眺ながめ、ぼくは赤くなった。なんというか、見てはいけないものを見ているような気がしたのだ。

　そんなぼくに片目をつぶると、朱音儀は片手で木佐谷樹をかき抱いだいたまま敬礼してみせた。

「んじゃ、ちょっと行ってくる」

　軽い口調でそう言ったときには、ふたりの姿はすでに消えていた。

「…………」

　ただひとり取り残され、ぼくはぼんやりとあたりを見渡した。廊下に差し込む日差しの光量は、先刻、母親から携帯に連絡があったときとほとんど変わらない。朱音儀に頼み込み、彼女がメグを捜し当ててからまだ実質三十分も経たっていないことにぼくは今さらのように気がついた。

　教室では最後の授業が行われているのか、校舎の中はしんと静まりかえっている。唯一、グラウンドに響く生徒たちの歓声と音楽室から切れ切れに聞こえてくる管楽器の演奏に耳を澄ませていたときだった。一階のホールを横切り、朱音儀がとことこ歩いてくる。

「あ、朱音儀……」

「よ、ただいまっ」

　この不良少女のあまりの帰還の早さにぼくは目を丸くした。というか、てっきり彼女は再びぼくの目の前に帰ってくるとばかり思っていたのである。が、聞けば朱音儀は一階女子トイレの個室経由で戻ってきたという。

「そろそろ授業が終わる頃だし、念のため、な。───ああ、安心しな。メグちゃんは無事保護したよ。怪け我がもたいしたことなさそうだし、じき帰ってくるだろう。付き添いもいるしな」

「付き添い……？　つ、つうか木佐谷樹は───……？」

　あたりを見渡すぼくに朱音儀はにやりと笑ってみせた。

「へへー。あいつはあそこに置いてきた」

「いっ!?」

「いいだろべつに。あの仏ぶつ頂ちよう面づら女もそれくらいは働かないとな」

「にしても、置いてきたってことは……」

　と、そのとき、まさに絶妙のタイミングでぼくのスマホが鳴った。ぼくはあわてて電話に出た。

　木佐谷樹だった。

『もしもし、獅し堂どうくん？』

「き、木佐谷樹か!?　きみ、い、いったい……どこに……」

『妹さんは無事よ。今から彼女をおぶって近くの駅まで行くわ。脚の状態を見てタクシーを使うかもしれないけれど、たぶん大丈夫だと思う。獅堂くんは一いつ旦たん自宅の方へ戻って。妹さんをお家まで送るわ。また連絡するから』

「す、すまん……。あ、ありがとう木佐谷樹」

『気にしないで。それより、そこにいる馬ば鹿か女に代わっていただける？』

「お、おう」

　ぼくはおそるおそるスマホを朱あか音ね儀ぎチヅルに手渡した。朱音儀はスマホを受け取るとなにやらうなずきを繰くり返していたが、やがて微笑ほほえんで言った。

「そう怒るなよ。でも、これでよくわかったろ。わたしの存在がどれだけありがたいかを、さ」

　悪戯いたずらっぽくそう言うと、この不良少女は莞かん爾じとして微笑んだ。それはまさに会心の笑みと言ってよかった。どうやらこの子は彼女一流のやり方で木佐谷樹に対し痛撃を喰くらわせたらしい。

　それから片かた眉まゆを軽く持ち上げるとぼくにスマホをよこす。

「獅堂に代われ、ってさ」

　ぼくはスマホを耳元に近づけた。

「も、もしもし……。あの……木佐谷樹さん……？」

『ああ、獅堂くん。悪いんだけど、ひとつ頼まれてくれる？　帰るとき、教室に置いてあるわたしの鞄かばんもいっしょに持ってきてほしいの。それからもうひとつ。その陰険女をぶったたく棍こん棒ぼうも用意していただけると嬉うれしいわ』










　結局メグは無事家に戻り、この小さな騒動は終わった。

　のちに本人に訊ねたところによれば、メグはばあちゃんちからの帰路、橋のたもとで咲いている花に気を取られてうっかり脚を踏み外したのだという。その際、側溝に足を取られて捻ねん挫ざし、動くことができないのでやむなく土手の下でじっと座って助けが来るのを待っていたらしい。持っていた携帯はその際に落としてしまい、連絡を取ることができなかったという。

「まったく……。無事だったから良かったようなものの。これからは気をつけないとダメだぞ」

「うん」

　ここぞとばかり兄貴風を吹かせてぼくはメグに注意したが、もっとも、それでは気持ちの収まらない子もいる。

「もうっ。ログったらそんな大事なことにどうしてわたしも混ぜてくれなかったのよっ」

　一件落着のあと。丸一日遅れてようやく今回の騒動の顚てん末まつを知ったロンドはぷりぷり怒って言った。

「わたしもメグちゃんを助けに行きたかったのに、一人だけ仲間はずれにしてっ」

「仕方ないだろ……。急なことだったし、中等部だってまだ授業中だったんだから」

「あーあ。わたしもテレポートしたかったなあ」

　そっちが本音なのか、いかにも残念そうな表情でロンドは独りごちた。

　一方、そのロンド垂すい涎ぜんの「テレポート体験」を身をもって体感した木佐谷樹だが、こっちはこっちで大変だったらしい。というか今度の一件でもっとも苦労した人物が彼女であったことは間違いない。後日、木佐谷樹は腹を据えかねたように言ったものだ。

「ていうか考えたらわたし、上うわ履ばきのままだったのよ。帰りの電車の中、どうしようかと思ったわ」

「ご、ごめん。今回はなんて言っていいか。ほんとにありがとう」

「いいのよ。それもこれもあの女の策略であって、獅堂くんのせいではないのだから。……でも」

　そこまで言って口をつぐむと、つと木佐谷樹は苦笑して言った。

「……メグさん、だっけ？　利発な妹さんね」

「？」

　ぼくは首をかしげたが、あの帰りの道すがら、動けぬメグをおぶった木佐谷樹とこの妹との間で、はたしてどのような言葉が交わされたのかは想像をするしかない。とりあえずメグは「親切できれいなおねーちゃんが助けてくれた」とのみ言っていたけれど。










　ともあれ、こうして元の日常が戻ったある日のこと。

　ぼくらは久しぶりに学校の中庭に集まった。例の朱音儀尾行計画（？）以来、こうして一同が顔を合わせるのは久しぶりである。それを祝福するように空は雲ひとつない素晴らしい秋晴れが広がっている。

「いいお天気ねっ。こんな日に外でお弁当食べたら気持ちよさそうっ」

「で、今日は何の用だよ。めずらしいな」

　中等部と高等部の境目にある中庭の一角。ベンチに腰を下ろしてはしゃぐロンドの傍かたわらでぼくは首をかしげて訊たずねた。今日の招集を提案したのが、めずらしく木き佐さ谷や樹ぎであったことが意外に思えたのだ。そんなぼくに対し、木佐谷樹は長い脚を揃そろえて佇たたずんだままうなずいた。

「ええ。実はちょっとふたりに話があったものだから」

「……？　なんだよ？」

「やっほー。よっ、しばらく」

　背後で突然馴な染じみのある声がし、ぼくらはあわてて振り返った。見ると、中庭に生えた楡にれの老樹の横に朱音儀チヅルが立っている。

「朱音儀さんっ」

　ロンドが目を丸くして叫ぶ。

「あ、朱音儀……。って、どうしてここに朱音儀が」

「わたしが呼んだのよ」

　急に現れた彼女に驚くぼくらに木佐谷樹は淡々と言った。

「実は彼女に人手不足の『ドルチェ』のお手伝いを頼もうかと思って、あなたたちふたりに相談をしたかったの。聞けば、彼女もバイト先を探していたらしいし、わたしたちも助っ人が来れば大助かりでしょ」

「そ、それは……」

　いったいどういう風の吹き回しだろう……と、意外な展開にぼくらは言葉を失ったが、それも一瞬だった。木佐谷樹はつと態度を一変させるや、その本性をちらりとのぞかせて言う。

「───というのはただの建前で、ホントはわたしが勧誘したのよ。先日のあの振る舞いに対する罪の償いと落とし前……黒焦げになりたくなかったら労働力で返しなさいとね」

「いっ!?」

「いやー。この調子でずいぶん迫られちゃってさ。ついわかった、って応じちゃったんだよね」

　ことの重大さをいったいどこまで把は握あくしているのか、相変わらず飄ひよう々ひようとした態度で朱音儀は言う。一方、木佐谷樹は往年の北海の氷山の冷徹さを取り戻して言い放つ。

「あの借りはきっちり返してもらうわ。言っておくけれど、わたしを置いて消えたという事実は重いわよ。地球よりも、獅堂くんの重力よりもね」

　さすが木佐谷樹軍ぐん乃の、私し怨えんに対する執念深さは半端ない……とぼくは思ったが、もっとも敵も然さる者、朱音儀は鮮やかに切り返す。

「無理すんなよ。わたしの抱ほう擁ようが忘れられないくせに」

　木佐谷樹はわずかにその耳じ朶だを染めた。

「まったく……いけ好かない女ね。いつか消し炭ずみにしてやるから憶おぼえておきなさい」

　そんな苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情の木佐谷樹、すっかりわくわく顔のロンド、豆のショットガンを食らった鳩はとみたいにあっけにとられるぼくを前に、この新しく同じ仲間に加わったらしい美び貌ぼうのテレポーターは破顔するや鮮やかに片目をつぶってみせた。

「ま、そういうわけでよろしく」
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　あれは中ちゆう秋しゆうの名月ももうとうにすぎた、肌寒い風の舞うある朝のことである。

『ドルチェ』の雰囲気もすっかり肌に馴染み、まるでもう何年も前からここで勤めているみたいに客捌さばきも堂に入いるようになった朱あか音ね儀ぎが、オープン前、店先の掃除をしていたときのことだ。チョークでメニューを記した黒板の看板を軒先に立てかけ、冷たい指先に軽く息を吹きかけたところで、ふと彼女は店の入り口に人が立っているのに気がついた。旅行トランクを提さげたその長身の中年男性は扉に手をかけ、店内に入ろうとしている。

　朱音儀は声を投げた。

「おじさん、せっかく来てもらって悪いけど開店はまだ先だぜ。もう三十分ばかり時間潰してから来てくれたら、とびきりかわいい子が旨うまい紅茶を煎いれてくれるよ」

「おお。それは願ってもない。しかし久方ぶりに主あるじの顔を見たく、気が急せきますので、準備中のところを失礼して中に入らせていただきましょう」

「……？　おっさん───？」

　整えられた口くち髭ひげがチャーミングなそのハンサムな中年男性の物言いに違和感を憶おぼえ、『ドルチェ』の制服を纏まとった朱音儀は首をかしげた。……とそのとき、店の扉を開けたぼくはその人に気づいて声を上げた。

「……松まつ岡おかさん！」

「おお、これはログ様。お変わりなく」

　ぼくを認めるや、その男性はお馴染みの深いバリトンの美声で挨あい拶さつをするや、口元をほころばせた。そのとたん、店内に元気いっぱいの声が響くや、ロンドが勢いよく駆けてくる。さらにそのあとからＪＪの姿も。

「あっ。松岡！」

「松岡さんっ」

「おお、ロンド様、侍従長。ただいま戻りました。たいへん遅くなりまして申し訳ありません」

　そう言うと外がい套とうにマフラーという出いで立ちのその紳士は長身を折り曲げるようにして恭うやうやしく頭こうべを垂れる。

　そう。この人物こそ星ほし降ふり家の執事にして現カフェ『ドルチェ』のバーテンダー兼支配人、松岡さんその人であった。










「ログ、ログ」

「あん」

「……だれ？　あの人。なんか素敵なおじさまだけど」

「松岡さんと言ってロンドの執事さんだよ。もう長年、星降家に仕えてる人だ」

「ふうん……。執事さんか」

　気になるのだろう。脇わき腹ばらをそっと肘ひじでつつくと、小声で耳打ちする朱音儀に対し、ぼくは無愛想に答えた。

　実は年上好みだったのか、まんざらでもなさそうに見つめる朱音儀の視線の先で松岡さんは旅装を解き、椅い子すに腰を下ろすと懐なつかしそうに店内を見渡した。

「それにしても、しばらく見ぬうちに店内の雰囲気がまた様変わりしたようですな。当店を彩る艶やかな華も新たに増えたようでなによりです」

　そしてゆったりとそのまなざしを朱音儀にむける。朱音儀は頭を搔かいた。

「いやー。さっきはどうも……。てっきりお客さんだと思って」

「いえいえ。なかなかに印象的な接客でございましたとも」

　お客さんなら余計にまずいだろ、とぼくは心の中で盛大にツッコんだが、それはともかくいったい『ドルチェ』のバーテンダーでもあるこの人がこの繁はん忙ぼう期きにどうしてお店を長く留守にしていたかについては、実のところ少々込み入った事情がある。

　そう、数週間から星降宗そう家けでは一族揃っての重要な会合が開かれており、松岡さんはロンドの名みよう代だいとしてその会合に参席してきたのである。その表向きの理由はロンドの快かい癒ゆの報告のためだったが、実際その真の目的は今後のロンドの処遇、さらに星降家の継承権について宗家の見解を問い、明らかにするというものであった。

　今さら言うまでもないことだが、ロンドは重病だった数年前に勘当され、本家での立場はきわめて薄い。そんな中、彼女が死すことなく再び魔女の血脈、それも唯一正統な「始祖の血の継承者」として甦よみがえったことがはたして現状にいかなる影響を及ぼすのか、なにより、ロンドの復活を本家はどう捉とらえているのか、その偵察をふまえての松岡さんのこのたびの「本家詣もうで」であった。

「……それで、いかがでしたか？　久しぶりの宗家のご様子は」

　十分後。薫り高く燻くゆるハーブティーを人数分テーブルの上に配り終えたあと、ＪＪは穏やかに訊ねた。もっとも松岡さんと並び星降家とは縁の深い彼女だけに宗家には想うところがあるのだろう。その声色に僅わずかに皮肉の色が混じる。

　松岡さんはダンディーなその髭をほころばせてうなずいた。

「ええ。大変歓待して下さいました。わたくし自身、このたびの表敬はたいへん貴重な機会でございました。この松岡、ロンド様の眼となって精一杯見聞きして参りましたので、ぜひ聞いていただきたく」

「あ、あのう……ぼくたち席を外しましょうか？」

　気を利かせて腰を浮かしかけたぼくに対し、ロンドはきっぱりと言った。

「ううん。ログ、いいの。構わないわ、松岡。全部話して頂戴。ここにいるみんなにもぜひ聞いてほしいの……わたしのことを、すべて」

「───かしこまりました」

　そう言って松岡さんは一礼すると、テーブルを囲むロンドとＪＪ、ぼく、木き佐さ谷や樹ぎ、朱音儀を前に静かに語りはじめた。










「ロンド様のご実家が魔女界で最強の権勢と伝統を誇る一族であることは今さら申し上げるまでもございますまい。そしてロンド様が恐れ多くも遠い始祖の血を引く高貴なお子であることも。星降家の動向は魔女界全体の関心事であり、ロンド様が病にかかられた後も、星降家の後継者を巡めぐる問題は魔女界の第一の謎なぞとして多くの耳じ目もくを惹ひきつけてまいりました。種族全体の未来と将来に繫つながる重大な案件として」

　松岡さんの言葉によれば、ロンドの病気の問題が起こったとき、星降家はそれを深く秘ひ匿とくした。星降の血の継承は他の魔女家にとっても最大の関心事であり、星降家としてはここで万が一にも後継者問題に際し、弱みを見せるわけにはいかなかったからだ。結果、ロンドの病は徹底的に秘され……というより、その存在自体文字通りないものとされた。不治の病と診断され、廃はい嫡ちやくされたロンドはひとり病を養い、長く孤独の生活をかこつこととなった。ただふたり、忠実な侍女と執事を従えて。

「……じ、じゃあ、ロンドがあのマンションにいたのはやっぱり……」

　当時、高層ビルの最上階で孤独にベッドに身を横たえていたロンドを思い起こし、ぼくは言った。だがそんなぼくの感傷を破るようにＪＪはあっけらかんと言った。

「いえ、それは違います。あれはたんに高いところじゃなければイヤだと仰おつしやったロンド様のわがままが原因にすぎません」

「そ、そうなの？」

「もう。ＪＪったら、わざわざそんなことばらすことないのに」

　容よう赦しやなく突っ込むＪＪにロンドがぷっとむくれる。ひとしきり笑い声が起きたところで松岡さんは言った。

「宗家の思惑おもわくがどうであれ、ロンド様のご容態が他家に漏もれぬよう細心の注意が払われたことは事実のようです。ですが今回宗家が明らかにしたところによれば、ロンド様は決して勘当されているわけではなく、未いまだに正式な星降家の嫡子としての権利を有しているとのことでございました」

「えっ。そうなの」

　寝耳に水の話だったのだろう。当のロンドがびっくりしたように眼を瞬またたかせる。その横でＪＪは鋭く身を乗り出して訊たずねた。

「それはつまり、どういうことでしょうか……？」

「ロンド様はあくまで星降家の正統な嫡子であり、その権利は入院中はもとより、現在においても変わってはいない、とのことでございます」

　ぼくはおどろいた。ぼくの理解によれば、星降家、つまりロンドの実家はロンドが病気になった時点でこれは後継者の見込み薄しとみなし、病弱のロンドを見捨てずっと放っておいたというのが実感だったし、ロンド自身もまたそれに似たことを言っていたからである。

　だが今回松岡さんが持ち帰った先方の説明によれば、ロンドを勘当扱いしたというのはあくまで星降一族全体へ対する建前であり、ロンドは今も法的に星降家の娘であるという事実は変わらないらしい。星降家としては仮にも血統の存続に万が一にも瑕か疵しがあると思われぬためのやむをえない措そ置ちだったが、こうしてロンドが再び回復した以上、彼女の本来の地位および処遇を元に戻すことになんの問題もないという。

「ええと……てことは、ロンドは今も変わらず魔女の一族のお姫様だってこと？　まあ、ロンドの周りの環境が病気になる以前の状態に戻るっていうのなら悪くはないけど……」

　あまり実感がないのか首をかしげるロンドの傍かたわらで、多少釈しやく然ぜんとしないものを感じつつもぼくは言った。ずっとひとりぽっちだったロンドが晴れて実家に戻れるというのなら、どんな事情であれ、そっちの方がいいと思ったのだ。だがこの宗家とロンドを巡る事態は、ぼくごときが一直線に結論に飛びつけるような簡かん単たん明めい瞭りようなものでなかったらしい。松岡さんの言葉で明らかになった。

「宗家の方々はロンド様の恢かい復ふくを大変喜んでおられました。さすがは始祖の血を引くお方、これで星降の将来は安泰だと。今後は一定の条件の後、すみやかにロンド様を後継者とする手続きを執り行う、と」

「条件？」

　ぼくの隣にいたＪＪは僅わずかに眉まゆを上げた。

「不思議な言葉をうかがうものですわ。『条件』とはいったいどのような語句に附ふ帯たいするお言葉でしょうか？　そもそもロンド様はご病気の具合如何いかんに関係なく、生誕時より星降家唯一のご息女であらせられますが」

「わたくしも同じ意見ですが、まず星降家より聞かされた説明を述べさせて戴いただくとこういうことになります」

　そして松岡さんは姿勢を正すと静かに言った。

「宗家の申し出は以下の通りです。即すなわち、ロンド様は近く行われる『コーダ魔ま導どう体たい系けい』に宗家の名代としてご出席なさること。そして『九きゆう姉し妹まい』の歴れき々れきとご対面され、大だい魔ま女じよとして正式に承認を受けられること。この二点を見届けたのち、星降宗家はすみやかにロンド様を当家の後継者として発表、始祖の血を継ぐ後代として認めるとのことでございます」

「『コーダ』……ですって」

　ＪＪが鋭く声を上げる。

　そしてきょとんとするぼくらをよそに、彼女は吐き捨てるような口調で松まつ岡おかさんに訊ねる。

「ばかばかしい。そんなことがのめるものですか」

「以上が先方の出した条件です」

「では逆にうかがいますが、もしロンド様が認証式にお出にならない、もしくは『コーダ』の承認を受けられなかった場合はどうなるのです？」

「おそらく、宗家はロンド様を後継者としてはお認めにはなられますまい」

「ばかな。そんな理屈が通るものですか。そもそも認証式はただでさえ体力を使うむずかしい儀式、それを年若のロンド様が、しかも病み上がりのロンド様にやれというなんて……いくらなんでもあんまりですわ。しかも、認証式までもういくらもないではありませんか」

「宗家では、ぜひこれを潮目にロンド様お披ひ露ろ目めの機会にしたいと」

「なにを勝手なことを。───松岡さん。あなたはこれを黙って受け取って帰ってきたのですか？　あなたもこの宗家の振る舞いが正しいものだとお考えなのですか」

「むろん。そうではありません」

「だったら───」

「す、すみません。その、認証式っていうのは……。あと、『コーダ』って何ですか？」

　しだいに熱を帯びていくふたりのやりとりに、ぼくはおそるおそる口を挟んだ。ＪＪは一いつ旦たん言葉を句切ると、いくぶん気を鎮しずめたのか口調を和やわらげ、ぼくに説明してくれた。

「『コーダ』は欧州各国の魔女たちが集つどう連盟組織のことです。一人の長老の下もと、西欧・東欧在住の魔女たちにより招集される会議で、世界の魔女全体の動向に大きな影響力を持つ魔女界の最高意思決定機関ですわ」

「意思決定機関……」

　ぼうぜんとつぶやくぼくに松岡さんが説明してくれたところによると、「コーダ」とは魔女のボスの団体であり、星ほし降ふり家を含む魔女界全体の意思を決める、いわば国際会議のようなものらしい。その権限はきわめて強大で、そこで取り決められた事項はたとえ星降家といえども自由にはならないのだという。

「つまりは、偉いボスたちの会合ってわけね」

「ええと……ていうことはつまりその、ロンドはそこに行かなきゃ正式に星降家の子どもとして認められないってこと……？」

「ええ。らしいですわね」

　冷ややかさいっぱいの口ぶりでＪＪは言う。

　その後も松岡さんとＪＪの激しい応おう酬しゆうは続いたが、それらの内容をぼくなりに整理すると、どうやらこういうことらしい。ロンドは星降家に認められる前に、まず近く行われる大きな会合に出席し、そこに集う魔女のお偉方と対面しなければならないらしい。そしてそのお偉いさんたちに認められた後、その結果を受け星降家は晴れてロンドを正式の後継者と認める……ようはこういうことらしい。

「つまりは宗そう家けとしては二段構えの作戦ということですわ。もしロンド様が『コーダ魔導体系』に参加なさり、首尾良くお歴々の支持を取り付けることが出来れば宗家はすみやかにロンドを後継者として認める。しかし、万が一ロンド様が失敗なされば、彼女は当家の正統な後継者にあらずと言い逃のがれ、継承を見送るという算段でしょう」

「そ、そんな。でも、なんだってそこまで……」

　ぼくは思わず声を上げたが、同時に彼らの心の内が透けて見えるような気がした。たぶん宗家はまだロンドを信用していないのだろう。本当にこの子が元気になったのか。恢復したのか。年若いこの女の子に一族の重責を担になう力があるのか。それらを厳しい場で試すまでは、その実力が徹底的に明らかになるまでは、彼女を正式に一族の長として認められない……彼らの胸中にはきっとそんな思いがあるのだろう。

　それはぼくらにすれば口くち惜おしく、腹に据えかねる態度であったが、反面、揺るぎない現実でもあった。いずれにせよ、ロンドが正式に一族に迎え入れられるためには彼女自らが『コーダ』とかいう居並ぶお歴々の前まで出向き、その厳しい審査を受けなければならないのはどうやら確かなことらしい。

　他者に認められるために、

　そして、自分の存在を証明するために。

「…………」

　ロンドは先ほどから沈黙し、静かに口をつぐんでいる。そんな主に対し、ＪＪは穏やかに声をかけた。

「お気になさることはありませんわ、ロンド様。このような申し出、わたくしが断って差し上げますので。こんなことをせずともロンド様が星降家のお子であり、お母上の大切な一粒種であられることに変わりはありませんわ」

「……なになに？　ロンドって、親や実家とうまくいってないの？」

「しっ。黙っていなさい。失礼よ」

　それまで黙っていてこの話を聞いていた朱あか音ね儀ぎがそっとぼくに訊ねるのを、木き佐さ谷や樹ぎは小声で咎とがめると背筋を伸ばす。ぼくも木佐谷樹もいくらかロンドの家庭の事情には通じているだけに、今回の話は到底無関心ではいられない。固かた唾ずを吞のむぼくらの前で、それまで使者として口く伝でんのみに徹していた松岡さんがロンドにむかって静かに頭を下げた。

「申し訳ありません。ロンド様。わたくしの力不足でございました」

「ううん。ありがとう。松岡。ご苦労様。本当はわたしが直接行っても良かったんだけど」

　苦く渋じゆうの表情で頭を下げる松岡さんに対し、ロンドは優しくいたわりの言葉をかけた。このダンディな執事さんにしても今回の使節の役目は苦しい役回りだったにちがいない。そんな彼を気遣うロンドの態度はいかにも自然で、あらためてぼくにこの子が生まれついた地位と、人の上に立つ資質を持っていることを感じさせた。

「いえ。とんでもない。……で、この件はいかがなさいますか？」

「うん。行くわ」

　ロンドはきっぱりと言った。

「ロンド様！」

　とたんにＪＪが声を上げる。それを手で制してロンドは言った。

「ううん。もう決めたの。お家にはいずれ一度は戻らなければならないと思っていたし、久しぶりにおじいさまやおばあさまのお顔も見たいしね。こうして元気になったわたしを見てもらえるいい機会だわ。それに……」

「それに？」

　ロンドはにこりとした。

「それに、面白そうじゃない！　今までずっと病気で寝ていたわたしがそんな偉い人たちの会合に参加出来るなんてっ。いったい話に聞く『コーダ魔導体系』がどんなにお髭ひげの長いおじいさんたちで構成されているか、この目でしかと確かめてくるわ。むこうだって、星降家の跡取りの娘が、いったいどんな顔をしているのか見てみたいだろうし」

「しかし、これはたんなる親しん睦ぼくのための集まりではございません。『コーダ』は年に一度開かれる国際的な会合、そこは各家それぞれの思惑おもわくや目もく論ろみが交こう錯さくする折せつ衝しようと利害調整の場でもあります。また星降家当主の名代として立つ以上これは歴れつきとした公的な行事ともなるわけで、万が一、他家に侮あなどられるような事態になりましたら、今後のロンド様の経歴に好もしからざる影響が出るやもしれません。なにより」

　彼女は身を乗り出し、訴えるように言った。

「なにより『コーダ』の現長老は到底一筋縄ではいかぬ人物として有名です。ロンド様もうかつに行けばどんな無理難題を申し渡されるかわかったものではありません。どうかご自じ重ちようを」

　ロンドは首をかしげた。

「……長老？　その人の名前は？」

「ゲオルグ・カヴァルカンティ導どう師しです。『コーダ魔導体系』の最高位にして、世界中の魔女を統すべる長老ですわ。会議を招集する資格を持つ唯一の存在であり、冷酷で峻しゆん厳げんな性格で知られています。ロンド様の死命はまさにこの人物の気分ひとつで決まると言っても過言ではありません」

「……カヴァルカンティ導師。なんか、舌を嚙かみそうな名ね」

　そう言うとロンドはまるで呪文のようにその名を小さく繰くり返した。そして表情を和らげると侍女さんの方に向きなおる。

「大丈夫よ。ＪＪ。わたし、きっとうまくやるわっ。だからお願い。わたしを行かせてほしいの」

　主あるじを守ろうと頰ほおの線を硬く引き締めるＪＪに対し、ロンドは微笑ほほえんで言った。そしてその場に立ち上がると、ぼくらみんなに向かって言う。

「みんなごめんね。心配をかけて。でも───本当のことを言うと、わたし、すごくお家に戻りたいってわけではないの。だって今のままでも充分幸せだし、毎日がすっごく楽しいんですもの。お友達はたくさんいるし、学校も楽しいし、なによりここにはみんながいるんだもの。それを考えたら、星降のお家や魔女の跡取りうんぬんって言うのは、元気になったわたしにはもう必要のないもので……むしろ今じゃ気楽な立場っていうか」

「ロンド様……」

「でもね。わたし、今回は戻ろうと思っているわ。一度宗家に戻って、闘おうと思っている。なぜかはわからないけれど、不思議とそういう気持ちになったの。心臓が元気になったからか、逆に病気で動けなかったころに拘こだわっているのかは自分でもわからない。……でも、今はその心のままに動いてみたいの。どこまでやれるか、なにができるか、それを試しに」

　胸を張り、彼女は瞳ひとみを生き生きと輝かせて言った。それに対しＪＪは、あくまで慎重な態度を崩くずさぬまま執しつ拗ように言う。

「ロンド様のお気持ちは大変よくわかります。ですが、あえて敵の用意した土俵に乗らなくても……」

「あら、でも考えてみて。わたしが長老会議で必ず失敗するとだれもが考えているのだとしたら、逆にわたしが成功し、『コーダ』が正式にわたしの力を認めたとしたら、宗家は決してわたしの存在を無視できなくなるわ。大逆転のチャンスよ」

「そ、それは……」

　ブロンドを揺らし、いたずらっぽく切り返す主の言葉に、さしものＪＪもたじろぐ。ロンドはさらに言った。

「ねえ、ログ」

「お、おうっ」

　ふいに問われ、ぼくは飛び上がった。そんなぼくの目をまっすぐに見つめ、ロンドは訊たずねた。

「ね、あなたはどう思う？　わたしの考えを」

「…………」

　即答こそしなかったけれど、ぼくの腹はとっくに決まっていた。質問される前から、いや、そのもっと前───この子と出会ったときから、ぼくの心は、ぼくの気持ちは、それこそ地球の重力に引きつけられるみたいに揺るぎがたく定まっているんだ。

　息を吸い込み、ぼくは言った。

「行けよ。自分の行きたいとこへ。君がどこへ行こうとぼくはついていくから」

「───うん」

　ロンドは嬉うれしそうに小さくうなずいた。そしてにっこりと微笑む。

　この子の闘志に……ポジティブレイヴに、久しぶりに火がついていることにぼくは気がついた。どうやら実家から無理難題をふっかけられたことが、逆にこの子のやる気と負けん気に満ちたハートに炎を点ともすきっかけになったらしい。

「ようし。わたしの元気っぷりを見せつけてくるぞ！　星ほし降ふりロンドっていう子がどんな女の子なのか、白髪しらがのおじいさんたちにアピールしまくってくるわっ」

　中等部の初登校日、わくわく顔で学校へ赴おもむくときとはまたひと味違った表情で胸を張るや、ロンドは傍かたわらを顧かえりみ、凜りんとして言った。

「ＪＪ、松まつ岡おか。『コーダ』の詳くわしい情報を教えて。それから長老会議に参席する一人一人のメンバーに関することや、認証式のルールや儀礼、手順なんかについてもねっ。できる限りのことはやっておきたいから」

「ロンド様」

「かしこまりました。ただちにお調べ致します」

　とうとう腹をくくったのだろう。胸に手を当て、この美び貌ぼうの侍女さんはロンドに向かって丁寧に一礼した。顔を上げたその形のいい眉まゆに、決意の色がみなぎる。

「……ご安心を。天てん網もう恢かい恢かい、疎そにして漏もらさず。───星降宗家の傲ごう慢まんと思い上がりはわたくしが必ず正してさしあげますわ」

「こわっ」

　ぼくは内心怯ひるんだ。綺き麗れいな女の人が怒ると本当に怖い。とゆーか、どうやら宗家はこの世で一番怒らせてはいけない人を怒らせてしまったらしい。

「ところで、そのロンドが参加する会議っていつあるんですか？」

　目の前で急速に何かが動きだしたのを感じつつ、ぼくは胸を高鳴らせて訊ねた。松岡さんが恭うやうやしく言う。

「『コーダ』による認証式は来月の三十日に行われます。場所は魔女たちが古いにしえより儀式を執り行った地、そのどこかでしょう」

「来月の末かあ。もうたいして間がないですね。てことはそれまでロンドはみっちり……」

　とまで言ったとき、ぼくはふとあることに気づいて眉をひそめた。あわてて脳内でカレンダーを捲めくったところで、みんなもそれに気づいたのだろう。木佐谷樹がはっとしたようにロンドにむきなおる。

「ちょっと待ってロンド。来月十月の三十日って言ったら……」

「え？」

　それまで意い気き軒けん昂こうとしていたロンドは一瞬きょとんとし───、

　それから、目をまん丸にして大声で叫んだ。

「あーっ！　ハロウィンっ!!」










　こうしてそのブロンド頭の上にまさに青天の霹へき靂れきの如ごとくいっぺんにふたつも落雷を受けたロンドが、自分が楽しみにしていた十月末日のハロウィン祭と『コーダ魔ま導どう体たい系けい』、その双方をどう両立させるか、スケジュール帳の前で頭を抱えてうなっていた頃、ぼくもまた、あるささやかな事態に遭そう遇ぐうしていた。

　あれは、脚の捻ねん挫ざもすっかり癒いえたメグと二人で買い物へ行ったときのことだ。その日、メグは久しぶりに夕飯に腕を振るおうとはりきっていた。ちなみに今夜のメニューはカレーである。

「お前さ、そろそろ中学生だろ。いい加減お子さまカレーは卒業しろよ」

「いいの。メグは甘いカレーが好きなの。愛してるの」

「へいへい」

　レジ籠かごを提さげつつ適当にメグに相づちを打っていたとき。

「……ん？」

　果物売り場のところで女の子を一人見かけ、ぼくは立ち止まった。その子はレモンを一個、まるでお手玉のように片手で真上へ放り投げながら売り場の棚たなに置かれた果物を眺ながめている。小柄だが、スタイルの良い子である。

「───」

　あまりお行儀がいいとは言えぬがひどく魅力的なその姿にぼくは首をかしげた。その瑞みず々みずしさを確かめるようにリンゴや梨なしの丸い縁にそっと指先を滑らせている後ろ姿に、なにやら記憶をくすぐられるものを感じたのである。

「おにーちゃん？　どうしたの？」

「あー、いや」

　メグに声をかけられ、ぼくは我に返った。歩き出した後、なんとなくもう一度振り返ったときにはその子の姿はもう売り場から見えなくなっていた。

　翌日。ぼくは今度こそ地獄の釜かまを覗のぞき込むような大きな衝撃を受けることとなった。

　学校帰りのことだ。

　その日、珍しく一人で下校していたぼくが久しぶりに書店に立ち寄るべく、駅前の表通りを歩いていたときのことだ。

　ひときわ往来の激しい横断歩道を渡りかけたときだ。つとぼくは対面する舗ほ道どうから小柄な女の子が一人、ゆっくりとこっちに歩いてくるのを認めた。女の子は手ぶらに見えたが、見ると、どこで買ったのかむき出しのリンゴを歩きながら囓かじっている。髪の長い、綺麗な女の子だ。

　シャリッと小気味いい音を鳴らし、白い歯を立て勢いよくリンゴに囓りつくその様はなかなか堂に入いっている。

（へー……）

　今どき珍しいくらいワイルドな子だな……とちょっぴり好奇心に駆られて視線を送り、彼女とすれ違った───その瞬間。

　ぼくはさーっと頭部からあらゆる血という血が下がるのを感じてその場に立ち竦すくんだ。今すれ違ったその少女……いや、その女の顔に、姿に、なによりそのふてぶてしいまなざしに、強烈な見覚えがあったのである。

　そして居場所も忘れて声を張り上げる。

「グ、グラツィアーナ───！」

「よう、少年」

　グラツィアーナは立ち止まるとにやりと微笑んだ。

「お、お前は……」

　ぼくはそこが横断歩道の真ん中であることも忘れ、この目の前の影の姿を見つめた。

　もっとも、「影」と呼ぶのはおかしな表現だったかもしれない。なぜなら今ぼくの面前に立っているのは影どころか、どこからどう見ても美しい、十三、四の年頃の女の子だったからである。

　グラは、囓りかけのリンゴ片手にあっけらかんと言った。

「久しいな。少年。いや、獅し堂どうログよ。……貴様、最近なにをしていた？」

「なにをって……」

　ぼくは絶句し、まじまじとこの影……ロンドと瓜うり二ふたつのドッペルゲンガーとしてこの夏姿を現し、その後一時的にぼくの左手に宿ったのち、さまざまな紆う余よ曲きよく折せつを経てぼくらと手を結ぶに至った、現代に甦よみがえったロンドのご先祖の姿を見つめた。

　グラは……こういってよければ見違えるほど垢あか抜ぬけていた。

　かつて肌着一枚のみを身につけ、平気で素足で歩いていた彼女は、今やすっかり街中に溶け込んでいた。もともと外見がロンドの色違いなだけの２Ｐキャラなのだからとんでもない美人であることは言うまでもないが、いったいどんな学習をしたのか、その服装もファッションも洗練され、若い女の子が身につけるものとして少しも違和感がない。

　唯一、本物と異なる点があるとすれば、本家の（？）ロンドがそのブロンドを短く切ったのに対し、彼女は長いままという点だろう。が、その黒髪がかえってこの子の個性をきわだたせ、彼女を滅めつ多たにないくらいの美人さんに見せている。

　ぼくはひたすら困惑していたが、なんとか舌のエンジンを稼か働どうさせて訊ねる。

「それはこっちの台詞せりふだっ。───そっちこそ、なにしてるんだよ！」

「あん。見てわからんか。散歩だ」

「さ、散歩って───……ていうかお前、あのとき成じよう仏ぶつして消えたんじゃ……」

　グラの美貌に、道行く男の子が熱いまなざしを投げていくのを感じつつぼくは訊ねた。グラは片目を上げた。

「はん？　なんの話だ」

「や……、でもなんか、満足してたっぽかったし」

「なにを馬ば鹿かなことを。妾わらわはこの世に未練たっぷりじゃ」

　そう言うとああんとリンゴをほおばるグラに、ぼくは二の句も継げずに立ち竦んだ。

　この影が最後に姿を現したのはもう一か月前、彼女が木き佐さ谷や樹ぎと激しい戦いを繰くり広げたときである。以来『ドルチェ』がオープンし、ロンドが高らかに自らの青春の復活を宣言したあの日を最後にこの影は姿を消し、ぼくの血を養分としてねだりに現れることもなかったため、ぼくはてっきりこの影が地上から消滅してしまったものとばかり思っていたのである。

　だがとんでもない！　消え去るどころか、この影は完かん璧ぺきな人の姿を手に入れ、あろうことか平日の昼間におしゃれをして街中を闊かつ歩ぽしていたらしい。
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　ぼくは思わず大声を上げた。

「おいグラっ、今後勝手な真似まねはしないというぼくとの約束はどうした？」

「あん？」

　とたんにグラツィアーナは小こ馬ば鹿かにしたようにそのおとがいを持ち上げた。

「なんの話だ？　小僧。少なくとも妾は貴様とそんな約やく定じようを交わした憶えはないが？　妾が貴様たちと交わした契ちぎりはただひとつ、ゆえなく他の能力者どもを襲わない、そして我が血を引くあの小娘の安全を妨げないということだけだ。───今の妾は、ただこの下界を歩いているにすぎんぞ」

「そ、それは、でも……」

　あっけなく言い負かされ、ぼくはしどろもどろになった。

「つ、つーか、おまえ、いつからこんな風に表に出るように……」

「最近だ。この時代の人間どもの生態に多少興味が湧わいてきたのでな。下げ賤せんどもに混じってこうして陋ろう巷こうを歩いておる」

「し、しかし……」

「気になるのなら供をしてもかまわんぞ。獅堂ログよ。同行を許そう」

　グラはからかうように片かた眉まゆを上げてみせた。ぼくは赤くなった。

「じょ、冗談じゃない。ぼくはこれから用があるんだ」

「そうか。では、な」

　そう言うとぴっと指を一本立て、グラツィアーナは粋いきに立ち去っていく。ぼくはその後ろ姿をためらいがちに振り返ったが、案の定と言うべきか、何メートルも行かぬうちに、まるで磁石にでも引き寄せられるように数人の男の子がグラの元に群がり寄ってくる。

「彼女、かわいいねーっ」

「ね、おれたちとどっか遊びに行かない、お茶したあとに」

「ほう？　遊び、とは具体的にどこに行くつもりなのだ？」

　いかにも軽そうな青年たちの誘いの言葉に、グラツィアーナは小首をかしげている。青年たちはその容姿に似合わぬグラの高貴な物言いに気づかないまま、あくまで軽い調子で続ける。

「それはもう、超マジでいいところ」

「そうそう。君みたいなかわいい子、どこへでも連れてっちゃう」

「よいところ、か」

　グラはふっと微笑ほほえんだ。そしてその黒髪を指で梳すくと酷こく薄はくな笑みを口元にたたえて言う。

「───よかろう。ちょうど退屈に倦うんでいたところだ。どこへなりとも連れていけ。ただし、もしつまらなければその生首を切り落とし、滴したたり落ちる血をもって我が興の慰なぐさめとするが、よいか？」

「え……」

　一瞬きょとんとするその男の子たちの間に割り込み、ぼくはあわてて言った。

「わかったっ。同行するよ！　同行しますっ」










　……というわけで。

　十分後。

　ぼくとグラツィアーナは広場に面した木のベンチに座っていた。グラはぼくの片かた肘ひじに腕を絡ませつつ、もう一方の手でアイスクリームを持って腰を下ろしている。ここに来る途中にあったアイスクリームショップを見て、突然グラがこれを食べたいと言い出したのだ。やむなくぼくはアイスを二つ購入して一方をこの影に差し出したが、いつの間にかこいつはぼくの血以外のものを食すようになっていたらしい。

　どんだけ人間界に適応してんだよ……と、ぼくは傍かたわらで脚をぶらぶら揺らして美味おいしそうにチョコレートアイスをほおばっているグラツィアーナを眺ながめた。自分のガールフレンドと瓜二つの（というか完全に同一人物の）容姿をした別人格が目の前にいるという事実は、相変わらず心臓によくない。

　もっともこれに関しては本家のロンドが先日髪を切ってくれたおかげでなんとか彼女をロンドと見間違える事態は避けられたが、いずれにせよこの影が見る者の視線を集めずにはおかない壮絶美人であることに変わりはない。

　傍はた目めからすればこの状況はデートをしているようにしか見えないだろうな……などと思っていると、グラが口を開いた。

「……で、どうなのだ？　最近のわが不ふ肖しようの子孫は。息そく災さいでやっているか？」

　食べることそのものにはまだ慣れていないのか、唇のまわりをチョコアイスだらけにしたままグラは訊たずねる。「ったく」と、やむなくぼくはティッシュを取り出すと、その口元を拭ぬぐってやった。

「元気だよ。毎日ぴんぴんしてる。学校にも通ってるしな」

「うー、むに」

　されるままに口を拭われると、グラはにっこりと微笑んで言った。

「それはなによりだ。なにせあれの死は、妾の終しゆう焉えんを意味するからな。なんとしてでも生きながらえてもらわねば妾が困る」

「よく言うよ。ずっとほったらかしていたくせに」

「信用しているのさ。小僧をな」

「お前のどこを押しゃ信用なんて言葉が出てくるんだよ」

　にやにやとチェシャ猫のような笑みを浮かべるグラにぼくは口を尖とがらせて言った。この影には何度煮え湯を飲まされたことか。先日の木佐谷樹を巡めぐる一件ではぼくがこいつにいったいどんな目に遭あわされたか、思い出すだけで怖おぞ気けが立つ。

「ていうか……おまえさ。最近、血はどうしたんだ？　このところ、全然姿を現さなかったけれど」

　ふと気づき、ぼくは訊ねた。

「うむ。まあな」

「まあな、って大丈夫なのかよ。お前は生きていくのに能力者のエネルギーが必要なんじゃ……ってまさか」

　そこまで言ったところでぼくははっとした。この影が夜や陰いんに紛まぎれ、人知れずいずこからか己おのが養分を確保しているのでは……という疑念が頭をもたげたのだ。そんなぼくに対し、いったいどんなやり方でそのパワーを担保しているのか、グラツィアーナは鼻を鳴らして言った。

「安心しろ。約やく定じようは違たがえんさ。能力者どもを襲ってなどはおらん」

「ほ、本当だな？」

「確かめてみるか？」

　睫まつ毛げを上げてそう言うと、グラはふいにぼくにしなだれかかった。そして足を開いてぼくの膝ひざの上に正面からまたがるや、両手をぼくの両肩に置く。

「どれ。久しぶりに小僧の新鮮な生き血を味わうとするか。───時を置き、間を開けたことでどれだけ美味になったかを」

　腰に重くのしかかるその柔らかな太ももの感触に、ぼくは真っ赤になった。そして必死にこの影の身体からだを押しのける。

「わっ、よせっ。だからそういうことやめろって！」

「ふふふ」

　ぼくをからかっただけなのだろう。グラは再びベンチに腰を下ろすと、優美にその脚を組んで言った。

「まあ、ここで会ったのも良い機会だ。今日は改めて聞こうではないか。お前の本当の気持ちを───……今後、お前がどうするつもりなのかをな」

「ど、どうする、とは？」

「知れたことだ。お前はこれからも魔女の陣営に与くみして生きるのか」

「それは……」

　突然、まるでナイフのようにその問いを喉のど元もとに突きつけられ、どきっとするぼくに対し、グラツィアーナはベンチの背に片肘をあずけて言った。

「お前があれを本気で好いているのは知っている。だがお前は魔女の眷けん属ぞくではなく、あくまで能力者にすぎん。我らとは違う。そのお前が、今後もあれにその力を捧げる気があるのか。それともいずれは袂たもとを分かつのか。……そもそもお前はあれと本気でつがう気はあるのか？」

「つ、つがう……？」

「そうだ。つまり、婚を結び、夫婦となる気はあるのか？」

「ふ、夫婦!?」

「うむ。妾わらわはあれのいわば身内代わり。一応、聞いておかないとな」

　いったいどこまで本気なのか、この影は真顔で問う。

　どんだけ代を遡さかのぼった姑しゆうとなんだよ、と内心ツッコミつつぼくは言葉に詰まった。その問いは、たとえ夢の中で観る妄もう想そうの中でさえぼくにとってとらえがたく、摑つかみがたい未来絵図だったからだ。……というか率直に言って、ぼくにもそれはよくわからなかったのである。

「それは、そのう、ぼくらはまだ知り合って間もないし、ロンドは十四歳になったばかりだし、つまり、そのう……」

　もじもじと答えるぼくに対し、グラツィアーナはその顎あごを傾けて言った。

「お前はかつて妾と約束したな。妾の生き延びる手立ては必ず見つけ、手を貸す、と。たしかにあれは元気になり、今や病で命を落とす危険性はなくなった。が、妾にとっては己が消滅の危機は依い然ぜん去ったわけではない。いや、むしろあれの肉体が活力を増し、お前と恋仲になればなるほど我が危機は増しさえする。なにせ妾の存在があれが処女むすめであることにかかっているという現況に変わりはないのだからな」

「そ、それは」

「あれを護まもるため、妾は修しゆ羅らにもなろう。だが妾とていつまでもこうしてはおられぬ。以前、橋の楼の上でお前と交わした約定はどうした？　小僧、お前たちにままごとをさせるために妾はこの下らぬ時と身体に耐えているわけではないぞ」

「───」

　ぼくは絶句した。こいつが、この影が、本気でぼくに警告を与えにきていることに気がついたのだ。顔を引きつらせつつ、ぼくは必死に声を絞り出した。

「ち、ちょっと待ってくれ。今は仲間を集めているところで……」

「仲間が増えればどうなる？　たとえばあの境界使いの女が妾の糧かてとなると、貴様は言うのか。たしかにあの美しい白い喉元に食い付けばさぞ美味だろうが」

「境界使い？　って……お、おまえ、朱あか音ね儀ぎのことまで知ってるのか!?」

「気づかないでどうする。お前は妾がこの身体をただ児じ戯ぎのために用いているとでも思ったか？　ん？」

「い、いや」

　こいつが本物の化け物であることにあらためて思い至り、ぼくは言葉を失った。力の存在を嗅ぐことに関して、やはりこの影はとんでもない嗅きゆう覚かくを持っている。グラツィアーナは依然身体を斜めに傾けたまま、サンダルをつま先に引っかけた形のいい脚の膝から下をぶらぶらと揺らし、半ば挑発するように問う。

「……で、どうする？　小僧よ。お前が引き続き妾の力になるというのならよし。だがそうでないのなら妾もお前との約やく定じようは白紙とし、袂を分かって独自の道をゆくとするが」

「ち、ちょっと待ってくれっ」

　ぼくは冷や汗を流しながら手を上げた。自分が追い詰められていることを自覚しつつ、ぼくはめまぐるしく頭を回転させた。そしてとっさにあることを思いついて言う。

「ロンドは今、跡取りとして認められるかどうかの瀬戸際なんだぞ。そんなとき、先祖のおまえがあの子のそばにいなくてどーすんだよ」

「……瀬戸際？　あん。なんの話だ」

「知らないのか。のんきな奴やつだ。今、あの子は魔女としてとんでもない岐き路ろに立っているんだぞ」

　訝いぶかしげに首をかしげるグラに対し、ぼくは汗をかきつつ勢い込んで言った。そして松まつ岡おかさんが先日の星ほし降ふり宗そう家けとの交渉から持ち帰った例の議題───つまり『コーダ』による長老会議に参席し、その承認を得られない限り宗家の後を継ぐのは認められないとするロンドに対する例の条件について、この影に向かって語った。

「……ど、どうだ？　これを聞いてもおまえは独自の行動を取るというつもりか？　ロンドはまさに今、始祖であるおまえの跡を継げるかどうかの瀬戸際にいるんだぞ」

　はたしてこれを打ち明けて良かったのかぼくにはわからない。が、少なくともこいつの耳じ目もくを惹ひきつける一定の効果はあったらしい。初めのうちこそグラは興も無げに聞いていたが、やがて話の要点を理解したのだろう。ぐいと身を乗り出すと、僅わずかにその瞳ひとみが輝きを帯びる。

「……ほう」

　やがてグラは口元を緩ゆるめると顎に手を当ててうなずいた。

「なるほど、な。───おもしろい。つまり、宗家とやらにとっては病明けのあの小娘を盟主に据えるには依然心こころ許もとなく担保がほしい、というわけか。」

「うん。とにかく、宗家としてはたとえロンドが臨む会議の結果がどちらに転ぼうと不利にならないように予あらかじめ手を打っているってことなんだと思う」

「ふん。我が血も代を経てずいぶんさもしくなったものよ」

　口では皮肉っぽく嘆きつつも、その表情はいたっておもしろがっている様子でグラは言った。そのロンドと寸すん分ぶん違たがわぬ容姿にぼくはあらためてその血の伝統を思ったが、それと同時にあることに気づいて愕がく然ぜんとする。つまり彼女にとっては宗家もロンドもどちらも血を分け、代を経た同じ子孫であることに変わりはないわけで、こいつにしてみればこれはたんに子どもたちによる勢力争いにすぎないのだ。

　もっともこの影にすればそんなことなどどうでも良いのか、ぼくの話に機嫌を良くしたグラツィアーナは俄が然ぜん笑顔になって言った。

「よかろう。とうぶんの間好きにするがいい。そのなんとかに合格する方が、妾にとっても諸事都合が良いようだしな。なに、案ずるな。いざというときは妾がなんとかしてやろう。その長老会議とやらにどれだけの権威があるのかは知らんが、その小僧どもも始祖の血の力を目まの当たりにすれば悪いようにはすまい」

「だからそれはいいってっ」

　ぼくは必死に言った。この影がロンドの護まもり神として常に傍かたわらにいるのは心強いし、またその圧倒的な力を疑ったことは一度としてないけれど、実際にこいつが当事者としてリングにまで上がってくるとなると、おのずと話は違ってくる。

　ま、とりあえずなんとか最悪な事態だけはまぬがれることは出来たらしい……とぼくが胸を撫なでおろしていたときだった。ふとグラツィアーナが脚を組み替えると、ぼくにむかって訊たずねた。

「それはそうと、ひとつお前に訊ねるが」

「ん？」

　ぼくは首をかしげた。

「なんだよ」

「小僧。おぬし……ほんとうにあの娘には何もしていないのか？」

「へ？」

「あの誓いだ。以前交わした約定の通り、お前はあの娘にほんとうに手を触れていないのか」

「な、なにもしてねーよっ！」

　とたんにぼくは真っ赤になった。そして急せき込んで言う。

「ホントだぞ。ホントになにもしてない。もし噓うそだと思うんなら……」

「あ、いや、それは疑ってはおらぬが……なぜだ。なぜ、お前はあれに指一本触れようとせぬ？」

「───……？」

　妙なことを言われ、ぼくはとまどった。

「な、なぜって……変なこと言うなよ。約束だろ。だいたい、それを言い出したのはそっちの方だろーに」

「ふむ」

　その形の良い顎先に親指を当て、グラツィアーナはしばし考えこむ風ふ情ぜいだったが、やがて顔を上げるとつくづく不思議だという調子で言った。

「前々から思っていたが、お前は妙な奴だな。小僧よ。いや、あるいは人間という生き物自体が変なのか」

「え？」

「あ、いや、ふと思ったんだが……小僧」

　妙にあらたまった調子で言うと、ふいにグラツィアーナは両りよう肘ひじを抱え込むように腕組みをして言った。

「ひとつ相談なんだが───妾わらわにとってこの娘、ロンドの純潔はむろん生命線だ。しかしだ。考えてみれば、お前の純潔と妾の生存との間にはいかなる意味においてもなんの関わりもない。ということは、妾とお前がたとえ肉体の契ちぎりを交わしたとしても、妾の血の実在には何の影響も及ぼさないということになる。それどころかおぬしのその異能力と活力を得て、妾の力は何十倍もパワーアップすると思うのだが、どうだ？　この考えを試してみては」

「……へ？」

　ぼくがその言葉の意味を理解するまでには長い時間がかかった。当然だろ？　なにせ先方はあらゆる体験をし尽くした魔女の生いき霊りよう（？）、対するこっちは純情な高校生だったんだから。やがて、こいつの真意がわかるにつれ体中の羞しゆう恥ち心しんが一気にこみ上げ、ぼくは真っ赤になった。

「ば、馬ば鹿か野郎！　なに考えてんだっ。そんなことできるわけないだろっ」

「そうか？　まあ、お前が望まぬのなら無理にとは言わんが」

　ぜいぜいと荒い息を吐くぼくに対し、グラはまるで姉か身内のような気安さで微笑ほほえむとゆっくりと立ち上がる。話が済んだのか、彼女はそのまま歩き出したが、つと途中で振り返ると軽くその美び貌ぼうをしかめて言った。

「最近、背中がかゆい」

「へ」

「うなじの下、左右の肩けん胛こう骨こつの間のあたりから後頭部にかけてがどうもむずむずする。初めはこのひらひらした服を身につけるようになったせいかと思ったが、それだけではないらしい」

「は？　お、おまえなにを……」

「とぼけるな。強い力を感じる。おそらく魔女だろう」

「───！」

　ぼくは絶句した。

　そんなぼくのおどろきを無視し、彼女は無表情に言葉を紡つむぐ。

「初めはお前たちの仲間のひとりかとも思ったが……どうやら違うようだ。妾の血が共鳴するのか───それともそれ以外の理由か。いずれにせよ、力はまず特上の部類。ま、せいぜい用心するのだな」

　ぼくはつばを飲んだ。そしてかろうじて訊ねる。

「ま、まさか……て、敵？」

「さあな。一応、警告はしたぞ」

　そう言うと大地を蹴けるようにグラツィアーナはきびすを返す。その凜りんとした後ろ姿をぼくはぼうぜんと見送った。










『朱あか音ね儀ぎ書房』は奥まった住宅街の一画にあった。

　そこは車がようやくすれ違えるほどの狭い車道に面した町内の一角で、ぼくらの高校の近くにある小学校のちょうど真裏に位置していた。クリーム色の外壁をした、昭和の頃に建てられたような古いごくふつうの一軒家で、その一階部分が丸ごと書店の店舗となっている。

「わあ！」

　いくぶん厳いかめしい明朝体で『朱音儀書房』と記された表の看板を認め、ロンドは声を上げた。そしていきおいよく駆け出すや、その軒先にかかったえんじ色のビニールの庇ひさしの前で勢いよく佇たたずむ。

「ちずちずのお家、本屋さんっ」

　テレポート使いがなんで徒歩で学校に通えるとこに住んでるんだよ……と心の中で軽くツッコミつつ、ぼくは目の前の本屋を眺ながめた。どう見てもあまりはやっているとは言いがたいうらぶれた門構えである。日差しを受け、退色した店先のアーケードの下にはマガジンラックが置かれ、週刊誌が立てかけられている他、百円で回すガチャガチャの販売機が並んでいる。

　もっともロンドはさして気にした様子もなく、古いサッシの引き戸をカラカラと開けるや元気よく店の中に入る。

「こんにちはっ」

「───ん？」

　漫画や文庫が収まった書しよ棚だなが並ぶ薄暗い店内の奥でつと人の気配がした。見ると壁際のカウンターの中、婦人ファッション誌を開いた朱音儀が顔を上げている。

　朱音儀はセーターを着ていた。長い髪を片側で束ね、無造作に結んだその姿は学校で見るより遙はるかにリラックスしており、なにより普通のおねーさんに見えた。

　彼女は視線を上げ、やわらかく微笑んだ。

「よう。やっときたか」

「なによそれ」

　ぼくの傍らでこれまた私服姿の木き佐さ谷や樹ぎがぷっと口を尖とがらせて言う。

「ていうか、わたしたち三人を呼びつけてないであなたが駅まで来なさいよ。テレポートで一瞬なんだから」

「相変わらず道理にも礼儀にも欠ける奴やつだな。案内を請うている方がわざわざ来ないでどうするよ。なあ、ログ？」

「ぼ、ぼくにふるなよ」

「わたしがいつ案内を請うたのよ」

　あいかわらず相性が悪いのか、さっそくふたりがいがみ合いを始める。閉口するぼくをよそに朱音儀は男物のジャンパーを羽は織おり、首にマフラーを巻くと、ひょいとカウンター奥に下がったのれんをめくる。

「ばあちゃん、ちょっと友達と出てくるから店番頼むね」

「あいよ」

　奥の座敷でかわいらしい感じのおばあちゃんの声がした。

「んじゃま、いこーか」

　ポケットに両手を突っ込むと片目をつむって朱音儀は言った。










　朱音儀がぼくらに会わせたい知人がいる、と言い出したのは先週のことだ。

「知人？」

　当初ぼくらの反応は芳かんばしいものではなかったが、それが突然変化したのはその人が元・超能力者だと聞かされたからである。朱音儀によればこの人物はかつて優れた能力者であったものの現在は力を失い、ただの一般人として静かに暮らしているという。

「……ばかな。そんな人間がいるはずが」

　突然伝え聞いたその情報を、当初ぼくらは信じなかった。そんな人物がいるはずないと思ったし、仮にいたとしてそれが朱音儀の知り合いだとは、にわかには信じがたかったからである。

　そんなぼくらに対し、この不良少女は多くを語らずただ会う気があるのなら紹介するとだけ言った。折しもその頃、松まつ岡おかさんが星ほし降ふり家への使いから戻ってきたということもありこの話は一時沙さ汰た止やみになっていたが、こうして今日、ぼく、ロンド、木佐谷樹の三人がその真偽を確かめるべく、朱音儀の元に集まることになったのは、ひとつは好奇心の他に、やはりその「元・超能力者」という存在に興味を引かれたからだろう。

「……で、その人物とやらはどこにいるんだよ」

「これからむかう先さ。まあ待ってな」

　駅から電車に乗り、昇降口のドアに背を預けて言うと朱音儀は静かに目を閉じる。

　超能力者が能力を失う───ぼくらがこの話を聞いたのはこれが初めてではない。前に木佐谷樹がぼくとロンドの仲間に加入するときにこのことは言ったし、その後も何度かこの話題が出かけたことはある。だがなぜ、しかもよりにもよってこの手の人間関係から一番縁遠そうな朱音儀がそんな人物と知り合いなのか……その訝いぶかしさを思いつつ、ぼくはあらためてこの目の前に佇む美少女を眺めた。ふだん学校での制服姿しか見たことがないが、こうしたラフでボーイッシュな雰囲気の装いも背の高い朱音儀にはよく似合った。

　そんなぼくの視線に気づいたのだろう。朱音儀が片目を開ける。ぼくがドギマギしたところで、つとロンドが言った。

「でもちずちず、すごいねっ。お家が本屋さんなんてっ」

「個人経営の零細書店だぜ。潰つぶれる寸前だよ。ま、近所のガキンチョとじいちゃんばあちゃんのためにやってるようなもんだな」

「きみも……ああしてお店に立つのか？」

「ま、時々はな」

「ふうん……」

　こんな綺き麗れいなねーちゃんが店番をしてたら、男の子とかエッチな本とか買いづらいだろうな……とぼくが心の中で思っていたときだった。朱音儀が悪戯いたずらっぽく微笑むとすばやく否定する。

「そんなことない。ときどき中坊がくるよ。恥ずかしそうにそわそわしてな」

「な、なんでわかったんだっ。ぼくの考えてることが」

「ばればれだよ」

　朱音儀がくすりとからかうように言ったときだった。その横で木佐谷樹がいくぶんいらだたしげに問う。

「……そんなことより、そもそもどういう素性の人なの。これから会う人って。秘密主義も良いけれど、少しは教えてくれてもいいんじゃないかしら」

「いい人だよ。すごく。それから……」

「それから？」

　朱音儀は流れる車窓にふっと目をむけた。

「わたしの命の恩人だ」










　やがてぼくらは待ち合わせ場所に到着した。

　そこは街の中心部に建つデパートの屋上だった。四囲を高層ビルで囲まれたそこはひところ流行はやったような小さな屋外遊園地となっており、さまざまなアトラクションが音を立てて稼か働どうしている。いかにも子どもが喜びそうな場所だが、あいにくと平日のせいか客の姿はほとんどない。

　ふり仰あおぐと日差しと共にくっきりと青空が見える。空は突き抜けるように高く、ワイヤーで吊つるされた広告用のアドバルーンが一機、雲の切れ端をかすめるように孤独に遊ゆう弋よくしている。

「……あの、待ち合わせ場所って、ここ……？」

「ああ」

　ぼくの問いに朱音儀はうなずくと俯うつむいてスマホの操作を始めた。ややあって彼女は言った。

「今くるってさ」

　ゴー……と無人のジェットコースターがレールを存分に流れていくのを眺めつつぼくらがどきどきしながらクレープ・ショップの庇の前で待つこと十分。

「いやー、遅れてごめんごめんっ」

　よく通る、涼やかな声に鼓膜を刺激されぼくは顔を上げた。見ると、黒と白の装いに身を包んだ女性が人ひと懐なつっこい笑顔を浮かべ、こちらにまっすぐぱたぱた駆けてくる。

　朱音儀がぴっと指を二本揃そろえて立てる。

「うーす、久しぶり」

「もーっ。なによ、最近ちっとも顔を見せないじゃない」

　腰に手を当てるとその女性は朱音儀を軽くねめつける。目の前に現れた人物にぼくらは拍子抜けした。というのも、超能力者というぼくらの脳内の想像をよそに、朱音儀と親しく言葉を交わすその人は、到底この不良娘なんかとは逆立ちしたってつるみそうにもない、生き真面目まじめで優しそうな女性だったからである。

　ボブカットと言えば聞こえはいいが、限りなくおかっぱに近い黒髪にびっくりするくらい澄んだ瞳ひとみを覆う丸まる眼鏡めがね、どことなく秒針の針の行方ゆくえを追いかけているようなせわしいリズムに富んだその所しよ作さは、規律に喧やかましい学級委員長か、さもなければ図書委員を思わせる。

　ていうかこれ、ぜったいカツアゲする側とされる側だろ。

　元・能力者という肩書きやイメージからあまりに遠く隔たったこの女性（というか女の子）にとまどうぼくらをよそに、ふたりは和わ気き藹あい々あいと久きゆう闊かつを叙していが、ようやく彼女は傍かたわらのぼくらに気がついたのか、その目をむける。

「で、こっちがそのお友達？」

「ああ」

「やほー。初めまして。話は聞いてるよー」

「ど、ども」

　かわいいし、親しみやすそうだけど、こんな人がほんとに能力者？　と思うぼくらに対し「へえー。ふうーん」と彼女は至近距離からまじまじと顔を寄せていたが、やがて屈くつ託たくのない調子であっけらかんと言う。

「しっかし、あなたに友達ができるなんてねー。しかも同じ学校に」

「同じ学年だよ。この子は中等部だから違うけど。これがログでこっちが軍ぐん乃の、あとこのちっこいのがロンドだ」

「こ、こんにちは」

　朱音儀らしいざっくりとした紹介を受け、ぼくらはそれぞれに頭を下げた。

　そんなぼくらに女の子は笑顔で言った。

「初めまして。元・超能力者の蒔まき田たヒルガオです」










　ぼくらは屋上のフードコートに移動した。

「わあー」

　デパートの上に併設された遊園地がめずらしいのだろう。パラソルの下、プラスチック製の椅い子すに腰を下ろしたロンドは目を輝かせてあたりを眺ながめている。その視線の先を、動物の顔がついた車両を連結したパンダの機関車がレールの上をゆっくりと通過していく。

「ごめんね。わざわざ出向いてもらって。今この先のフランス料理店でアルバイトしているんだけど、なかなか忙しくて」

　そう言うと蒔田ヒルガオと名乗ったその女性ははにっこりと微笑ほほえむ。

　朱あか音ね儀ぎの知り合いというからてっきりぐれたヤンキー崩くずれみたいな人を想像していただけに、正反対の人物像を結ぶヒルガオさんの姿にぼくはとまどった。こんな人がホントに超能力を……？　と無遠慮に視線をむけるそんなぼくのまなざしに気づいたのだろう。彼女は笑顔で訊たずねる。
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「なにか？」

「あ……い、いえ。そのう、なんていうか、朱音儀とはぜんぜん接点がないように見えるから」

　ぼくの正直な物言いに朱音儀が短く鼻を鳴らした。

「外見にだまされちゃダメだぜ。この人、鬼おに強つよだから。つーか、ここにいる全員が束になってもこの姉さんには勝てねえよ」

「え……！」

「むかしはね。今はもう、ぜんぜんだから」

　ぼくらの視線が集中する中、蒔田ヒルガオは苦笑して言った。

　聞けばヒルガオさんは今大学一年生らしい。今年の春うちの高校を卒業したということだから、ぼくらにすれば二年先輩のＯＢということになる。朱音儀とは彼女が一年のときに知り合ったという。

　言外にかつての能力者としての実力と凄すご味みを垣かい間ま見せつつ、彼女はその姿勢をあらためると、ぼくらに静かに向きなおった。

「それで、なあに？　わたしにいろいろ聞きたいことがあるんでしょう？」

「や、えーと……。ぼくらは、その───」

　あらためて問われ、ぼくは言葉に詰まった。たしかに聞きたいこと、訊ねたいことは山ほどある。いったいなにから訊ねるべきか、ぼくが思わず目を泳がせたときだった。つと隣の木き佐さ谷や樹ぎが口を開いた。

「蒔田さんは、元・超能力者なんですよね？」

「うん」

「聞かせて下さい。あなたはなんで力を失ったんですか？」

「おい、木佐谷樹───」

　木佐谷樹はいつものようにぴんと背筋を正して問う。そのいささか無遠慮とも言える態度に思わず小声で咎とがめるぼくに対し、この人は特に動じた様子もなくあっけらかんと言った。

「もちろん恋をしたからよ。世界一素敵な恋を」

「…………」

　あまりに堂々としたのろけにさすがに二の句を失う木佐谷樹にむかって彼女は微笑んで続けた。

「というか、あなたももうわかっているんでしょ？　リア充じゆうになると、恋をして幸せになると、わたしたち超能力者は力を失うの」

　一瞬あたりに落ちた沈黙のあと、ぼくはぎこちなく訊ねた。

「あ、あのう、それって、ほんとなんでしょうか……？」

「どうして？」

「や、だって……」

　なんとなく面おもはゆさをおぼえつつ───と同時に、左右両りよう脇わきからなにやら視線を受けているのを感じつつ───ぼくは口ごもりながら言った。

「なんつーかその、今ぼくはそこそこ幸せな方だと思うけど、まだ超能力者のままでいるっていうか、超能力自体は失っていないっつーか……」

「だとしたら、きみのその幸せは本物じゃないか、それともきみはまだ本当の恋をしていないか、そのどっちかね」

「いいっ!?」

　ヒルガオさんに一刀のもとに斬り捨てられ、ぼくは愕がく然ぜんとした。そこへたまりかねたようにロンドが顔を真っ赤にして身を乗り出す。

「あ、あのう、それって確かなんですか……？」

「ていうか、いったいどこまでが本当の恋で、どこからがそうでないのか、その定義を教えていただきたいものね」

「教えてもいいけど、傷ついて泣いたりしない？」

「……どーいう意味かしら」

「ていうか、ログってほんとはだれも好きじゃないの……？　わたしも、ぐんのんも───？」

「ち、ちょっと待てよ。なんだよそれっ」

「そうね。そこがいちばん肝心なところだわ。そもそも獅し堂どうくんは恋や恋愛というものをどう捉とらえているのか、それをとくと聞きたいところだわ」

「って、ぼくのせいかよ」

「ははあ……。よくわからないけど、さてはあなた、女の敵ね」

「知らねーよっ。つーかなんなんだよこの展開はっ」

　ぼくは真っ赤になって絶叫した。見るとロンドはそのほっぺに朱を上らせているし、木佐谷樹も負けじとうなじを赤く染めている。面白そうに傍そばでほおづえをついて見物している朱音儀をよそに、ぼくら三人の脈拍と鼓動と羞しゆう恥ち心しんをひとしきり上げるにいいだけ上げたあと、この、実は相当に性悪らしい元・超能力者の姉ちゃんは朗ほがらかに笑って言った。

「いやー、ごめんごめん。あなたたちがあんまり熱心だから、つい」

　そして笑いを収めて言う。

「でも、これはぜんぶ本当のことなの。そして、だからこそあなたたちのやっていることは正しいのよ。チヅから聞いたわ。あなたたち、青春を取り戻そうといろいろ活動しているって」

「活動……？」

「そ、それって、ブレイカーズのこと、すか？」

「ええ。わたしもお友達がいたら、もうちょっとこの力……ファングと楽に折りあうことが出来たのにって、思うから」

　ヒルガオさんは薄く笑った。

「ファング……？」

「そ、牙きば。わたし、そう名付けたの。自分の見えざる爪牙を」

　そしてヒルガオさんは語りはじめた。

　力という名の己の業ごうを。










「見えざる手で物体を摑つかむ力───それがわたしの能力だったわ」

　自分の背の後ろにあるその「手」の存在に、彼女がいちばん最初に気づいたのは遅く、彼女が中学二年生だった冬の終わりのことだった。

　摑むと言ったが、その言い回しは婉えん曲きよくに過ぎたろう。なぜならその手はあらゆる物体を摑み、裂き、砕き、押し潰つぶす剛力を備えていたからだ。───彼女の意志。そして気分ひとつで。

「……手って……この手ですか？」

「ええ。より正確には手首から先って感じかな。実際にわたしの目に見えてるってわけじゃないのよ。ただなんとなく、感じる雰囲気っていうか。調子の良いときはその巨大な掌てのひらをイメージすることもできたわ。指なんてこーんな長いの」

　指の長さは中指で最大約６メートル……。４トントラックを真横から摑み、握り潰すことが出来た。その鈎かぎ型がたの爪で一筋引っかけば、地面に巨大な溝が抉えぐれた。どんなものでも破壊出来るその背中の見えざる掌を彼女は牙───ファングと名付けた。

　ちなみに十八歳現在、彼女のこの力はほぼ失われたということだから、彼女の異能力はかなり遅く発現し、急激に開花したのち、瞬またたく間に消えていったということになる。いずれにせよこの凄すさまじい力を、彼女は思春期のまさにただ中で抱えることとなった。

「初めは……少し嬉うれしかったかな。ちょっとびっくりしたけどね。でもそのうちすぐ、こわくなった。この力は人を傷つけるのがあまりに容易だとわかったから」

　同じだ、とぼくは聞いていて思った。物理的に作用する能力の現れ方が異なるだけで、きっとこの人もまたぼくらと同じプロセスを歩んだのだろう。力を持ったときの驚き、喜び、そして畏い怖ふと恐怖……。ぼくは身を乗り出して彼女の話に聞き入った。

「高校生の頃がピークだったわ。わたし、子どもの頃から引っ込み思案でね。クラスでもぜんぜん目立たなくて……地味で、自分に自信もなくて。そんな子がある日桁けた外れの力を持ってぽつんとクラスの中に混じっている図を想像してみて？　こわいでしょ。わたしもどうしていいかわからなくて、毎日怯おびえていたわ。まわりを恨んで、どうしてわたしだけって。なんとか飼い馴らしには成功したけど、今でも思うわ。わたし、よく人を殺さなかったって。ほとんどテロリストみたいなものだものね」

　そう言って彼女は遠くを見た。その視線の先にはお母さんと手を繫つなぎ、アスレチック・ランドの方へ駆けていく男の子の姿がある。

　屈くつ託たくない女性と思っていたこの人に秘められていた心の傷を知り、一瞬ぼくは恥じた。まさかこの人にそんな過去があるとは思ってもみなかったのである。彼女の想いを推しはかり、ぼくが沈黙したときだった。ふと彼女が口を開いて言った。

「でもね、ある日突然それが変わったの。わたしは、生まれ変わった。劇的に……たぶんいい方に」

「な、なにがあったんですか？」

「恋をしたの！」

　ヒルガオさんはばんと握り拳こぶしをふたつテーブルに据えると、突然大声を出す。ぼくは思わずのけぞった。

「わっ、びっくりした」

「わたくし、恋をしたのです！」

「や、二回言わなくても」

「わたし、好きな人ができたのっ。生まれて初めて恋したのっ。もうすっごいかっこいい人。背が高くてハンサムで。肌が白くて、指が長くて、困ったとき髪をくしゃってするときの仕し草ぐさが超素敵で、猫に優しくて、たまにつけてくる寝ぐせがかわいくて、眼鏡めがねを外して裸眼で物を見るときの目つきが無防備かつ超セクシーで、ワイシャツの襟えりから一瞬のぞく鎖骨のくぼみがバリ綺き麗れいで、わりと華きや奢しやなのに背中広くてスタイル良くて、なのに野暮ったいダッフルコートを毎日着てくるのがかわいくて、ああもうそれはそれは溶けるくらい」

　そのあと彼女が語った怒ど濤とうのおのろけ話＆昔の恋人（？）の自慢攻撃（いや絨じゆう毯たん爆撃と言うべきか）をいったいどう表現すべきだろうか。ぼくは正直帰りたくなった。だがそんなギャラリーを一いつ顧こだにすることなく、一度火がついてしまったらしいこの腐女子兼元・超能力者の少女は己おのれの過去＆心の内を総ざらいで打ち明けるかの如ごとく、乙女おとめモード全開で語るにいいだけ語り続けた。

「もうファングなんて一瞬でどうでもよくなってた。だれかに五円チョコやるからその力譲ってって言われたら一秒で即交換してたわ。あんなもの、恋に比べたらなんの価値もない。その人とその恋が、わたしにとっては一千億倍くらい大事なもの、この世界の中心となったの」

「……は、はあ」

「はあー……」

　ドン引きするぼくの横で、ロンドは目を輝かせてわくわくと身を乗り出し、夢中になってヒルガオさんの話に聞き入っている。恋バナというものはやはりいつも女の子を惹ひきつける魅力があるらしい。

　その人は都内の大学に通う大学生だった。彼女が勤めたアルバイト先でたまたま先に働いていた先輩で、仕事に不慣れな彼女にいろいろ親切にしてくれたという。当時の彼女はまだ内気で、人前で積極的に話ができるようなタイプでは無かったけれど、不思議と彼にならなんでも話せた。親しくなるにつれ、彼とはいろいろなことを話したり相談したりするようになった。学校のこと、進路のこと、そして、抱えている悩みやだれにも話せないでいる自分の不思議な力について……。

「能力のことを打ち明けたんですか？　……見ず知らずの人に」

「ええ」

　おどろく木き佐さ谷や樹ぎの問いに対し、ヒルガオさんは静かにうなずいた。

「彼は思慮深い人でね。優しいだけでなくて、わたしの言うことを全部黙って聞いてくれたあと、冷静にいろんな忠告をしてくれたわ。わたしは当時自分のことで精一杯だったけれど、でもずいぶん慰なぐさめられたし、救われたように思う」

　そこまで言うと、ヒルガオさんはつと眼鏡を外した。びっくりするくらい繊細で綺麗な顔がそこに現れる。眼鏡のつるを手にしたまま彼女は言った。

「力のことを言えば、その頃がピークだったんでしょうね。彼と出会ったあと、力はどんどん落ちていったわ。でもそれは今になって思うことで、当時は気づかなかった。そのくらい彼に夢中だったから。でも衰えは凄すごかったわ。なんていうか……エンジンがなくなるみたいな感じ。あれ？　わたしどうやって力を出していたっけ？　みたいな。スクーターの鍵かぎをなくしちゃった感じっていうか」

「鍵を、なくす……」

　低くつぶやきつつぼくはそんな自分を想像した。そんなことがありうるのだろうか。

　そんなぼくらを前にヒルガオさんはどう伝えるべきかを一瞬考え込むように「んー」と目線を上げていたが、やがてこちらを見やって言った。

「ね、きみたち。鬱うつのメカニズムって知ってる？」

「鬱？」

「そ。鬱病の、鬱。どよーんっていう、あれ」

　首をかしげるぼくににっこりとうなずくと、ヒルガオさんは言葉を続けた。

「鬱っていうのはね、大抵はナルシシズムからきているんだって。思春期が始まる頃から、わたしたち人は設定した自我理想と現実との距離を計測し、その落差に苦しむようになるわ。みんなそうでしょう？　容姿とか、夢とか、将来とか……。わたしたちはそこにこうなりたい、こんな自分になってみたいという願いをかけ、思いを抱き、……そしてそこにあるどうにも埋められない落差に気づき、へこんだり、傷ついたりするわ」

　いったいこの人は突然なにを言い出すのだろう……というぼくらの視線を前に、彼女は淡々と言葉を続けた。

「言うまでもなく、これは倒とう錯さくよ。だって、その未来とか夢っていうのは、本来この世に一ミリも存在しない架空の世界なんだもの。なのに人は存在しない架空の自分や理想の自分を脳内に設定し、そことの距離を自動計測することによって自分自身に心理的抑よく圧あつをつくり上げることを───かなわぬ夢を抱くことをやめられない。それどころかわたしたちは、そうした己に対する不遇感を心の内側に一いつ旦たんため込んだあと、その内罰的なパワーを時に攻撃衝動として外部へと向けるわ。ね、これって何かに似てると思わない？　わたしたちに馴な染じみ深い、あるなにかに……」

「ま、まさか───」

　はっとするぼくらに対し、彼女はひとつうなずく。

「そ。わたしたちの持つ力───超能力は自己愛から来ているの。架空に架した未来の夢に意図的に破れ続けることで得られる強大な力。自分の希望を担保にすることで動く永久機関。わたしたちの超能力は幼少期はともかく、思春期においては自分の抱いた挫ざ折せつによって生み出されるパワーなの」

　ぼくらは困惑し、顔を見合わせて沈黙した。突然明かされた事実にいったいどう反応していいかわからなかったのだ。一方、ヒルガオさんは自らがもたらしたその沈黙を味わうように口を閉ざしていたが、やがて外していた眼鏡をそっと鼻び梁りようの上に載せ、元の地味な文学少女面に戻ると淡々と言葉を続けた。

「でもね。そうした力も、もし心が満たされることを知ったら……？　心が足あ搔がき、飢えるのを止め、現状に満足することを憶おぼえたら？　当然、力はそれが生み出される根拠を失い、消滅するわよね。リアルが充実すれば、不平は無くなる。わたしが恋をすると超能力は失われると言った意味がわかった？」

「……」

　ぼくらは押し黙った。やがて、とまどいに背を押されつつもぼくはおずおずと訊たずねた。

「そ、それは……事実なんですか。つまり、なにか確証があるっていうか」

「ううん。ぜんぜん。ていうかこれ、噓うそだから」

「へ？」

「噓っていうか、ただの仮説。これは彼が考えたの。わたしの話を聞いて、わたしたちの力についてこういう解釈もできるんじゃないかって。だから今のはただの一般人である彼が思いついたフィクション」

「な、なあんだ」

　ぼくはがっくりと肩の力を抜いた。そして口を尖とがらせて言う。

「一瞬、マジに受け取りましたよ！　ていうか、こんなときに冗談はやめてくださいっ」

「ふふ。ごめん。でも説得力があるでしょ？　少なくともそれを聞いたとき、わたしは腑ふに落ちた感じがしたから。少年。きみはどう？」

「え。い、いや、急にそんなこと言われても……」

　逆に問い返され、ぼくは困惑して口ごもった。今の話には確かになるほどと思えるような真実味があるようにも感じられたが、かといってそれを聞いたばかりのぼくに、その真偽を確かめるすべがあるはずもない。

　ふと木佐谷樹が口を開いた。

「……聞いていいですか？　彼とはその後どうなったんですか？」

　あいかわらずの木佐谷樹の態度にぼくらははっとした。ヒルガオさんは苦笑いして言った。

「ふられたわ。きっぱりとね。告白しないでおくっていう選択肢も考えたけれど……でも、黙っているのはなんだかフェアじゃないような気がして。彼はわたしの気持ちを全部聞いてくれたわ。そしてその上で言われた。今の自分はそういうことは考えられないから、って」

「……辛つらかった？」

　ロンドがそっと問う。ヒルガオさんは首を振った。

「うん。でも、なんとなくわかっていたから。彼の心がどうやら別の人のところにある、ってことは。それがチヅと出会う少し前かな。なんだかずいぶん前のような気がするけど」

「彼に振られたとき、能力は……？」

　つと木佐谷樹が訊ねる。ヒルガオさんは眉まゆを上げた。

「そうねえ。あまり憶えていないけれど、変わらなかったと思うわ」

「なぜ？　あなたのロジックから言えば、恋をして能力が失われるのなら、失恋すれば逆に力は跳ね上がるはずだと思うのだけれど」

「そういえばそうね」

　彼女は逆らわなかった。

「でも……あれはそういう時期だったような気もするし。自分でもいろんなピークがあそこだったと思うから。そのせいかはわからないけれど、それ以降、能力は戻らなかったわ。そんなわけでほらっ。今は真面目まじめに真人間やってます。爪なんか使わず、この腕を使ってねっ」

　ふんっと鼻息荒く、制服姿のヒルガオさんはその華奢な二の腕を可愛らしく持ち上げてみせる。華の大学一年生。学業にアルバイトに日々せわしなく励はげむその姿にかつての超能力者の面おも影かげはかけらも無い。

「そう」

　木佐谷樹もまた深くは問わなかった。そして最後につと訊ねる。

「最後にひとつだけ教えて下さい。───今も、その人のことが好き？」

　ヒルガオさんはなにも言わずににっこり微笑ほほえんだ。

　話は終わった。










　その後、「なにかあったらいつでも訪ねてきなさい。おねーさんがどどーんと相談に乗ってあげるから」という大変頼もしい（？）お言葉をもらい、ぼくらは蒔まき田たヒルガオさんと別れた。

　その帰り道。

　首に巻いたマフラーに顎あご先を埋めるようにしてぼくの隣を歩いていた朱あか音ね儀ぎチヅルがぽりぽりと頭を搔かきながら言った。

「なんか、今日は悪かったな。あんまり役に立たなくて」

　役に立たないというのは先ほどの饒じよう舌ぜつな友人のことを言っているのだろう。珍しく詫わびる彼女に対し、ロンドは明るく言った。

「ううん。そんなことない。楽しかったわ。勉強にもなったしっ、ね、ログっ」

「う、うん。まあ、のろけ話はすごかったけど」

「でも……いいわね。あんなに人を好きになれるって」

　ヒルガオさんの恋物語はこの子の心に深い印象を残したのだろう。ロンドは溜ため息いきをつくようにほっと息を吐いた。ふと木佐谷樹が朱音儀にむかって訊ねた。

「彼女の過去のこと、あなたは知っていたの」

「ん。多少はな。まー、あそこまでがっつり聞いたのは初めてだけど」

「彼女、命の恩人、って……？」

「ああ」

　朱音儀はジャンパーのポケットに両手を突っ込んだまま、短く苦笑した。

「たいしたことじゃねーよ。わたしがぐれてた頃の話さ。調子に乗って死にかけてたところをヒルガオにはいろいろ世話になってね」

　昔語りは性に合わないのか、朱音儀は言葉少なに言う。そんな彼女の横顔を眺ながめ、この美び貌ぼうの不良少女の過去に一瞬思いを巡めぐらせたときだった。ロンドがぽつりと言った。

「でも……みんなは信じる？　あの人の言うこと───いいえ。体験したことを」

　ロンドのつぶやきにぼくらは全員はっとした。そしてそれぞれの表情で口をつぐむ。沈黙が、落ちた。

　ぼくはあらためて蒔田ヒルガオの語った言葉を思い出していた。正直、朱音儀の言うように今日のこの訪問が有益だったかはわからない。だが彼女の言葉、いや、その存在はぼくの心に強く濃厚な印象を及ぼしていた。

　それはたぶん、今までなおざりにしてきた現実を目の前に突きつけられたような感覚だったろう。自分たちにはまだ知らないことがたくさんある、その事実をぼくは今さらのように嚙かみしめていた。

　なにより「超能力を実際に失った人間」をぼくは今日、初めて見たのだった。だがその結果は？　実際、ぼくはアルバイトしているという彼女を見て驚きよう愕がくしたのだった。彼女は生き生きとしており、それどころか自分の能力を利用し、お金を稼かせごうなんてこれっぽっちも考えてはいなかった。超能力に少しも依存せず自分自身の手で新しい人生を生きていこうとしているその姿は胸がすくくらい清々しかった。

　じゃあ、ぼくは？

　お前いったい今後どうするんだ？

　ふいにこの問いを突きつけられたような気がし、ぼくは考え込んだ。

　お前はこの重力と別れる覚悟があるのか？　リア充じゆうになったり恋をしたりすることで仮に力をなくせるとして、お前はそれを望むのか？　というか、そもそも「超能力をなくしたい」という目的を持ちながら、人は無む垢くに、純真に、だれかを好きになったり恋に落ちたりすることが出来るのか？

　……わからない。

　いろいろな想いが胸を過ぎゆく中、ぼくら四人はただただ黙々と帰路についた。

　やがて駅に着き、改札を出て家路へとむかう。いったんロンドを『ドルチェ』まで送ったあと、今度は学校近くの交差点で朱音儀と別れる。

「じゃあね」

「ああ、またな」

　朱音儀の後ろ姿を見送り、ぼくと木き佐さ谷や樹ぎは並んで歩き出した。

　帰り道、木佐谷樹はほとんど口をきかなかった。その横顔はまっすぐ前方へと向けられ、その唇はきっと真一文字に引き締められている。ただ時折、白い息が彼女の口元を彩った。

　やがて彼女の住むマンションの前についた。

「じゃあな、木佐谷樹。また明日ね」

　エントランス前の外灯に照らされて佇たたずむ木佐谷樹にぼくが声をかけたときだった。

「ね、獅し堂どうくん」

　ふと呼び止められ、ぼくは振り返った。木佐谷樹は言った。

「わたしね、信じてみようと思う」

「え」

「あの人の言ったこと。たぶん、あの人……ヒルガオさんは噓を言っていないと思うから」

「あ、ああ」

「きっと私今日、すごく失礼なことをいっぱい言ったのでしょうね。でも……わたしも負けるわけにはいかないから」

「……？　木佐谷樹？」

　ぼくは首をかしげた。外灯の下、木佐谷樹は僅わずかに微笑むとぼくの目を見て言った。

「ねえ、獅堂くん。いつでもいいのだけれど、もしよかったら今度ちょっとつきあってほしいところがあるんだけど」

「い、いいけど」

「ありがと」

　そう言うや、ふいに木佐谷樹はぼくに身を寄せた。気がつくと木佐谷樹の綺き麗れいな瞳ひとみがぼくのすぐ間近にあった。突然ほおに触れた外気の冷たさを感じさせるひんやりとした甘いキスの感触に、ぼくの身体からだはまるで電流が走ったみたいになった。

　かちんこちんに四し肢しを硬直させ、口もきけずにぼうぜんとするぼくをよそに、木佐谷樹はさっと身を翻ひるがえすと肩越しに言う。

「おやすみ。獅堂くん」

「……おやすみ」

　ぼくがかろうじて声を出したのはそれからたっぷり三十秒も経たってからだった。むろん木佐谷樹の姿はない。

　秋の暮れ。波乱含みの空模様はまだ始まったばかりのようだった。










『ドルチェ』に不思議なお客が来たのは、その週末のことである。

　先日の騒動に頭が回りきらず、ぼくがいささか気の抜けた感じでぼんやり店先に立っていたときだ。カラン……というドアの鈴の音にぼくはつと我に返った。見るとお客さんが一人、店の入り口に立っている。

「ごめん」

「い、いらっしゃいませ」

　ぼくは居住まいを正した。

　それは白はく髪はつ瘦そう身しんのおじいさんだった。腰がいくぶん曲がってはいるが、背はすらりと高い。身だしなみのいいどことなく品の良さそうなご老人で、背広姿に山高帽というのだろうか、いくぶん古めかしい帽子を被かぶっている。

「いらっしゃいませ。お席にご案内致します」

　制服を纏まとったＪＪがいつものように折り目正しく応対する。

「うむ」

　鷹おう揚ようにひとつうなずくと、おじいさんは案内された座席に腰を落ち着ける。田舎いなかから都会の観光に出てきたのだろうか。悠ゆう揚よう迫らざる態度の中にも、どことなく砕けた感じのする感じのいいおじいさんである。

「ご注文を承うけたまわりますわ」

「うむ。では、カップチイノをひとついただけるかな」

「かしこまりました」

　カップチイノというその古めかしい言い方にぼくは思わず吹き出しそうになった。僅わずかな笑みを洩もらすＪＪに対し、その美貌に気づいたのだろう。そのふわふわした白髪しらがをくしゃりとひと撫なですると、じいさんはにっこりと微笑んだ。すると厳格さが薄れ、いっぺんに人ひと懐なつっこい表情になる。

「おお、これはお美しい。まさかこんな見み目め麗うるわしい女性がいるお店に巡り合うとは」

「まあ。恐れ入りますわ」

「お嬢さんはこちらでおつとめかの？」

「はい。さようでございます」

「どうかな。お嬢さん。天気も良いことだし、よろしければこれから小しよう生せいと散歩でもいかがかな？　イタヤカエデの紅葉もみじが綺麗ですぞ」

「いっ」

　ぼくは呆あきれた。おどろいたことにこのじいさんはよりにもよってこのＪＪをナンパしているらしい。命知らずな振る舞いに思わず息を吞のむ。というのもこの『ドルチェ』の華として、この美貌の女性に対しては開店以来多くの熱烈な信しん奉ぽう者しやがおり、多数の男性が彼女の心を得ようと無謀な試みを企くわだてては、その全員が見事に玉ぎよく砕さいしてきたからである。

　さすがのＪＪもこの堂々としたお誘いにはおどろいたのだろう。目をぱちくりさせていたが、あまりご老人を邪険に扱うのもどうかと思ったのか、虫も殺さぬ笑顔で婉えん曲きよくに断っている。

「とても光栄ですわ。ですがせっかくですけれど、仕事中ですのでご遠慮させていただきます」

「なに。わしはいくら後でも構わんよ。お美しいレイディの時はダイヤモンドより貴重じゃ。ご予定が済むまでいくらでもお待ちいたしますぞ。あなたのように美しい方のために時を費やすのはむしろ小生の喜びとするところですじゃ」

「まあ」

　まんざらでもなさそうにＪＪは表情を和やわらげる。この人のガードが下がるのをぼくは初めて見たような気がしたが、彼女もさるもの、すぐさまおだやかに切り返す。

「ありがとうごさいます。それではとりあえずご注文の品をお作りする時間をいただけましたら、その貴重な時をわずかながら短縮することが出来ますわ」

「結構。ではお願いするとしよう」

「かしこまりました。それでは少々お待ち下さい」

　あくまで余裕たっぷりにＪＪを店の奥に下がらせると、じいさんはふと声を上げる。

「これ、これ、そこの給仕」

　ぼくは思わずきょろきょろと店内を見渡した。そして訊たずねる。

「あのう、ぼ、ぼくのことですか？」

「ほかにだれがおる。新聞を一部たのむ」

「は、はいっ」

　たまりかねて背中でかすかに吹き出すＪＪの忍び笑いを耳にしつつ、ぼくはじいさんのところへ今朝届いた朝刊を差し出した。じいさんはそれを開くや折り目正しくきっちり二つ折りにし、鼻先に丸まる眼鏡めがねを載せると読みはじめる。

　そしてややあって言う。

「なかなかよい店じゃのう」

「あ、ありがとうございます」

「いつオープンしたのかな」

「え、ええと、まだ開店したばかりです。その、今後ともよろしくごひいきに」

「うむ。それにしても『ドルチェ』とはよい名前だ。イタリア語じゃな」

「は、はい」

「だれがつけなさった」

「わたしですっ」

　とそこへ、ふいに元気な声がした。おどろいてぼくが振り返ると、なんと『ドルチェ』の愛らしい制服を身につけたロンドが得意満面で香りの燻くゆるカップチーノを載せたトレーを抱えて立っているではないか。

「お待たせしました！　ご注文の当店特製、『ロンドのスペシャル・カップチーノ』でございます」

　一瞬あっけにとられた後、ぼくはあわてて小声で訊ねた。

「おい、なにやってんだよ」

「なにって、お手伝いよ。そんなの決まってるでしょ」

「お手伝いって……きみな。ＪＪさんの許可は取ったのかよ」

「いいじゃない。ちょっとくらい。わたしがオーナーなんだから」

　互いに肘ひじで脇わきをこづきあうぼくらをよそに、じいさんは目を細めてロンドの姿を見やると相そう好ごうを崩くずした。

「ほほう。これはまたかわいい娘さんじゃ。見たところいささかお若いようだがいくつかの？」

「十四歳です」

　というかこれは法的に許されるのか……とこめかみを押さえるぼくをよそに、老人はさも感心したように深々とうなずく。

「ほう。その年で働きはじめるとはなかなか豪ごう気きなことじゃ。学校は通っていなさるのかな？」

「はい」

「勉強は楽しいかね」

「はい。毎日すごく充実しています」

「うむ。けっこうけっこう。うちの孫娘どもにも聞かせてやりたいくらいじゃ」

　すっかり好こう々こう爺やとなったじいさんは二度三度うなずくと、美味おいしそうにカップに口を付ける。ひょうきんながらどこか教育者のような雰囲気を持つこのじいさんの不思議な佇まいに、ぼくとロンドはしばし見入った。

　やがてカップチーノを綺麗に飲み干すと、じいさんは白い口くち髭ひげを整えて、ゆっくりとその長身を立ち上がらせる。

「うむ。滅めつ法ぽううまかった」

「あ、ありがとうございます」

「ところで駅はどっちのほうかの？」

「え、ええと……ここをまっすぐいって、それから交番の角を左に曲がって───。地図でお書きしましょうか？」

「よいよい。歩けばわかるじゃろう」

　入り口のところで山高帽を再び白頭の上に乗せると、じいさんは思い出したように立ち止まった。そして振り返って言う。

「あの麗しい侍女さんによろしくな。今度あらためてまたお誘いにうかがうと」

　茶目っ気たっぷりにそう言うと、じいさんはぼくらに向かってウインクを残し、飄ひよう々ひようときびすを返す。

「ありがとうございましたー」

　そののっぽの後ろ姿を見送ったあと、ぼくらはなんだか気が抜けてほっと息をついた。ぼくはぽりぽりと頭を搔かいて言った。

「……なんか、へんなじいさんだったなあ。何者だろ」

「でも、なんだか懐なつかしい感じの人だったわ。むかし、どこかで会ったことがあるような───」

　ふと、ロンドがつぶやくように言った。
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　時が流れた。

　十月もはや最初の週を過ぎ、『ドルチェ』の壁に貼はってあるカレンダーの日付も、月末のハロウィンにむけ、日の経過を示す×印が増えていく日々である。

「はあ」

　そんな中、ロンドは今日も机にむかっている。

　むろんこれは来たるべき長老会議のための準備である。その席上、居並ぶお歴れき々れきの面前で恥をかかずに星ほし降ふり家の次の当主としてふさわしい教養と振る舞いを見せるためで、彼女はこのところ毎日のように本を広げては魔女の歴史やその成り立ちについて最後の追い込みに励はげんでいた。

　鉛筆を片手に渋じゆう面めんをこしらえるロンドを前に、ＪＪの凜りんとした声が響く。

「……というわけで、セバストーポリ要よう塞さいの陥かん落らくによりクリミア戦争は終結し、翌一八五六年三月にパリ条約が成立しました。歴史学者の多くが認めるように、この戦争では産業革命を経験したイギリスとフランスに対し、それを経験していないロシアとの間で決定的な国力の差があらわになったわけですが、一方で、この戦争の結果は欧州全土に住む魔女たちにも大きな影響を及ぼしました。しだいに高まる地域のナショナリズムの台たい頭とうを受け、当時の東欧魔女連合は『コーダ魔ま導どう体たい系けい』に対し独立を宣言。翌一八五七年には……」

「ち、ちょっと待って、ＪＪ。頭がこんがらかって、脳細胞がかちかちのカステラみたいになってきちゃったわ。ちょっと休きゆう憩けいしておやつにしましょう」

「なにを仰おつしやっているんです。まだまだお勉強はこれからですよ。次はいよいよ一九世紀末の魔女たちによる東洋世界へのアプローチについての講義。これは、ロンド様の出しゆつ自じにも大きく関わる問題ですから大変重要ですよ。さ、ノートを開いて」

「うう。血糖値の不足だわ。チョコレートサンデー食べたいわ」

　ロンドは肩を落としてぼやいた。

　もっとも彼女が愚ぐ痴ちるのも無理はない。宗そう家けの思惑おもわくと挑戦を受け、長老会議に参席すると決意したその日以来、ロンドはＪＪのマンツーマンの指導の下、ずっとこうして魔女についての勉強に取り組んでいたからである。

　なにせ『コーダ魔導体系』と言えば世界の魔女を取り仕切る総本山、いわば秩ちつ序じよそのものといっていい。そこで一人前として認められるためには参列メンバーの名からその人物、人となり、人間関係、グループ間の勢力図、さらには『コーダ』組織の成り立ちやその歴史に至るまでありとあらゆる情報を把は握あくしておかねばならないわけで、半年前まで病人としてベッドに寝ていたロンドの社会復帰（？）の第一歩としては少々酷と言えなくもない。

　だが長年この子に連れ添ってきたこの侍女さんとしては、なんとしてもこの機会にロンドを光の当たる舞台で返り咲かせたいという想いがあるのだろう。最近は受講生としてぼくまで巻き込んで講義をする傍かたわら、頭にねじり鉢巻きをして暗記に励むロンドに対する指導はまるで教育ママの如ごとく熱を帯びている。

「さ、問題です。かつて『選帝侯会議』と称され、現在の『コーダ』の母ぼ胎たいでもある九人の魔女たちによる連立組織『シュロス』が初めての会議を執り行ったのはどの地においてですか？」

『ドルチェ』のプライベートリビング。黒板の前で並んで講義を受けるぼくらの前でこの侍女さんは熱心に白チョークを振るう。

「え、ええと……あれ、どこだったっけ？　ええと、確かウィーン……じゃなくて、リンツ、はちがったし……う、うーん。ザンクト・ペルテン……？」

「いーえ。ちがいますわ」

　ＪＪはきっぱりと首を横に振ると、表情を和やわらげ励ますように言う。

「さあ、ロンド様。最後の追い込みです。魔女の近代史について、この単元を終えてしまうまでもう少しがんばりましょうね」

「……うう。は、はい」

　ぼくの傍らでロンドは消え入りそうな声でうなずいた。










「あーあ。こんなことなら長老会議に出るなんて言わなきゃよかった」

　二時間後。

　この日も早朝から机にむかっていたロンドは疲れたのだろう。こてんと机に突っ伏し、深い溜ため息いきをついた。連日続くテスト勉強にさすがに気力も萎なえかけてきたのか、机に頰ほおを押し当てたまま身じろぎもせずに愚痴をこぼす。

「わたし、ハロウィン祭のしたくだってあるのよ。魔女の衣装の仮縫ぬいだって済ませてないのに」

　そう言うとロンドは頭をもたげ、うらめしそうに壁に掛かったハロウィンの衣装を見やった。黒ローブにとんがり帽子、そして樫かしの杖。いずれも自分で拵こしらえたコンテスト用の衣装である。が、勉強にかまけるあまり、最近のロンドはこれに袖そでを通すどころかろくに教室にすら顔を出せないありさまである。

「はあ」

　いささか気持ちが低空飛行を始めたロンドに対し、一方でぼくもまた気持ちが沈み込むのを感じ、溜息をついた。それはこうしてロンドと共に「魔女の通史」の勉強をするほど強くなり、しだいに大きくなりはじめていた。

　といって、むろんぼくがこの勉強がイヤだったというわけではない。むしろ初めて聞く魔女の歴史はおもしろかったし、とても興味深いものだった。だが、こうしたことを続けるほどに、この先にある現実……つまり、ロンドが正式に魔女になるという情景がここに来てありありと実感できるようになり、そのことがぼくにこの勉強全般、ひいては一度は応援したはずのロンドが試験を受けることそのものに対してすら、今いち気持ちが乗り切れない原因となっていた。

　むろんロンドはそんなぼくの気持ちなど知るよしもない。ぼくもまた自分の気持ちを強いて無視して傍らにつきそっていたが、弾まぬ気持ちはいかんともしがたい。長老会議への参加決意以来、彼女は毎日のように机にむかっていたが、そのたびにぼくを勉強に誘うことがぼくには少しずつ重荷になりはじめていた。

　ぼくは勉強会をたびたびさぼるようになり、そんな日はロンドはひとりで勉強する羽目になった。当然、ロンドは翌日ぼくをなじり、ぼくはそれを避けるために自然『ドルチェ』から足が遠のくようになった。ロンドがそんなぼくに対し徐々に不満を募らせていった───。

　そんな、ある日。

　その日ロンドは朝から機嫌が悪かった。ぼくが何度目かの遅刻をしたからである。どこか不穏な空気が流れる中、ロンドは大むくれで机にむかい自主勉強を始めたものの、三十分後、燻くすぶり続けていた火種はとうとう爆発した。きっかけはロンドの問いかけをぼくがうっかり聞き逃のがしてしまったことだった。

「ちょっと、ログ。聞いてるの!?」

「あ、ああ」

　ぼくははっと我に返ってあわてて取り繕つくろったが、遅かった。どうやらぼくはぼんやりするあまり、ロンドの言葉の大半を聞き逃していたらしい。

「もう。ログったら、ちゃんと人の話聞いてよ」

「ごめん。ちょっと疲れてて」

「わたしだってよ。このところ毎晩二時までお勉強だし、ハロウィン祭の準備だってしたいのにぜんぜん進んでないし。なのにログったら、いっつも上の空で」

「だから謝ってるだろ。悪かったって」

　そこでやめておけば問題はなかったのだろう。が、ぼくはつい余計なことを言った。

「ていうか、自分で決めたことなんだからがんばれよ」

「なによそれ」

　急にロンドが眉まゆを逆立てた。そしてきっとぼくを睨ねめつける。

「なによそれ。他人ひと事ごとみたいに。わたしがんばってるわっ。これ以上どうがんばれって言うのよ。もうマックスよ」

　かちんときた様子のロンドに、ぼくは自分が地雷を踏んだことに気がついた。

「ごめん、ぼくが言いたいのはそういうんじゃなくて……」

「なによ。ログったらいっつもだらだらして。今日だってまた遅刻してきたじゃない。わたし、ぜったい明日は遅れないでねって、昨日あんなに言ったのに」

「いや、ごめん。ちょっと昨日遅くて……」

「遅いのはわたしよっ。このところ毎晩だわ。なのにログったら、わたしが勉強してる横で本を読んであくびばっかり」

「や、それは、だから少しでも魔女のことを知ろうと……」

　ぼくは懸命に弁解したが時既に遅し。よほど鬱うつ屈くつが溜たまっていたのだろう。ロンドは語ご彙い豊富にあらゆる角度から罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせていたが、ふいに憎々しげに言った。

「ふん。どうせログはわたしのことなんか、大して好きじゃないんだもんね」

　ぼくははっとして面おもてを上げた。

「な、なんだよ、それ」

「ヒルガオさんこの前言ってたもん。恋したら、だれかを好きになったら、超能力は落ちるって。なのにログの力はふだんのまんま。ということは、ログはわたしのことなんかべつにたいして好きじゃないのよ」

「は、はあ？　そんなのかんけーねえよ。そもそも、まだ力と気持ちが繫つながってるって決まったわけじゃないじゃないかっ」

　心に刺さった棘とげのようにずっと気になっていた引け目を容よう赦しやなく指摘され、ぼくは思わずかっとなって叫んだ。負けじとロンドは応戦する。

「でも、きっとそうよ。だってそうじゃない。だってログ、こんなに冷たいし」

「だからどーいう理屈なんだよっ。関係ないだろ。確かなことなんかまだぜんぜんわからないのに、そんなの信じる方が大間抜けだい」

　売り言葉に買い言葉。このあと、幸い記憶にふたがされていてどんな言葉が飛び交ったのかはよくおぼえていない。ただ当時の状況と、現在の自分の顔の損傷具合から鑑かんがみるに、すったもんだの修しゆ羅ら場ばの後、最後に硬い物体と共にこの言葉が飛んできたことだけはたしかだ。

「ログのばかーっ」

　ごつん。

　飛来してきたロンド愛用の鉛筆削りを顔面に受け、ぼくはひっくり返った。鼻血が出る。

「もういいっ。ログなんて大っきらい。あっちいっちゃえーっ」

　ロンドは目尻に涙を溜めて叫ぶや、ぷいとそっぽをむく。

　ぼくは『ドルチェ』を追い出された。










　こうしてぼくはささいなことでロンドと口論をしてしまった。

　実際、これだけの大喧げん嘩かをしたのはこの夏ぼくが下着姿の木き佐さ谷や樹ぎと教室にいっしょにいたのを見られたとき以来といっていい。

　冷静になってからぼくはすぐ仲直りを試みたものの、一度損なってしまったこの子のご機嫌が簡単に修復するはずもない。例によって完全な籠ろう城じよう状態に突入してしまったロンドに対し、ぼくはしょんぼりと鍵かぎの掛かった彼女の部屋の前で立ち尽くすこととなった。

「はあ」

　翌日。

　その日何度目かの呼び出しにも応える様子のないスマホを切ると、ぼくはとぼとぼと街の表通りを歩き出した。

「……なにやってんだろ、おれ」

　季節は秋。もうすっかり日本に定着したのか、通りはハロウィン一色に染まり、華やいだ空気に包まれている。そんな中、ぼくは鉛なまりのような気分を抱えて深い溜息をついた。ロンドの試験日までもういくらもない。本来ならがんばっている彼女を応援せねばならない立場なのに、逆にロンドの心を騒がせてしまっている。

　むろん悪いのはぼくだ。

　ぼくはふと喧嘩の一因となった自分の左手を見た。重力の宿った、そして妙に宙ぶらりんなぼくの左手。恋をしたら超能力がなくなるどころか、これまでのところその兆候は一切ない。ぼくはそれがうらめしかった。

　くそっ。こんなことなら、いっそ木佐谷樹みたいにはっきりした形で力が落ちてくれたらよかったのに。

　そんなことを考え、ぼんやり駅前を歩いていたときだった。

「ん？」

　ぼくは駅の改札の前で立ち止まった。ホームに着いた列車から降りてきた乗客の中に、かっこいい女の子を見かけたような気がしたのである。ジャンパーにマフラーというその飾らないラフな格好と抜群の美び貌ぼうで一目で朱あか音ね儀ぎと知れる。

「あか───」

　声をかけようとして、ぼくははっと言葉を吞のんだ。彼女の横にだれか人影があることに気がついたのだ。見ると初老の男性がひとり彼女の傍かたわらを歩いている。

　その背の高い人物の顔を見、ぼくは目を見開いた。

「……松まつ岡おかさん!?」

　それは、紛まぎれもなく星ほし降ふり家の執事さんだった。思わず立ち止まるぼくをよそに、ふたりは顔を寄せ、なにやら笑顔で語り合いつつ、肩を並べて改札を出ていく。その親しげな様子はぼくの足をすくませるに充分で、ぼくはあわててきびすを返した。

　夜の雑踏の中、早足で歩くぼくの脳のう裏りに今見た光景がぐるぐると回る。

　べ、べつに気にしねー。朱音儀は美人だし、大人っぽいし。松岡さんはいい人だし。ただなんというか、ちょっとおどろいただけって言うか。うん。

　どうしてあのふたりが……というおどろきの気持ちとそのおどろきを理性でねじ伏せようとする気持ち、その妙な葛かつ藤とうの中、ぼくは足の速度を速めた。その揺れ動く気持ちはどこかここ最近胸の奥に澱よどんでいた重い気分と重なり、ぼくは溜ため息いきをついた。うまく言えないけど、急に自分が酷ひどく子どもになったような気がしたのだ。べつに、あのふたりの姿を見たからじゃない。年下の女の子と喧嘩して、ぐちぐちとぼやいている自分がひどく情けなく思えたのである。

　どれぐらい歩いたろう。足任せに雑踏を抜け、ぼくはいつの間にか路地にまで入り込んでいた。

「はあ」

　そこは家にほど近い住宅街の一角だった。ぼくは道の中央で立ち止まった。そして空を見上げる。

　じきハロウィンがやってくる。ロンドの運命が決する日がもう間近に迫っているというのに、ここ最近の自分のていたらくはなにごとだろう。明確に自分というものを持ち、それぞれに動き出している周囲の女の子たちの間にあって、ぼくひとりだけが中途半端だ。腰が定まらず、ふわふわ頼りなく、具体的な目標もない。

　いったい自分はなにをしたいのか。

　そもそもなにを求めているのか。

　あの日、デパートの屋上で蒔まき田たヒルガオさんの言葉を聞いて以来、ずうっと胸の中に巣くっていた気持ちがあらためて押し寄せ、ぼくは肺が潰つぶれそうなほど大きな溜息をついた。そして背を丸めてとぼとぼ歩き出す。

　そのまま家の近くまで来たときだった。

「……ん？」

　ぼくは前方に人影があるのに気がついた。見ると電柱に背をあずけるようにして女の子がひとり立っている。外灯がその足下に小さな影を落としている。

「よっ」

　夜気の中、マフラーに顎あごを埋め、両手をポケットに突っ込んで立っていた朱音儀はぼくを見やるなり、ひょいと手を上げた。その拍子に白い息がこぼれる。

「……あ、朱音儀。ど、どうして───」

　たった今駅で見たばかりなのに……と、そこまで考えたところでぼくは首を横に振った。ばかばかしい。相手は距離を一瞬で無化できるテレポーターではないか。

　そんなぼくに対し朱音儀は僅わずかに口の端を持ち上げて微笑ほほえむと、軽く顎を傾けて言った。

「ちょっとつきあえ」










　彼女のむかった先は近くの神社だった。

　べつに郷土史や観光ガイドに取り上げられるほどの大した由緒もない、ごくふつうの地元の神社である。でもぼくらにとっては馴な染じみの、そして通い慣れた神社だった。

　その境けい内だい。

　手すりなしの石段を登りきった高台の上。いささか年季の入った注連しめ縄なわの掛かった石の鳥居を潜くぐったところでぼくらは背後を振り返った。ここからは学校が見えるはずだったが、すでに日が完全に落ちた四囲は深い闇やみの中に溶け、なにも見えなかった。

「このへんも変わらないなー」

　杉の木が並んで生えているだけの閑かん散さんとした境内を見渡して朱音儀が言う。その言葉にぼくはふとこいつが同じ地元民であることを思い出した。

　ぼくは訊たずねた。

「いつ、ぼくに気づいたんだ？」

「べーつに。ただ、駅でしょぼくれた根暗そうな奴やつを見かけたからさ。ひょっとしたらお前かなーと思って」

「根暗で悪かったな」

　ぼくはむくれた。

「……その、松岡さんとは別れてきたのか？」

「ん。ああ。帰る道ちがうしな」

　あっけらかんと言うと朱音儀は柔らかく微笑んだ。ぼくはわけもなく赤面した。

「な、なんの用だよ」

「いや。べつに。ただ、お前がなにかわたしに言いたいことでもあるんじゃないかと思ってさ。こうしてわざわざ出むいてやったんだ」

「な、ないよ。なんだそれ」

「噓うそつけ。すげーしょぼくれた顔してるぜ。捨て犬みたいなな」

「こ、これは地顔だよ。いいからほっとけよ」

　朱音儀は鼻で笑った。

　そしてその茶髪の頭をぽりぽりと搔かくと、ぼくにゆっくりと近づく。長身の朱音儀に目前に立たれ、ぼくはわずかに怯ひるんだ。

　この不良少女はその美貌をほころばせるとぼくの目を覗のぞき込んだ。そしてうながすように言う。

「話せよ」










　結局───。

　ぼくはなにもかも朱音儀に話してしまった。

　つまらぬことでロンドと喧嘩してしまったこと。ロンドの力になるはずが全然なれていないこと。逆にあの子の心を騒がせてしまってばかりいること。

　そもそも自分は本当にロンドに魔女の資格を得てほしいのか、よくわからなくなってきていること。もしロンドが本当に魔女になってしまったらあの子と今までのようなつきあいはできないのではないかという懸け念ねんや、今後、自分はどうしたらいいのだろうという悩み、さらには先日のヒルガオさんの言葉にもかかわらず、自分の超能力が落ちる気配がまったくないといういらだちも含め、今自分が抱いだいている想いや葛藤のすべてを、気がつくとぼくは彼女に洗いざらいぶちまけていた。

　そんなぼくに対し、朱音儀はなにも言わなかった。

　ただ不信心（？）に、鳥居の柱にもたれて黙ってぼくの言葉を聞いていたが、やがてあっけらかんと言った。

「お前、アホだろ」

「な、なんだよ。アホって」

　むっとするぼくに、朱音儀はつけつけと言った。

「アホだからアホって言ったんだよ。なんだよ。いかにも悩める青年って感じだったからどんな悩みを抱えてるかと思えば……そんなくだらねーことかよ。聞いて損した」

「う、うるせー。自分から訊ねておいてその言いぐさはないだろっ」

「お前さ、自分のことも自分で決められないのか？　前々から思ってたけど、ロンドにせよ、軍ぐん乃のにせよ、お前のまわりの女の子の方がよっぽどお前より男らしいし、腹も度胸も据わってるよな。お前はびびりで、へたれで、しょぼすぎだよ、ログ」

「……う」

　滅めつ多た切りにされ、ぼくは沈黙した。ぼくをあっけなくコーナーに追い詰めたあとも、この不良少女はなおも言葉を続ける。

「つーかさ、話聞いてると、お前はロンドのことをぜんぜん気遣ってないよな。応援してるようでぜんぜん応援してないつーか」

　虚を突かれ、ぼくは一瞬鼻はな白じろんだ。それからあわてて反論する。

「し、してるさ。応援してるよ。めちゃくちゃ。気も遣ってるし」

「気遣いなんて、あの娘が求めてるとも思えないけどな。つうかそれって、全部お前の都合だろ」

「……！」

「ロンドが偉い魔女になってしまったらどうしようっていう不安も、あいつが高たか嶺ねの花になったらもうてめえが相手してもらえないかもっていう心配も、好きな女がいるのに能力が消えないっていう焦りも、みんなみんなてめえの都合じゃねえか。勘違いするな。お前はロンドに自分の事情をひっかぶせて、自分の心配しかしてないよ」

「…………」

　辛しん辣らつなその言葉はまるで鋭いメスのようにぼくの甘い性根を切り裂いた。打ちのめされ、ぼくは沈黙した。朱音儀の言葉が真実を穿うがっていることに───ぼく自身の覚悟の不徹底さを正しく言い当てていることに気づいたのある。

「……で、でも」

　足下に視線をさまよわせ、意味もなく声を絞り出すぼくに対し、朱あか音ね儀ぎはいくぶん口調を和やわらげて言った。

「わかるか？　こういうのは自分ひとりで舞い上がっていても駄目なんだよ。お前は優しい奴かもしれないけど、そっち方面に関してはさっぱりだよな。ま、最初に会ったときから疎うとそうな奴だとは思っていたけど、今のお前は女を駄目にする、いない方がいい典型的な奴になってるよ」

「き、きみにそんなこと言われる筋合いはねーよ。ぼくとロンドのこと、なにも知らないくせに」

「確かにそうだな。じゃあ聞くけど、お前、軍乃をどうするつもりなんだよ」

「！」

「あいつ、このところ口数が減ったしいつも俯うつむいてるぜ。お前がだれとつきあおうと自由だけど責任は取れよ」

　ぼくは思わずかちんときて叫んだ。

「じゃあどうしたらいいんだよっ。ぼくだって木き佐さ谷や樹ぎの気持ちに応えてやりたいさ。ロンドのすることだって全力で応援してやりたい。でも、この嫌がらせみたいな魔女の試験で、万が一あの子の病気がぶりかえしでもしたらどうするんだよ！　きみは今の元気なロンドしか知らないかもしれないけど、あいつがどんだけ天文学的な確率でこの世に舞い戻ってきたと思ってるんだ。あんな奇跡、もう二度と起こらねーよっ」

「…………」

「他人ひと事ごとだからって簡単に言うな。死にかけてる子を好きになった奴の気持ちがきみにわかるか!?　あんな想いは二度とごめんなんだよ。ぼくはロンドを護まもりたい。あいつはぜったいに幸せにならないといけないんだ」

　暗い境内の中、ぼくの絶叫がこだまする。自分が頑がん是ぜ無い子どもみたいに感情をまき散らしていることに気づき、ぼくは我に返って赤面した。

　ぼくの頭が冷えるのを待っていたのかどうかはわからない。朱音儀はまるで星でも探すように鼻先を空に向けていたが、ややあって口を開いた。

「わたしは恋愛相談はしないことにしているんだ。面倒くさいし、ややこしいことはごめんだからな。でも……」

　彼女はふいに言葉を切って言った。

「そうだな。もしわたしに勝てたら助言してやらないこともないぜ。今後お前がどうすべきかを、な」

「は？　勝つ？」

　ぼくはぱちぱちと瞬きをした。

「勝負しようってことさ」

「はあ？　なんの冗談だよ。何が悲しくてこんな寒い夜にタイマン……」

　その瞬間、ぼくは声をつまらせてのけぞった。一拍遅れて、朱音儀の二の腕で強く首をホールドされている自分に気づく。

「タイマンがなんだって？」

「……あ、朱音儀。お前……」

「なんだよ。てんでだらしがないな。軍乃の話だともうちょっとやると聞いていたが」

　この不良少女にテレポートで背後に回られたことにようやく気づき、ぼくは低く喘あえいだ。

「いきな……ずるい……ぞ……」

「どうした？　その程度か。まー、喧けん嘩かの素人しろうとならこの程度かな」

「あいにくプロになった憶おぼえはねー……よ」

　かすれ声でそう言いつつぼくは僅わずかに両脚の幅を広げた。仕方ない。朱音儀を傷つけるのはイヤだけど、ここは最低限の力で……。

　ぼくは背後を取られた姿勢のまま靴底に重力を流した。そして地面を這はわせ、近くに立つ石いし灯どう籠ろうに重力を集中させる。とたんに首根っこを引っぱられるように朱音儀がぼくの背から離れる。

「───！」

　が、ぼくが自由になったのもつかの間だった。朱音儀が消えた、と感じた次の瞬間、ぼくの頭上に黒い影が落ちる。

「!?」

　見上げたときには朱音儀は既にテレポートを完成させ、ぼくの真上にいた。鋭く伸びてきた手を逃のがれてぼくはとっさに身体からだをねじったが、遅かった。左腕を摑つかまれたと感じた次の瞬間、ぼくはあっという間に関節を取られて朱音儀に背後から羽は交がい締めされていた。

　くそっ、なんでこいつはこんなに背後と関節を取るのがうまいんだ!?

　振り向く間もない。瞬またたく間にバックを取られたぼくの腕と首を、朱音儀は容よう赦しやなく締め上げる。女子の平均身長をはるかに超える長身だけにそのリーチは長く、容易に外すことができない。

　ていうか、これほとんど異種格闘技だろ。

「……ぐっ」

　息がつまる。意識が遠のく。

「ほれ、どうした？　降参か」

　かつて強面こわもてのヤンキーだった頃の素顔を垣かい間ま見せ、朱音儀は耳元で囁ささやく。耳じ朶だにその熱い吐息を感じ、ぼくは初めてこの少女に恐怖を感じた。

「軍乃はもっと強いだろうな。恋をしても消えないお前の超能力はその程度か？」

　この野郎！

　瞬間、ぼくはかっとした。そして腹をくくる。女の子相手に本気だの手加減だのなどと言っていられない。あの夜、ロンドに化けて木佐谷樹を誘惑したグラツィアーナに対して感じた怒り、それに匹ひつ敵てきする気持ちを甦よみがえらせなければ、ぼくは朱音儀と一秒だってまともに対たい峙じすることはできない。

　朱音儀が囁く。

「どうだ？　少しはわかったか。自分がなにをすべきか」

「……ああ。わかったよ」

　薄れゆく意識の中、ぼくは声を絞り出した。そして必死に腰をくつろげ、膝ひざ下を可能な限り柔らかくする。

　次の瞬間、ぼくはありったけの力を解放し、背後の杉の幹にむかって朱音儀ごと自分の身体を叩たたきつけた。

　ぼくの意図を素早く察したのだろう。朱音儀がテレポートをする気配を見せる。が、ぼくはそれを許さなかった。一瞬緩ゆるまった腕の力を見逃のがさず、ぼくはすかさず重力を全開にして今度は足下の大地に流すと急停止してぼくらの身体がつんのめった瞬間、その勢いを利用して朱音儀の腕を取るや思いっきり彼女を背中で撥はね上げる。

「───！」

　朱音儀の身体が宙を舞った。

　が、彼女が地面に叩きつけられることはなかった。素早く重力のくびきから逃れた朱音儀は、数メートル離れた本殿のそばに軽やかに着地する。

　と同時に、それがぼくの限界だった。ぼくはぶっ倒れた。新鮮な空気を求めて喉のどと肺が悲鳴を上げる中、腰から崩くずれ落ちたぼくは犬のように喘あえぎ、何度となくむせた。

　見ると、朱音儀の着ていたジャンパーだけがぼくの手の中にある。

「───ん。まあ、こんなところか」

　厚手のセーター一枚を身につけた木佐谷樹がぽりぽりと頭を搔かきながら言う。どうやら彼女はぼくが投げ飛ばした瞬間、ジャンパーだけを残し瞬間移動していたらしい。

　いまだ口もきけずに肩で息をするぼくに対し、朱音儀は近づくと手を差し出す。

「ほれ。立てるか」

「あ、ああ」

「つーかお前、がんばりすぎだよ」

　ぜーぜーと息を吐くぼくを呆あきれたように見やると、朱音儀は笑って言った。

「どうだ。少しはすっとしたか？」

「朱音儀───……」

　ぼくは彼女を見上げた。そしてかろうじて無言でうなずいた。

「上着返せよ。寒いから」

　そこまで言われて、ぼくは自分がいまだ彼女のジャンパーを握りしめていたことに気がついた。「あ、ああ」とぼくの差し出したそれを再び羽は織おると朱音儀は飄ひよう々ひようと歩き出した。そしてちらりと肩越しに振り返って言う。

「……ロンドも軍ぐん乃のもいい子だ。ま、あとはしっかりやんな」

　そう言うと朱音儀は去っていく。真っ赤になった喉をさすりつつ、ぼくはようやく息を吸い込むとその不良少女にむかって声を投げた。

「朱音儀」

「ん？」

「───ありがとう」

　朱音儀は無言で片手を上げた。










　夜気の中、外灯に照らされ『ドルチェ』はその偉容を留とどめていた。

　舗ほ道どうに佇たたずみ、ぼくはその重厚な佇まいを眺ながめた。ライトを点ともした車が、時折車道を通りすぎていく。

　かつてロンドが一目惚ぼれして購入を決意した屋敷である。すでに扉に「closed」の看板が提さげられているのを確認し、ぼくは店の背後にまわった。頭上の高い位置に小さな出窓がある。カーテン越しに明かりが漏もれているところを見ると、住人はまだ起きているらしい。

　壁に手を掛けたところで、ふとぼくの胸に妙な背はい徳とく感かんがよぎった。以前は感じなかったその気持ちを訝いぶかしみつつ、ぼくは重力で音もなく壁を伝うと出窓に取りついた。そして慎重にノックする。

　こんこん。

　───返事はない。

　十秒ほど待って、もう一度ノックしようと拳こぶしの背をガラスに近づけたときだった。突然、窓が勢いよく開く。避けようもなく、ぼくはしたたかに窓枠に頭をぶつけた。

「ぐはっ」

「あれ、ログ!?」

　勢いよく開かれた窓枠に思いっきり顔面をぶつけ、眼から火花が散るぼくに対し、窓から顔を出したロンドがすっとんきょうな声を上げる。

「どうしたの？　こんな時間に。ていうか……だ、大丈夫？」

「や、やあ」

　愛想笑いをしつつ、一瞬不思議な既視感がぼくをおそった。たしか前に、こんなことがあったような……。

「どうしたの？　こんな時間にっ」

「しーっ。しーっ」

　目を丸くして元気よく訊たずねるロンドに対し、ぼくは唇に人差し指を押し当てた。自分が大声を上げていたことに気づいたのだろう。ロンドがあわてて口元を掌てのひらで押さえる。

　鼻先にずきずきする痛みを抱えつつ、ぼくは言った。

「あの、上がってもいいかな」










　ぼくは部屋の中に入った。

　そこは三階の屋根裏部屋だった。この家を買ったときにロンドがいちばんお気に入りだった部屋で、彼女はこの部屋を「ロンドケイヴ」と名づけ、自分好みに改造していた。巨大なワイドテレビ、パソコン、ゲーム機……この子がこよなく愛する電子ガジェットの数々が木の梁はりのむき出しになった天井の下、ベッドや学習机といっしょにどこか調和と秩ちつ序じよを伴って配置されている。

「───……」

　その光景に妙な懐なつかしさをおぼえてぼくはあたりを見渡した。と同時に室内に漂う女の子のいい匂においにどきまぎする。

「久しぶりねっ。ログがこうやってわたしの部屋に来るのっ」

「う、うん」

　だがなによりぼくがどぎまぎしたのはロンドの格好だった。寝る前だったのかロンドはすでに白い子ども用のネグリジェを着ていたからである。もっとも当のロンドはふだんと変わらない様子で屈くつ託たくなく笑うと、ブロンドを揺らしてぴょこんとベッドに腰を下ろす。

　たかが半年くらい前は平気で直視できたのに、なんで急に恥ずかしくなったんだろう、と思いつつぼくは口を開いた。

「悪い。急に訪ねて。あ、あのさ、ちょっと話があって」

「なあに」

　ピンクのカーディガンを羽織ったロンドは首をかしげた。ぼくは膝を正すと、彼女にむかってぺこりと頭を下げた。

「そのう、この間はごめん。あんなこと言って。ぼくが悪かった」

「う、ううん。そんな。わたしだってログに物ぶつけちゃったし」

　ロンドは赤くなって言ったが、ぼくは首を横に振った。

「ううん。そうじゃない。ぼくが悪かったんだ。ぼく、どっか心の中できみが魔女の試験を受けに行くのがイヤだなって思ってたみたいで……。君のやることを一生懸命応援するって言ったはずなのに、なんていうか、もしこれできみが紛まぎれもない『本物』になってしまったら、きみが遠く離れていっちゃうような気がして、なんかそれがすげーイヤだったっていうか……そ、その、ごめん」

「ログ……」

　ぼくの正直な告白におどろいたのだろう。ロンドはなんともいえぬ表情を浮かべていたが、ややあって静かに言った。

「わたしも───同じよ。今のままがずうっと続くと思っていたわ」

　そして視線を上げて言う。

「わたしも本当はいやなの。ほんとう言うと凄すごくこわい。だってそうでしょ？　わたし、まだ子どもなのよ。それでなくてもずうっと病気で寝ていて、ようやく元気になって、なのにそうしたら急に『さあ、お前がいちばん偉いんだから人前に立つ準備をしろ』って言われて……。名家だっていうお家のことも、流れる血のことも、偉大なご先祖のことも、なにも知らないでひとりでベッドに寝ていた頃の方が気楽だったわ。このことがあるまで、わたしこのままふつうに中学に行って、高校に行って、スポーツしたり勉強したり、ログやぐんのんやＪＪと毎日楽しく暮らしながら大人になっていくんだって思ってた」

「ロンド……」

　意外な告白にぼくはおどろいた。事実、ぼくはロンドがこうした葛かつ藤とうを抱いだいているとは夢にも思わなかったのである。

　そして訊ねる。

「だったら、なぜ───」

　ロンドは応えなかった。その表情は酷ひどく大人びて見えた。

　ややあって彼女は言った。

「わからない。でも───たぶん私の飢えね」

「飢え？」

「そ。飢え」

　ロンドはこくんとうなずいた。

「ベッドで寝ていた頃の怨おん念ねん。たぶんこれは一生消えないわ。この先、私がどんなに元気になっても、健康になっても、活発で活動的でだれもがうらやむ人生をすごし、毎日愉快で楽しいわくわくライフを送るようになっても、あの数年間はわたしの中で一生消えない。動きたくても動けない、この身体からだを持てあましてじっとしていたあの頃の気持ち……。それがね、わたしを突き動かすの。望め。摑つかめ、勝て、って。きっと、わたしは復ふく讐しゆうしたいのね。あの頃のわたしに」

「……ロンド」

　ぼくはただ言葉を失った。そんなぼくに対し、ロンドはベッドの上からうっすらと微笑ほほえんで言った。

「ログにはわからないかもしれないわ。ログはわたしにいちばん近い人だし、わたしの過去を知っている人だけど、それでもこの気持ちは。でも……わたしはこの機会に魔女になってみたいの。そして周囲に自分を認めさせたい。うまく言えないけど、この目の前に立ちふさがっているあらゆるものすべてを蹴け散らして、わたしは頂点に立ちたい」

「…………」

「いつか言ったでしょ。わたし天下を取るって。ログ見ててって。だからわたし、全力でがんばる。ごめんね」

「ううん。やれよ」

　ふいにぼくはうなずいた。そして我知らず身を乗り出す。

「やれよ。きみならできる。今までずっと我慢してきたんだもの。もっと活動的に自分のやりたいことをしたらいい。日陰にいたぶん、これから全部取り返すんだよ。魔女になって、いちばん偉くなって、星ほし降ふりロンドここにあり、ってところをみんなに見せつけてやれ。そうしたら……」

　熱くなってそこまで言ったところでぼくははっとした。話が再び元の地点に戻ったことに気がついたのだ。

　もし長老会議に参加して正式な承認を得られれば、むろんロンドは正式な魔女になるだろう。強大な力と権限を得て。でも……そのときにぼくは？　はたしてそこにぼくの場所は……魔女の血を引かないただの人間に居場所はあるのだろうか。

　ロンドもまた同じことに気づいたのだろう。急にしゅんとなる。

「……そうよね。わたしが宗そう家けを継いで魔女になっても、ログは人間の男の子のままなんだもんね」

　ぼくとロンドの間に横たわる明確な「差異」を初めて自覚し、ぼくは言葉をなくした。それは単に種族差というだけに留とどまらないなにか決定的な要素を含んでいた。そして先日胸を張って応援すると言ったぼくの言葉がいかに軽いものでものであったかに思い至る。「ついていく」とか、「行動を共にする」とか、情熱や勢いだけではどうにもならない事実があるのだということをぼくはここに来てようやく嚙かみしめていた。

「ねえ。ログ」

　沈黙が落ちる中、つとロンドに手を取られ、ぼくは面おもてを上げた。ロンドはそのままぼくをベッドに引き上げた。今、この瞬間に建物内にＪＪがいることも忘れて、ぼくらは間近でむきあった。

　ロンドは言った。

「ね、ログはわたしのこと……好き？」

「───ああ」

　ぼくは強くうなずいた。「大好きだよ」

　続いてロンドは訊ねた。

「ぐんのんのことも？」

「……ああ。好きだ」

「でも、そのわりに力は落ちないのよね。ふたりも好きな子がいるわりに、さっぱり」

「うっ」

　ぐさっ。

　再び気にしていることをずばり指摘され、ぼくはがっつりへこんだ。そんなぼくを見てロンドはふっと笑った。

「人間の心が数値化できれば便利なのにね。そうしたらだれもが今の自分の気持ちをわかるのに」

　気持ち、か。

　ロンドのそのしみじみとしたつぶやきにぼくは沈黙した。ロンドはそっとカーテンのむこうの夜空を見やりながら続けた。

「恋ってむずかしいね。わたし、ベッドに寝ていた頃は好きな人ができたら毎日いちゃいちゃラブラブが続くのかと思ってたわ。そんな風に脳内妄もう想そうしてたし。デートしたり、遊んだり、いっしょにゲームをしたり……そういう楽しさが毎日毎日ずっとずっと続くって。それが恋なんだって。でも……実際にしてみるとずいぶん違う」

　ロンドのその言葉に、ぼくはふと出会った頃の彼女を思い出した。孤独に病を養いながら、不意に窓から現れたぼくを厭いといもせず天てん真しん爛らん漫まんに笑顔で迎え入れてくれたやせっぽっちのあの日のロンドのことを。

　今、彼女はこんなにも元気になり───、

　そしてさらに大きな戦いに挑もうとしている。

　ぼくはふと自分の手を見た。

　ぼくに似て超鈍感なぼくの左手。恋をしても、なにをしても、いっこうに力を失う気配のない、ぼくの左手。

　でもさしあたって、ぼくの異能はこれしかない。

　ぼくは左の掌てのひらを強く握った。そして言った。

「なあ、ロンド」

「え？」

「ぼくさ、やっぱりこの力を持ってて良かったと思ってるよ。だって、そのおかげできみに会えたんだもの。あの日、学校サボって登ったビルの上で昼寝をしてたのがきっかけで、マンションにあるきみの部屋を知った。もし、ぼくが重力を持っていなかったら、ぼくらは出会えなかっただろうから」

「ログ……」

「この力のおかげでぼくはきみに会えたし、会いにも行けた。病気で寝ているきみのベッドのそばに毎日通えたのもこれのおかげだし、退屈しているきみを楽しませたり、喜ばせたりできたのもこの重力があってこそだもの。あの日のこと、憶おぼえてる？　ほら、手術の前の日のことさ。ふたりでマンションの外に出たことがあったよね。屋上で夜景を見るために」

「え、ええ」

「絶対安静のきみを見舞いに行ったら、きみが突然外に出たいって言い出してさ。参ったなあとか思ってたら、案の定ロンド、足滑らせて落っこっちゃって」

「もうっ。だからあれはいっぱい謝ったでしょ。ごめんって」

　赤面しつつロンドはむくれて言った。ぼくは微笑んでうなずいた。

「あのときさ、ぼく落っこちていくきみを見ながら自分に言い聞かせたんだ。ほら、助けるぞって。ここでがんばらなきゃ駄目だぞって。この子を助けるためにこの力はあったんだぞ、って。……でもどうしようもなくてほとんど諦めかけたとき、そのとき───こいつは奇跡を起こしてみせた」

「ログ」

「あのとき、ぼくは力を持っててホントに良かったと思った。そうこなくっちゃ、って。この重力を死に物狂いで鍛きたえてきたことは正解だったって。心底思った。その気持ちは今も変わらない」

　ぼくは左手を見た。そして言った。

「ヒルガオさんが言うように、だれかを好きになったら超能力が消えるのが正しいことなのかぼくにはわからない。でも……もしそうであっても、一パーセントでも力が残っている限り、ぼくはそれを君のために使うよ。それが、たとえどんなことであれ、そのためにぼくはこれを使う……だから」

　ぼくは笑った。

「だから、今度の試験がんばれ。白髪しらが頭のじいさんたちなんか蹴け散らしてこい。ぼくも全力で応援するから」

「───」

　ぼくの言葉に、ロンドはなにも言わなかった。

　この美少女はまるで夜の妖精の言葉に耳を澄ませるようにその表情を動かさずにいたが、やがてその瞳ひとみに強く不敵な表情が宿る。

　ロンドはじろりとぼくを見ると静かに口を開いて言った。

「ね、ログ。わたし、ひとつ約束してほしいの」

「な、なに？」

　なにを言われるのかと思い、ぼくは緊張した。そんなぼくにむかってロンドは厳かな口調で言った。

「もし合格したら、わたしを特大のチョコレートサンデーが食べられるお店に連れていってくれる？」

「へ？」

　一瞬、虚を突かれてぼくは目を丸くした。見ると、ロンドはその目の奥で笑っている。ぼくは力いっぱいうなずいた。

「うんっ。わかった」

「ホント？　ぜったいよ。うそはなしだからねっ」

「うん」

「へへへ」

　ロンドははにかむように笑うと、ふいにその手を勢いよく突き出す。ぼくもまた大真面目まじめにその手を握った。

　そんなぼくらの背を、ふと月明かりが照らし出した。










　それから数日が経過し、朱あか音ね儀ぎに締められたぼくの首の痛みもようやく引きはじめたある日のことだ。

　その日、『ドルチェ』のバイトに遅刻したぼくは鞄かばんを提さげたまま駆け足で店に飛び込んだ。すでに制服に着替え、フロアに出ていた朱音儀とＪＪがぼくを迎える。

「ずいぶんのんびりですわね。ログ様」

「おそいぞー、ログ」

「わ、悪い。すぐ支度を……」

　ぼくがあわててスタッフルームに行こうとしたときだった。背後でドアの鈴が鳴り、背の高い青年が入ってくる。大学生だろうか。若いハンサムな人である。

　その青年はゆっくりと店内を見渡すと、ふとぼくにむかって柔らかく声をかけてきた。感じの良さそうな人だ。

「すみません。おたずねしますが『ドルチェ』とはこちらですか？」

「え、ええ」

「妹はおりますか？　こちらに勤めていると聞いてうかがったのですが」

「……妹？」

　ぼくらは顔を見合わせた。一瞬、とまどうような視線が店内を交差する中、ＪＪが一歩前へ進み出ると代表して恭うやうやしく訊たずねる。

「大変失礼ですけれど、どちら様でしょうか」

「木き佐さ谷や樹ぎです」

　涼やかなその声にぼくらははっと言葉を飲んだ。そしてぼくらの視線が目の前の青年の上に集中する。

「き、木佐谷樹って……木佐谷樹のお兄さん!?」

　思わず声を上げるぼくをまっすぐに見つめ、その人は微笑ほほえんだ。

　そして言った。

「獅し堂どうくんだね」










　ぼくらは並んで歩き出した。

　木佐谷樹文ふみ哉や、というのがお兄さんの名前だった。妹に会いに来たらしく、木佐谷樹はまだ来ていないと告げると彼はうなずいた。そして「少しだけ時間をもらえるかな」と言い、ぼくを『ドルチェ』の外へと誘い出したのである。

「すまなかったね。お仕事中に」

「い、いえ」

　共に歩く道すがら、ぼくはそっと傍かたわらの人物に目をむけた。興味がないはずがない。なにせ木佐谷樹のお兄さんである。この人のことは以前木佐谷樹の口から聞かされていたし、なによりこの人が彼女に与えた影響の大きさはぼく自身よく知るところだったからである。

　顔立ちは───やはりハンサムな人だった。兄妹だけあって目鼻立ちはよく似ている。とくに「素す」のとき……端正な中にもどこか芯の強さを感じさせるような表情は瓜うり二ふたつといっていい。だが木佐谷樹が持つ張り詰めた緊張感のようなものは一切なく、逆に限りなく親しみやすそうな印象を受けた。お医者さんの卵という話だが、お医者さんはお医者さんでも小児科の先生がよりふさわしい気がした。

　背が高い。きっとよく白衣が似合うのだろう。

「きみのことは妹からいろいろ聞いているよ」

　お兄さんはにこにこしながら言った。

「は、はあ」

　木佐谷樹の奴やつ、いったいなにを言ったのやら……と内心思っていると、まるでその気持ちを察したかのように彼は言った。

「大丈夫。獅堂くんについてはみんないいことばかりだから」

「は、はあ」

　心を読まれてぼくはうろたえた。どうやらぼくはよほど表情が出やすい顔をしているらしい。

「そのう、木佐谷樹……さん、お兄さんに連絡したりするんですか？」

「うん。ひんぱんにね。淋さびしがり屋の奴だし、そういう約束だから。もっとも、実際に会うのは丸一年ぶりになるけれど」

「一年……？」

　ぼくは首をかしげた。仲のいい兄妹が顔を合わせないでいる期間としては長すぎると思ったのである。

　そんなぼくの表情を受け、お兄さんは言った。

「獅堂くんは、ぼくと軍ぐん乃のがいっしょに暮らしはじめた経緯を知っているかい？」

「え、ええ。なんとなくは」

　以前、木佐谷樹から聞いた身の上話の断片を思い出しながらぼくはうなずいた。たしか木佐谷樹の言葉によれば、先に上京していたお兄さんが木佐谷樹の身を案じて自分のもとに呼び寄せた、というようないきさつだったはずだ。

　ぼくがそれを言うと彼はうなずいた。

「では、いっしょに暮らしていたぼくと軍乃がまたべつべつに暮らすようになった理由については？」

「い、いいえ。そっちは……」

　ぼくが首を横に振ると、彼は静かに続けた。

「ぼくが軍乃を実家から引き取ったのは、あれが中学生のときです。ひとりで置いておくにはまだ不安だったのでね。実際、軍乃はまだ不安定だったし、ぼくの存在が必要だろうと思ってね。そうして二年間いっしょにすごしたあと、今度は軍乃が高校生になるのをいい機会にあえてひとり暮らしをさせることにした。ぼくの存在なしで力と感情をコントロールできるようになってほしかったから。すべては妹の成長をうながすため。あれはけっこう横おう着ちやくでね、ぼくといる限りぼくに頼るので」

「……そうだったんですか」

　木佐谷樹が現在のマンションに住んでいたわけをようやく知り、ぼくは内心深くうなずいた。そうか。あのマンションはかつてお兄さんといっしょに住んでいた部屋だったんだ。

「それで、どうかな。最近の妹は？　炎で暴れたりしていないかい？」

　ふいに訊ねられ、ぼくは一瞬言葉につまった。それからぎこちなくうなずく。

「え、ええ！　……ぜんぜん、そんなことは」

「そう。それはよかった」

　お兄さんはほっとしたようにうなずいた。その表情はいかにも兄らしく、ふたりの血の繫つながりを感じさせた。ぼくは内心、冷や汗を流した。

「もっとも、初めはお互いおっかなびっくりだったけどね。ぼくも心配だったし」

　そう言って彼は笑った。端正な顔立ちの青年だけど（なにせ木佐谷樹そっくりなのだから）、笑うとびっくりするくらい無防備になる。

「じつは気になっていて、時々妹の様子を見に行っていたんだよ。こうマスクとサングラスしてコートを羽は織おり、帽子を深く被かぶってね。我ながら変装が素晴らしくうまくいったのか、軍乃のあとをつけても少しも気づかれなかった」

　いや、おにーさん。それ、ただのヤバイ人ですから。

　ぼくは思わず心の中で激しくツッコミを入れたが、どうやらこの人は見かけによらずひょうきん……というか、かなりの天然らしい。

　ぼくはふと疑問に思った。

「あの、じゃあ、どうしてこちらへ？」

「うん。そろそろ妹とちゃんと会った方がいいと思ってね。……それに、一度君にも会いたかったし」

「ぼ、ぼくに？」

「うん」

　ぼくをまっすぐ見つめ、彼は言った。

「少し、座らないか」










　ぼくらは川べりにあった鉄製のベンチに並んで腰を下ろした。

　そこは川岸に沿って伸びる遊歩道の前だった。サイクリングロードもすぐ横にあり、時折、クロスバイクに乗った人たちが川の水面を背景に気持ちよさそうにゆっくりと駆け抜けていく。

　そんな川べりの景色を眺ながめながらぼくは木佐谷樹のお兄さんと話をした。お兄さんは木佐谷樹についてもいろいろ教えてくれた。幼少時代、とても手のかかる子だったことや、一度言い出したら絶対に聞かない子だったこと、心根は優しいのに友達と打ち解けるのには人一倍時間のかかる子だったことなど、さまざまな逸話を彼は愛情深く語った。お兄さんの口から語られる子どもの頃の木佐谷樹は鮮やかで、生き生きとしており、同時にそれは今の木佐谷樹の姿とどこか重なっているようにも思えた。

　お兄さんは言った。

「……まったく。子どもの頃のあいつは本当に人見知りでね。本当に酷ひどかった。いったい何百回、手を繫つないでいっしょに学校へ行ったか。それも校門前までじゃない。校舎に入り、階段を上って軍乃の教室の前まで行くのさ」

「そ、そんなにだったんですか？」

「そうとも。そのくせ見栄っ張りだから教室の手前になると手を放してなんでもないような顔をして入っていく。学校だけじゃない。どこでもそうだった。はっきり言って、ぼくの今の忍耐力はそのときに鍛きたえられたといっても過言ではないよ」

「ははは」

「それが今やアルバイトで接客までしているというのだからおどろきだ。あの、友達に『おはよう』の一言を言うためだけに一週間練習していた人見知りのあいつが」

「そ、そうだったんですか」

　意外なエピソードにぼくはおどろいた。まさかあの木佐谷樹にそんな時代があるとは思わなかったのだ。

　ていうか、すげー見たかった。きっとすごくかわいかったんだろうな。木佐谷樹。

　小学生の頃の彼女を想像してなごむぼくをよそに、ふとお兄さんはその長い脚を組んで言った。

「それで……どうかな。最近の軍乃の様子は？　獅堂くんの目から見て」

「明るくなったと思います。活発になったというか。てか、ぼくが言うのも変ですけど」

「いや。兄から見てもそう思うよ。それがよく感じられるようになったのがメールだ。近ごろ急に文面がカラフルになったから」

「メール……ですか？」

　ぼくは首をかしげた。お兄さんは微笑んでうなずいた。

「うん。あいつは筆まめでね。毎日長文のメールを送りつけてくるんだ。読むのが大変なくらいのね。今日、こんなことがあった、あんなことがあった、と」

　そしてふっと笑う。

「メールの中の妹は本当に無邪気で年相応でね。もともとそういう奴なんだが、このところ以前に輪をかけて楽しげなメールが増えた。本人の中でいい変化があったんだろう。もうすごいよ。正直、全部教えたらきみは引くな。きみたちのことはもう会う前から知っていたからね。ロンドさん、ＪＪさん、松まつ岡おかさん、最近仲間になった朱あか音ね儀ぎさん。そしてきみ。とくに獅し堂どうくんについてはいろいろ教えてもらったよ」

「いっ!?　ぼ、ぼくですか」

「ああ。妹が言うに、きみはじつに───。いや、これ以上言うのはかわいそうかな。軍乃にあとで刺されても困るしね」

　そう言うとお兄さんははにかむように微笑ほほえむと掌てのひらでくしゃくしゃっと髪の毛をかき回した。その仕し草ぐさに、ぼくはふと妙な既視感を憶おぼえた。この人のことを以前から知っている、なぜかそんな気がしたのだ。

　お兄さんはコートのポケットに手を入れると、川の対岸に目をむけるように視線を遠くに置いて言った。

「知らない環境に飛び込んだり、見知らぬ人間の中で自分を表現したりすることはとてもむずかしいことだと思う。ぼくがあいつをこっちに呼んだのはそれを経験してもらいたかったからだ。そして努力の末、軍乃はそれができるようになった。兄として嬉うれしいよ」

「は、はい」

「でもね……同時に心配もしていたんだ。あれがほんとうに元に戻るとき、それは心までも取り戻したときだ。なにか感じたときは、感じたように自然に素直に振る舞える───笑ったり、怒ったり、泣いたり。ぼくらのまわりにいるふつうの女の子と同じようにね。でも、もしあいつがその愛情を上手うまく扱えなかったら……？　と。ときに愛情は凶器にもなるからね」

「凶器……？」

　その言葉にぼくははっとした。その言葉に、ふとこの人の過去……以前、木き佐さ谷や樹ぎが言った幼い頃の炎と火傷やけどにまつわる事件のことを思い出したのだ。




「わたしね、子どもの頃、兄を燃やしたことがあるの」




　そんなぼくを見てお兄さんはうっすらと微笑んだ。

「妹の力はむかしから強くてね。あれはずいぶんつらい人生を送ったはずだ。でも……」

　そこまで言ったところで、お兄さんは静かにベンチから立ち上がった。そしてぼくを振り返って言う。

「きみは超能力者なんだろ？」

　ぼくは息を吞のんだ。そしてゆっくりうなずく。

「はい」

「強い？」

「……さあ」

　ぼくは苦笑した。

「そう思っていたときもありましたけど、今は全然自信がなくなってきました」

「軍乃もそうだろう。あいつも自分の力をコントロールすればするほど、自分がよくわからなくなっていったと思う。力も心も分かちがたく結びついており、人の気持ちがそうであるように、一方だけを抑えつけたり、押し殺したりは決してできない。でも……軍乃の本当の試練はまだこれからみたいだね」

「試練……？」

「軍乃はきみのことが好きなんだろう？」

「！」

　ぼくは絶句した。

　そんなぼくをじっと見つめ、お兄さんは穏やかに言った。

「よかったよ。きみで」

　一瞬、ぼくは沈黙した。

　それからぴんと背筋を伸ばすと顔を上げる。ぼくはお兄さんのまなざしを正面から受け止めて言った。

「それは、ぼくも同じです」

　そして自分の胸の中をひとつひとつあらためながら続ける。

「ぼくも、これから試練があります。どうなるかわからない試練が」

「……そう」

　お兄さんはうなずいた。ぼくらはふたり並んで川の流れを眺めた。お兄さんはなにも言わなかった。ぼくもなにも言わなかった。でも気詰まりな感じはしなかった。お兄さんの人柄は接していて気持ちよく、その空気感はとても快かった。

　ふとお兄さんが口を開いた。

「でも、まさか、この土地に来て、軍ぐん乃のにこんなにたくさんの友達ができるとは思わなかったよ。まわりの環境に恵まれたね。妹のメールにあったとおりだ」

「……メール？」

「『わたし、あの高校を選んで本当に良かった』」

「───？」

「妹の言葉だ」

　ぼくがはっと息を吞んだ、と、そのときだった。

「おにーちゃん!?」

　ふと背後で声がしてぼくらは同時に振り返った。見ると、学校の制服姿の木き佐さ谷や樹ぎが立っている。『ドルチェ』からの連絡を受けてあわてて駆けつけたのだろう。その髪は乱れ、大きく肩で息をしている。

「やあ、軍乃」

　そんな妹に対し、お兄さんはあっけらかんと微笑む。

　一方、ぼくは彼女が今発した呼びかけに思わず萌もえ死にしそうになっていた。ていうか、木佐谷樹が顔を赤らめて「おにーちゃん」なんて言うなんて反則だろう。

　木佐谷樹はつかつかと歩いてくるとぼくらふたりに対たい峙じした。おそらく、お兄さんが直接ぼくと言葉を交わしていることが腹立たしいのだろう。見るからに怒り心頭の様子だったが、かろうじて自制すると兄にむかって訊たずねる。

「どうしてお店の方に来たの？」

「いやー、お前がどんなところで働いているのか見たくて」

「信じられない。お家に来ればいいでしょ。合い鍵かぎ持っているんだからっ」

　語気荒くそう言うと、ちらりとぼくに目をむける。

「いったい、なにを話したの」

「そうだな。いろいろと。たっぷり。みっちり」

　お兄さんはにやにやして言った。こんな虫も殺さないような優しい顔をして意外とサドっ気があるのか、いらいらした様子の妹をさらに煽あおるようにひょいと腕をまわしてぼくの肩を抱く。

「お前のこともあらいざらいな。獅堂くんとはもうすっかり仲良くなったんだ。なー。ログ」

「ええっ!?」

　思わずのけぞるぼくを前に、木佐谷樹は真っ赤になった。そして顔面に朱を漲みなぎらせたままあらん限りの大声で絶叫する。

「もうっ。死ねーっ！」










　その後、木佐谷樹はお兄さんと連れだって散歩に行き、長く話しこんでいた。ぼくはそのままその場に留とどまった。『ドルチェ』に戻ろうかとも考えたけれど、なんとなくここで木佐谷樹を待っていたかったのである。

　一時間ほど経過しただろうか。

　ぼくがベンチに腰を下ろして川を見つめていると、つと横に人の佇たたずむ気配がした。木佐谷樹だった。

「お待たせ」

「やあ」

　ぼくは声をかけた。木佐谷樹はうなずいた。

　その後ぼくらはなにも言葉を交わさず、そのままの姿勢でじっと川を見つめ続けた。ややあって木佐谷樹は口を開いた。

「兄と話したわ」

「うん」

「獅堂くんも、兄と話したの？」

「う、うん」

「……」

　なにを？　という問いを孕はらんだような沈黙が流れ、ぼくはあわてて言った。

「思ってたより、ひょうきんな人だね。なんていうか、もっと真面目まじめで立派な人をイメージしてたから」

「そう？　わたし、そんなに兄を美化して話していたかしら？」

「うん。すごく。なんつーか、この世の理想の男性みたいに」

「どこがよ。史上最低の兄だわ」

　木佐谷樹はぷっとむくれると吐き捨てるように言った。その表情にこれまで彼女についぞ感じたことのなかった妹としての素顔を垣かい間ま見、ぼくは微笑んだ。

「ホントだよ。……でも今日実際に会ってみて、君の言っていることが、少しわかった」

　木佐谷樹はそれには応えず、視線を上げると静かに言った。

「ぜんぜん変わった、って言われたわ。兄に。わたし」

「え？」

「以前と。見違えたって」

「……うん」

「自分ではよくわからないけど」

　独りごちるようにそうつぶやくと、彼女はふと渋じゆう面めんをこさえて言った。

「獅し堂どうくん。断っておくけれど、兄が話したことはわたしとはなんの関係もないことだから。兄があなたになにを話したかは知らないけれどそれはあくまで彼の言ったことであって、わたしの気持ちとはなんの関わりもないから」

「う、うん」

「いい？　ほんとにほんとに無関係だから」

「わかったって」

　まるで子どものように繰くり返す木佐谷樹におかしみがこみ上げ、ぼくは笑った。

　そして笑いを収めると川を見つめたまま言った。

「もうじき、ハロウィンがやってくる」

「うん」

「あいつがずっと待ち望んでいた日。中等部のハロウィン祭と魔女の認証試験……その両方がある日だ」

「うん」

「木佐谷樹。当日、ぼくはロンドについて会場まで行くつもりだ。そして見届ける。あいつが認められて、本物の魔女になるところを」

「獅堂くん」

　木佐谷樹は睫まつ毛げを上げた。やがて、小さくうなずく。

「……うん」

「もしかしたら、駄目かもしれない。宗そう家けにふさわしい魔女と認められないかもしれないし、また元の無名の女の子に戻るかもしれない。でもあいつが見たい世界を、あいつの望む世界を、ぼくはあいつに見せてやりたい。その力が自分にあるかは自信はないけど、でも……そうしたいんだ」

　たどたどしいぼくの言葉を木佐谷樹は無言で聞いていた。その顔容からは彼女がなにを考えているかうかがい知ることはできなかったけれど、やがて静かに口を開いた。

「獅堂くん。ひとつ約束してくれる？」

「え？」

「もしあなたの力が落ちたときは……そのときは、最初にわたしに教えてほしいの」

「木佐谷樹───」

　ぼくは思わず彼女を見た。木佐谷樹は言葉を続けた。

「そして、もし力が消えなかったときは……」

　そこまで言って、木佐谷樹はふっと微笑ほほえんだ。

「そのときはあなたをわたしの実家に案内するわ。田舎いなかだし、なにもないところだけど。いいところよ」

　ぼくは目を見開いた。

　それから笑ってうなずく。

「ああ。……わかった！　ぜひ連れてってくれ」

「ええ」

　木佐谷樹は小さく顎あごを引く。その横顔は水面の照り返しを受け、今まででいちばん美しく見えた。










　そして、いよいよハロウィンまで残すところあとわずかとなった。

　ロンドの通う中等部でもハロウィン祭にむけ、本格的な準備が行われていた。放課後や美術の時間を利用して壁にリースやモール、ポスターが貼はられる中、時折気の早い魔女が段ボール箱を持って廊下を駆け抜けていくなど、どことなく華やいだ雰囲気が生徒たちの期待感を高める。

　そんな中、お祭りの実行委員として復帰したロンドもまた大忙しの毎日をすごしていた。この一か月間、寸すん暇かを惜しんでがんばり抜いた暗記や問答対策も、その努力の甲か斐いあってかＪＪすら「完かん璧ぺきです」と満足の意を表明するほどのレベルに対し、長老会議にむけたすべての準備は完了した。当人もすっきりとした心境なのだろう。クラスメイトといっしょに祭りの準備をするその笑顔に迷いやためらいはまったくない。

　ついにその本番を明日に迎える───。

　その、夜。

「……」

　これまで長く日陰に追いやられていたロンドが初めて表舞台に立つその日を前に、ベッドの中でぼくが寝返りを打ったときだった。

　こんこん。

　ふと、ベランダの窓をノックする音がした。

「……？」

　ぼくは身じろぎした。そしてベッドから身を起こすと、おそるおそるカーテンをめくった。そして仰ぎよう天てんする。なんとそこには箒ほうきを手にしたロンドが立っていたからである。

「ロンド───!?」

「へへー。やほー。ログ！」

「お前───な、なにしてんだよっ」

「ふふ。わたし、きちゃったっ。入っていいっ？」

　震えるような寒空の下、ワンピース一枚で微笑むロンドの姿にぼくは愕がく然ぜんとした。そしてあわててサッシを開くと、抱え込むようにして中に引き入れる。そして明かりをつけようと、闇やみのなか、手を伸ばす。

「にしても、なんだってこんな時間に……」

　と言ったときだった。ぼくは突然ロンドに強く押し倒された。

「な……」

「ログ、大好き」

　ともに転がったベッドの上、ロンドは熱い身体からだを押しつけて耳元で囁ささやく。仰天するぼくに馬乗りになり、ロンドはその華きや奢しやな身体をあずけてくる。

「ふふ。ログ、抱いて」

「ろ、ロンド……」

「明日、すべてが決まるわ。わたしの───ううん、わたしたちの運命が……。だからその前に抱いてほしいの」

　ぼくは頭が真っ白になった。当たり前だ。こんな展開……というか、この子がこんなことをするなんて、ぼくの想像力のすべてを使っても夢にも思わないことだったからだ。

　ロンドの、ここ最近急速にしっかりしてきた女の子らしい身体つきがたしかな重みとなってぼくの上に乗る。なんともいえぬいい匂においが鼻び腔こうをくすぐり、その柔らかなぬくもりにぼくの理性はぶっ飛んだ。全身の神経が一斉に湧わき立ち、この子を抱きしめたい、自分の物にしてしまいたいと訴える。

　ぼくは必死でそれをこらえた。

「ロ、ロンド。ちょ、ちょっと待って……」

「ううん。待たない」

　そんなぼくに対し、身を起こすとロンドははにかみながらそっと胸元のボタンを外していく。やがて、白い……びっくりするくらい白い裸ら身しんが薄い月明かりの中、暗い部屋にぼうっと浮かび上がる。

　その、あえやかな胸元。

「ロン───……」

　その姿に息を吞のむぼくの首に腕をまわし、ロンドは囁くように言った。

「ログ、好きよ」

「ロンド……」

　そんな彼女の身体を受け止めるように、ぼくはそっと上体を起こした。

　そして、ロンドのなめらかな両肩に手を置くと、その微かすかに上下する胸元と美しい顔をそっと引き離した。

　そして言った。

「お前はロンドじゃない。妙な真似まねはやめろ。グラツィアーナ」

「え」

　一瞬、ロンドは目を見開いた。それから不思議そうに首をかしげると微笑んで言う。

「……なにを言ってるの、ログ？　わたしはわたしよ。ロンドよ」

「お前は、ロンドじゃない。本物のロンドには胸に傷がある。心臓の弁の手術をしたときの傷だ。本人はそれでビキニが着れないって悩んでる。ぼくは着てほしいけどな」

「…………」

　ロンドは沈黙した。それからふいに喉のどをのけぞらせると、高らかに笑う。

「……ふふふ。はははははっ。なるほど。まんざらただの色狂いの猿でもないというわけか」

　グラツィアーナ───そう、それはロンドに化けたグラツィアーナだった───はふいに態度を一変させるや、半裸のままベッドの上でくしゃりと髪をかき上げてみせた。その姿はぞっとするほど妖よう艶えんで、正体を見破ったあとですらぼくは思わず息を吞んだ。

「あの小娘に化けてお前と融ゆう合ごうしてやろうと思ったが、よく見抜いた。失敗したわ」

「な、なぜ、こんなことを」

「知れたこと。その力を我が物とするためだ。お前の重力、このまま失うのは惜しい」

　グラはその美しい裸身を隠しもせずに正面からぼくを見据えて言う。ぼくは思わずつばを飲んだ。

「う、失う……？」

「なにをとぼけている。お前も自覚しているだろうに。遅かれ速かれお前の力は消える。その前に我が血の肥やしとなれ。お前はこの娘を好いているのだろう？　ならばこやつの力ともなり、一挙両得だぞ」

　ぼくは首を振った。それから懸命に言葉を手た繰ぐりながら言う。

「お前にはいろいろ感謝しているよ。約束を守ってくれたし、ロンドの後ろ盾だてとしてお前ほど心強い存在はなかったからな」

　そして深呼吸して言う。

「……でも断るよ。今のロンドはそういう古く澱よどんだ力に対し、立ちむかおうとしているんだ。あいつは今、新しい世界に行こうとしているんだよ。その相棒のぼくが、同行者のぼくが、そういうことをできると思うか？」

「なかなか見上げた心がけだ。けなげでもある。だが小僧。では聞くが、あの娘がその世界とやらに立ったとして、そこにお前の居場所はあるのか？　力を失ったお前にあやつの隣に立つ資格が？」

「……！」

「あるまい。お前はじきにただの凡人となる。だがもし妾わらわと融合すれば、おぬしの力は永遠に倍増するぞ。さすればあやつとずっと寄り添うという願いも充分かなおう。どうだ？　この新規契約は」

　それはまさに悪魔の契約と言えた。動揺がなかったと言えば噓うそになる。だがぼくの腹はもう決まっていた。……そう。力それに関しては、もうずっと前から。

「───」

　夜の深まりが闇となって室内を満たす中、ぼくは静かに首を横に振った。

「……ぼくはいいよ。そっちの道は。お前にももうわかっているはずだ。ぼくはあいつが好きだ。だから、あいつの前ではいつも胸を張れる自分でいたい」

　グラは長いこと沈黙していた。いったいこの間、こいつがどんな思いを巡めぐらせていたのかはわからない。

　が、やがてこの影は小さく肩をすくめて言った。

「───ふん。最後の最後までつまらぬ男だったな。せっかくのありあまる黄金を手にする機会がありながら」

「黄金ならぼくはもう持ってるよ」

「では、せいぜい手放さないようにするのだな。ではな」

　そう言うとグラツィアーナはすくっと立ち上がった。そして裸身のままきびすを返す。その美しい立ち姿に、ぼくが一瞬目を奪われたときだった。

「そうだ。小僧」

「え」

　つと振り返った彼女に応えた瞬間、ぼくはグラツィアーナに深々とキスされていた。

「!?」

　四し肢しを硬直させ、目を白黒させているぼくに対しその唇を存分に味わうと、やがてグラツィアーナは唇を離し「ふむ」と首をかしげる。

「久しぶりに来たのだ。せめてこれくらいはもらっておかんとな」

「な、な、な……っ」

　そしてへなへなと腰から崩くずれおちるぼくにむかって言う。

「小僧。この接吻は妾からの祝福の刻印と契約だ。お前が真に求めたとき、妾は一度だけお前の血となる機会をやろう。ただしその命差し出さねば、その声妾の耳には届かんぞ」

　そして耳元で囁く。

「では、な。ログ」

　ふとぼくが気がついたとき───。

　すでにドッペルゲンガーの姿は消えていた。

　ぼくはしばらくの間、馬ば鹿かみたいに真っ赤になって佇たたずんでいた。それからそっと唇に触れる。

　ぼくはひとつ深呼吸してベランダへ出た。秋空の下、星は瞬またたき、夜はどこまでも深い静けさに満ちている。

「……」

　さまざまな想いが胸に満ちていく中、ぼくは顔を上げた。そして声に出して低くつぶやいた。

「……がんばろうぜ。ロンド」
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　そして───ハロウィン当日。

『ハロウィン祭』が行われている中等部の校舎はすっかり沸わき立っていた。

　体育館に通じる連絡通路の壁にもたれ、時折奥から聞こえてくる歓声に耳を澄ませていたぼくは落ち着きなく腕を組んだ。そして腕時計を見る。体育館ではまさに仮装大会のコンテストの表彰が行われようとしていた。

　先刻、魔女の衣装に身を包んだロンドが舞台に登場するや体育館は拍手に包まれた。最近転校してきたこのブロンドの少女を生徒全員が知っているのだろう。声援と手拍子が湧わき起こる中、ロンドは真っ赤に上気しながら持ち時間の間、精一杯魔女になりきって箒ほうきを振ったり呪文を唱えたりと一世一代のパフォーマンスを見せた。

　一方ぼくはロンドの出番を見届けたあとはいち早く体育館を出て、入り口付近でこのお祭りが終了するのを待ち受けていた。というのも、長老会議に出席するために出発する時間までもう間がなかったためで、それというのも大切な会議の前にもかかわらずこの仮装大会に出たいというロンドのたっての願いによるものだった。

『お願い！　ＪＪっ。わたし、どうしてもハロウィン祭に参加したいのっ』

　しきりにねだるロンドにＪＪは遂に折れて言った。

『───仕方ありませんね。では、そちらのハロウィン祭にご参加したあと、ロンド様には直接ただちに会場にむけて出発なさっていただくことにします。『コーダ長老会議』の開始は七時。決して約束の時間をお忘れになりませんように』

　ふと、ＪＪが念を押した言葉が脳のう裏りを過よぎる。

「───まだか」

　ぼくがいらいらしつつ再度時計の針を確かめたときだった。ふと体育館の中がどっと沸き、続いて歓声と拍手が湧き起こる。

「我が校の今年度ミス・ハロウィンは、二年二組、星ほし降ふりロンドさん！」

「！」

　ぼくははっと顔を上げた。その視線の先、ステージの上でひときわ輝く金髪の女の子が周囲から拍手を浴びている。そして、生徒たちが手作りでこしらえた金の王冠と黒衣のローブを周囲の手を借りて装ったその少女がぺこりと頭を下げたとき、場内に割れんばかりの拍手が湧き起こった。

「……やったな。ロンド」

　気が急せいている状況も一瞬忘れ、ぼくは壇だん上じようで喝かつ采さいを浴びるロンドを遠くから眺ながめやった。中等部編入、いや、退院したその日から懸命に新たな環境に溶け込もうとしてきた彼女のがんばりが報われたような気がしたのである。

　だが目頭が熱くなったところで、ぼくははっと我に返った。やばい。こんなしんみりとしている場合じゃない。

　ぼくは歓声で沸き立つ生徒たちをかき分け体育館の中に入ると壇上のロンドにむかって懸命に合図を送った。ロンドはすぐにぴょんぴょん飛び跳ねて合図をしているぼくに気づいたのだろう。身を翻ひるがえすや壇上から降りる。それを待たず、ぼくはステージの下に走った。

「遅いぞ！」

「ごめん！」

　息を切らし、黒ローブの小魔女の衣装のまま駆け寄ってきたロンドと合流するや、ぼくはその手をしっかり握り勢いよく駆け出した。

　そのまま手を取り合って校舎を出る。校門の前でＪＪが車を停とめて待っていた。

「ＪＪ！　わたし、コンテストで優勝したわっ。一等賞よっ」

　ロンドが大声で叫ぶ。

　王冠を被かぶったままぱたぱたと駆けてくる主あるじの姿に、侍女さんの顔に一瞬笑みが広がる。が、すぐに彼女は表情を引き締めると手招きをして言った。

「もうっ。お時間ぎりぎりですわよ！　お急ぎ下さい。ロンド様」

「うんっ」

　ロンドは転がり込むようにして車に飛び乗った。ぼくらを乗せたのを確認し、運転席のＪＪはギアを入れアクセルを踏む。

　車は滑るように走り出した。

「それで、会場は？」

　車内の後部座席。ようやく人心地がついたのか、「ふう」と被っていた王冠を外すロンドの横でぼくは重ねて訊たずねた。が、ＪＪは首を横に振った。

「それがまだわからないのです」

「へ？　わからない？」

「長老会議の主催場所は機密に属することであり、こちらへの連絡は直前に入れるとのことです。情報はわざと伏せて、直前までわからないようにしてこちらにプレッシャーをかけようというのでしょう。いかにも『コーダ』のやりそうなことですわ」

「そんな」

「とは申せ、今から駆けつけて間に合わないような辺へん鄙ぴな場所を会場に指定してくるほど先方も子どもじみた真似まねはしないでしょう。とすれば、場所はおそらく……」

　とそこまで言ったとき、ＪＪの携帯が鳴った。彼女は素早く電話に出ると、ひとつうなずいた。そしてすぐに携帯を切る。

「会場がわかりました。これよりそこにむかいます」

「ど、どこですか？」

「場所は都内の中心に位置する高層ビルの最上階フロア。そちらでロンド様をお待ちする、とのことです」

「都内の……中心？」

「ええ。───ロンド様がかつて住んでおられたマンションの真むかいですわ」

　ＪＪはそう言うと素早くハンドルを切った。










　やがて車は停まった。

「ここは……」

　車を降りたロンドが目を丸くしてあたりを見渡す。夜気に息を白く染めつつ、ぼくもまた目の前に広がる懐なつかしい眺めにぼうぜんとした。

　そこは街の中心部だった。

　目の前に、ぼくがかつてロンドに会うために通った豪華なマンションが立っている。あのロンドが暮らしていた六十階建ての高層マンションである。

　その麓ふもとの舗ほ道どう。通行人がせわしなく行き交うそのマンションの対面に、黒いビルが聳そびえている。高さはロンドのマンションに匹ひつ敵てき……いやそれをしのぐくらいだろうか。黒い壁面とミラー仕様のガラス張りの建物は上に伸びるにしたがって空を刺すように鋭く尖とがっている。四囲を圧するその姿は入り口の重厚なゴチック様式と相まって、中世の頃の尖せん塔とうを思わせた。

「ここが……試験会場……？」

　不気味な沈黙を保つそのビルを見上げ、ぼくはつぶやいた。見ると建物の窓のすべてに明かりが灯ともっていない。

　ほんとうにこんなところで試験が行われるのだろうか。

「暗いわ。明かりがついてない」

　頭上を見上げていたロンドもまた心細そうにつぶやいた。が、すぐに自分が弱気になったのに気がついたのだろう。きっと表情を引き締めると、ぼくにむかって笑顔で言う。

「ログ、ありがとう。もうここでいいわ。わたし、行ってくるから」

「いや！　ぼくも行く。せめて入り口までつきあわせてくれ」

　ぼくは強く言いはった。ＪＪは一瞬、迷う様子を見せたが、ここは主あるじの安全に対する心配の方が勝ったのだろう。ぼくにむかって軽くうなずく。

「わかりました。ではおふたりとも、どうかお気をつけて……」

「行こう」

「うん！」

　ともに肩を並べ、ぼくらはビルに入った。










　ビルの中は暗く、静まりかえっていた。

　正面のホールに足を踏み入れるなり巨大な空間がぼくらを迎える。その闇やみに圧倒され、ぼくとロンドは思わず頭上を見上げた。

　ビルの内部は巨大な吹き抜け構造となっていた。こんな風変わりなデザインのビルをふつうの商業ビルとして建設するはずがない。おそらくこの建物全体が魔女の所有物となっているのだろう。

「……高い」

　敷き詰められた大理石の床を踏みつつぼくはつぶやいた。首の付け根を痛めるほど背を反らしてみても視界は闇に遮られ、黒く塗り固められている。この先にロンドを審査する魔女の長老たちがいるのだろうか。

　思わずといった感じでロンドがぼくに寄り添う。その手を取ったとき、ぼくはふと正面に小さな光が灯っているのを認めた。フロアの階数らしき数字がデジタルで表示されている。どうやらエレベーターらしい。

　ロンドは指先でボタンを押した。まるで来訪者の訪問を待ち構えていたようにエレベーターのドアが音もなく開く。

　ぼくらは顔を見合わせてひとつうなずくと中に入った。とたんにエレベーターは吸い上げられるように音もなく動き出した。

　エレベーターの内部は全面透明なガラス張りとなっていた。ガラスを通して目に映る華やかな街明かりがきらきらと、だがどこか遠くに感じられる。往来や雑踏、車の流れ。人の営みがみるみる下方に過ぎていく中、緊張しているのだろう。ロンドがふうっとひとつ深呼吸をした。

　そして言う。

「ね、ログ」

「うん？」

「終わったらチョコレートサンデーよ」

　ぼくは一瞬きょとんとした。この子がなにを言っているかわからなかったのだ。それから思わず笑みを洩もらして力強くうなずく。

「……ああ！」

　ぼくらが笑いあったとき、エレベーターが最上階で停止した。ドアが開く。

　ぼくらは降りた。あたりは照明が落ちており、なお薄暗かった。そこはどうやら一続きの広いフロアのようだった。

　はるか先に、階段がある。

　ぼくらがあたりを見渡したときだった。

「よく来たの」

　ふと声がした。

　フロアの中央に老人がひとり立っていた。










「───感心なことに時間どおりだったな。けっこう。近ごろの若いもんは時間にルーズでいかん」

　漆しつ黒こくのローブを羽は織おったその背の高い老人は静かに言った。

「……？」

　見覚えのあるその顔にぼくは首をかしげた。その特徴的な嗄かすれ声に聞き覚えがあったのだ。そしてそれがだれか記憶の縁を探り当てたとき、はっとしたようにロンドが声を上げる。

「あれえ、おじいさん……」

　そう。それは以前、『ドルチェ』に客として来たあの背広姿の老人だった。不届きにも勤務中のＪＪを堂々ナンパした、あのひょうきんなじいさんである。

「じ、じいさん……？　こんなところで、なにをしてるんですか？」

「ほっほっほっ。むろん、嬢ちゃんに会うためだよ」

「会う……？」

「さよう。わしも魔女の端くれでな。はるばるこうして出むいてきたというわけじゃ」

　そう言うとじいさんは杖を手にゆっくりとぼくらに近づいてくる。

「あ、あのう、せっかくですけれど、わたしこれから大事な試験を受けなければいけないんです。ですから失礼します」

　この人の正体を訝いぶかしみつつも気が急せくのだろう。ロンドはぺこりと頭を下げる。そしてロンドがその先にある階段にきびすを返したときだった。

「たとえその先を進んでも嬢ちゃんは魔女になることはできんよ」

「……！」

　ふいにその背に投げかけられた言葉にロンドの足がぴたりと止まる。そんなロンドにむかってじいさんは淡々と続けた。

「この上にいる連中はお前の存在を斥しりぞけ、追放することしか考えておらん。ずいぶんはりきり勇んできたようだが、今のところおぬしには肩を落として帰る未来しかない」

「あ、あなたは……？」

「わしの名はゲオルグ・カヴァルカンティ。『コーダ』の導どう師しだ」

「────！」

「ふむ。そっちはあの茶店にいた若造じゃな」

　片かた眉まゆを上げてぼくを認めると、じいさん……いや、『コーダ』の導師と名乗ったその老人は手近にあった椅い子すによいしょと腰を下ろした。そして杖を両脚の間に立てて支点とし、ゆったりとくつろぐ。

　なんで魔女界の頂点に立つ大長老がここに……とロンドはあっけにとられていたが、やがて今この人が言った言葉に我に返ったのだろう。勢い込んで訊たずねる。

「ど、どうして……」

「星ほし降ふりの力は強すぎる。『コーダ』の長老の中には星降の力を疎うとましく思っている者も多いのでな。そんな中、ようやく訪れた代替わりの季節じゃ。まして嬢ちゃんは若い。さまざまな理由をつけ、この機会にその力を削そいでやろうと思う奴やつらが出てくるのも当然だろう」

　そしてその白髭ひげを顎あごごと撫なでる。

「もともと星降家は大だい魔ま女じよの名家。伝統も格式も備え、その影響力ははかりしれん。コーダの創設以来のメンバーでもある。それだけに此こ度たびの星降家の内紛は奴らにとってまさに望むところ。今回の後継者問題にも得たりとばかり容よう喙かいする気じゃろう。ま、さしずめ腹の黒い連中が居並び嬢ちゃんをさんざんいびった挙あげ句く、この娘は素質なしと体ていよく追い払う。ま、この会議のシナリオはそういうところだろう。そして、それは星降の連中もわかっている」

「わかってる……？　どういうことです、それ。おかしいじゃないですか」

　訝しさを憶おぼえ、ぼくはこの老人に食ってかかった。

「もともとロンドにここに行けって言ったのは宗そう家けの方なんですよ。もし落ちるとわかっているのなら、どうして宗家はロンドをわざわざよこしたんですか？　自分たちの力を弱めて、損するだけじゃないですか」

「たしかにな。だが、奴らの間であらかじめ裏取引があるとしたら？　新米小娘を落第させるのと引き換えに一族の中のだれかが長老幹部へと引き上げられる。そのような取り決めがあるいは交わされていたとしたら？」

「そ、そんな……」

　ぼくは衝撃を受けた。ありえないことではない。そう思ったのだ。でも───と、ふと傍かたわらのロンドをちらりと見る。彼女もまた強いショックを受けているのだろう。ぼうぜんと立ち竦すくんでいる。

　でも……。でもだとしたら、この会議はなんの意味もなかったのだろうか。

　ロンドの今日までのがんばりは───？

「…………」

　言葉を失ってその場に立ち尽くすぼくらを眺ながめ、カヴァルカンティ導師は一瞬その髭の下で顔をほころばせたようだった。

　そして杖を取り直すと、ゆっくりと身を起こして言う。

「だが、わしは『コーダ』の長老でな。連中の思惑おもわくはどうであれ、そのこととお前に魔女の長たる資格があるかどうかはまったく関わりのないこと。別に斟しん酌しやくも同情もせんが、こうした試験は厳に公正でなければならん。だからこそわざわざ出むいてきたのだ。……どれ」

　老人はそう言うと懐ふところから一枚の書類を取り出した。そしてその高い鼻び梁りように丸まる眼鏡めがねを載せると、焦しよう点てんを合わせるように紙を遠ざけつつふむふむと眺める。どうやらかなりの老眼らしい。

「ふむ。これによればお前の経歴はなかなかユニークなようじゃのう。資質といい育ちといい、読んだところどうもこれから大魔女の家を率いていくにはふさわしくない点ばかりのように思えるが……どうだ、若いの。わしの審査を受ける気はあるか？」

「は、はいっ。ありますっ」

　チャンスがまだ残されていると感じたのだろう。ロンドは弾かれたように面おもてを上げると、飛び上がって言った。きっとその表情が引き締まる。

「よかろう。では口頭試験じゃ」

　この人……ただのひょうきんなじいさんじゃなかったのか、というおどろきと納得、双方の思いがぼくの胸に交差する中、カヴァルカンティ老人は引き続き書類に視線を落としながら言った。

「ふむ。これにはいろいろ駄目な理由が書いてあるが、それらは主に三つの事柄に起因しているようじゃ。ひとつはまずおぬしは身体からだが弱いそうだの。魔女たるもの身体が頑強で精神が強きよう靱じんでなければならん。軟弱者には到底つとまらん仕事じゃが、この点はどうかな？」

「大丈夫ですっ。わたしとても元気になったんですっ。本当です」

　ロンドは勇んで言った。

「病気で何年も寝ていた、明日をも知れぬ命と書いてあるが？」

「そ、それは古い情報です！　わたしは完全に健康になりました。お医者さんにもお墨つきをもらっています。毎日学校に行っていますし、スポーツも運動もできますっ」

　内容はともかく、ロンドの語気にはその文面に反はん駁ばくするだけの勢いがあったのだろう。問題なしと見なしたのか、老人はあっさりとうなずいた。

「よかろう。では次、おぬしの資格に対する二つ目の不信じゃ。おぬしは、魔女であることを周囲に洩もらしているとのことだが」

「そ、それは……」

　ロンドはつまった。まさかその点を咎とがめられるとは思っていなかったのだろう。困惑の表情を見せつつ、もじもじして言う。

「たしかに友達の何人かには話しました」

　それから翻ひるがえるようにして言い添える。

「でも、彼らは超能力者です。ふつうの人とはちがいます」

「そうかな。しかし人間にはちがいあるまい。魔女とは異なる種族だし、この点に関しては不審の念を持たれても仕方あるまい。ましてや一族の長ともなればこれは軽率のそしりを免まぬがれまい」

「……」

　老人の口調はあくまで淡々としており穏やかだったけれど、生なま半はん可かな反論を斥けるだけの厳しさを含んでいた。ロンドは沈黙した。そのままじっと考えこむようにして俯うつむく。

　いったいどう答えるのか……とぼくが固かた唾ずを吞のんで見守る中、やがて彼女はきっぱりと顔を上げて言った。

「一族の長だからこそです」

「なに？」

「今、おじいさまは一族の長とおっしゃいました。だからこそです。今日、魔女の力はどんどん弱っています。その魔力は薄れ、年々人間たちにその支配域を奪われているとわたしもかつて聞きました。でもそれは、魔女が好奇心を失い、進取の気風を忘れたからだと思います。人間が変化していくように、魔女もまた変化をしないといけません。魔女の持つそういう頑かたくなで狭量な部分、そういうところこそわたしは改めなければならないと思います」

「…………」

　じいさんはロンドの熱弁をさして感銘を受けた様子もなく聞いていた。ただその白い眉だけはいくぶんおもしろがるようにかすかに持ち上がっている。

「わたしはこの一年で三人の超能力者と友達になりました。みんな素敵な子たちだし、わたしは大好きです。でも、それ以上に彼らと出会って多くを学びました。もし彼らのことを知らないままでいたら、わたしはもっと狭い世界に生きていたと思うし、いろんなことに気づく機会を失っていたと思います。彼らに会ったことをわたしは自分の命が助かったことと同じくらい幸運なことだったと思っています」

「……ふむ。よかろう」

　ややあって老人は言った。

「わしとしてはにわかには首しゆ肯こうしかねるが、まあひとつの考え方ではあるな。なかなか興味深くもある。では、最後の質問じゃ。おぬし、星降ロンドは人間の少年とつきあっておるな」

「！」

　ぼくらは絶句した。

　言葉を失ったぼくらに対し、カヴァルカンティ老人は手元の書面に目を落とすと、静かに言った。

「これによれば嬢ちゃんは去年の夏からそこにいる人間の小僧と親しく交際をしている。これは魔女として重大な背はい反はん行為だ。それについてなにか申し開きはあるかな？」

「そ、それは……」

　ロンドは初めて言いよどんだ。

「か、彼は超能力者で……ふつうの人間じゃあ……」

「超能力者ならつきあってもよいと？　魔女の血はどうなる。ましてやおぬしはこれから一家の主となる身ではないかな」

「で、でもログは。……そのう、ログは励はげましてくれたんです。ログはわたしが病気で寝ていたときからずっと」

　ロンドは勢い込んで言う。

「しかし、これは先ほどの知人に正体を洩らすのとは訳がちがうでな。交際するとなればとうぜん魔女としてののちの生き方にも関わってくる。今はよくてもいずれ困難に直面することになるやもしれん。おぬしに、その自覚はあるのかな」

「でも、ログは大切な友達です。すごくすごく大事な人なんです」

「自分の将来と引き換えにしても？　ふむ。それもひとつの生き方じゃが」

「……！」

　ロンドの顔がゆがむ。

　老人は今度はぼくの方を見やって言った。

「そっちの小僧はどうなのじゃ。お前は、このことをどう思っているのか。この娘と、気持ちは同じかな？」

「ぼ、ぼくは……」

　ぼくは真っ青になった。なんと答えていいかわからなかったのだ。

　だがとりあえず言うべきことは言おうと下っ腹に力を入れる。

「ぼくは……ぼくの腹は決まっています。どんなことがあっても、ロンドについていきます」

「なるほど。それは、たとえ自分の出しゆつ自じが原因でこの娘が魔女になれなくてもかまわない、という意味かな」

「……！」

「あくまで運命には逆らい、この娘と添い遂げる、と。自分たちの気持ちに準じたその結末がわかった上でやっているのだ、と」

　すごくいじわるな言い方にぼくは唇を嚙かんだ。老人は続けた。

「おぬしは先ほど大口を叩たたいたな。魔女は人間ともっと交流し、胸きよう襟きんを開くべし、と。だが行いは口で言うほど簡単ではない。それがもたらす結果をも引き受ける気構えがなくてはどんな正論も絵空事だ。はたしてお前たちにその覚悟があるのかな？」

「…………」

　ぼくらは押し黙った。それは軽はずみになにかを言うにはあまりに重い問いかけだった。ぼくがこれまで心の片隅で抱いだき続けつつもずっとやり過ごしてきたこの問いを、この老人は白はく日じつの下にさらけ出したのだった。

「……ふむ」

　ぼくらの反応を存分に確かめ、なにやら感じるところがあったのか、この『コーダ』の長老はその白髪しらが頭を軽くうなずかせると、ぼくらにむかって言った。

「じつはな。おぬしたちふたりの気持ちを確かめる簡単な方法がある」

「ほ、方法？」

　ぼくらは面を上げた。老人はうなずいた。

「さよう。わしも伊達だてに年を食ってはおらぬでな。この年になるまで幾人もの人間を見てきたし、また魔女も見てきた。土ど壇たん場ばでの振る舞いを見ればそやつがおおよそどういう奴やつがわかる。そやつがものになるかならぬかもな」

「……？」

「ロンドよ」

　老人は初めてロンドをその名前で呼ぶと、杖をまるで王おう錫しやくのように携え、威厳たっぷりに言った。

「もしおぬしが自分の志し操そうに自信を持っているのであればその先の階段を進むといい。ただし、ひとりでな」

「……？」

　うながされ、ロンドは暗がりの奥にある階段にあらためて目をむけた。階段は暗がりの中、この先へと続いている。おそらくそここそが長老会議が行われる階にちがいない。

　距離にしておよそ二十メートル。だがその空間はなぜか進もうとする者の足をすくませるような空気を漂わせている。

　ロンドの表情にふとためらいの色が浮かぶ。

　が、いつまでもこうしているわけにはいかないと腹をくくったのだろう。ロンドは意を決して歩み出した───。

　と、そのときだった。

「言っておくが、わしならその紋章を踏まん。『コーダ』の六ろく双そう鷲しゆうの紋章を踏むような真似まねはな」

「えっ」

　その瞬間だった。突然、ぼくの視界からロンドの姿が消えた。床の中央が左右に大きく裂け、ロンドをすっぽりと飲み込んだのである。

「あっ」

　ふいに足下が消失したのだからひとたまりもない。ロンドは声もなく落下した。両手を宙に舞わせながら、下にむかって折れ込んだ左の床の一方の縁にかろうじてしがみつく。ロンドは宙吊づりになった。

　その足下でぽっかり口を開く、闇やみの深しん淵えん。高さも数百メートルはくだるまい。

「ロンド！」

　ぼくは絶叫した。そしてすぐさまその穴に飛び込み、ロンドにむかって垂直に駆け下りるべく足を踏み出す。が、その瞬間ぼくの軸足がずるっと滑った。ぼくは尻しり餅もちをつき、そのままころころと穴底にむかって転落した。

「……!?」

　とっさに左手を伸ばし、掌てのひらにありったけの重力を這はわせる。ぼくの身体からだはかろうじて途中で引っかかった。ぼくは愕がく然ぜんとした。

　ち、力が……

　力が弱くなってる！

　重力が、消えかかってる。

　おどろきと恐怖にどっと全身から汗が噴き出す中、ふと上からのんびりした声が聞こえた。

「六角の角に対になって向き合う双鷲は古いにしえより伝わる魔女の紋章。大だい魔ま女じよの血を引きしもの、決してそれを踏んではならぬとおぬしも憶おぼえてきたはずではなかったか？」

　馬ば鹿かな！　そんなの、この暗がりで見えるはずないだろ！

　きたない、と老人の言いぐさを心の中で散々罵ののしりつつぼくは必死に手を伸ばした。駄目だ。自分の身体を支えるのが精一杯でまったく動けない。

　もう左手でしか、重力を発揮できない。それもすごく微弱になってる！

　ぼくの足下には巨大な虚うろのような大穴が広がっている。

　これ、マジで落ちたら死ぬ。

　冗談じゃなく、本当に死ぬ。

　喉のど元もとから恐怖がせり上がる。

　高い。高い。怖い。

　重力を駆く使しし、平気でビルの外壁を駆け回っていた頃には一度も感じたことのなかった本物の恐怖を生まれて初めて肌で実感し、ぼくが顔を引きつらせていたときだった。

「ロ、ログ……」

「ロンド！」

　その声にぼくははっと我に返った。下を見下ろすと、懸命に折れた床の端に両手でしがみついているロンドの小さな姿がある。

「ほれ、気を入れて早く助けんと嬢ちゃんが落ちるぞ」

　上から声を投げられ、ぼくはかっとした。

　くそっ。いい人だと思ったのは大間違いだ。このじじい、とんでもないくそじじいだ。

「くっ」

　怒りで一時的に恐怖を忘れ、ぼくは懸命に手を伸ばした。しかしロンドははるか下方にぶら下がっており、到底手が届く距離ではない。

「ログ……」

　声が弱まる。冗談じゃない。ロンドを落っことしてたまるか。

　ぼくはようやく我に返り、掌越しに重力を流した。だが弱い。笑っちゃうくらい弱い。ふだんのぼくであれば十メートルや二十メートルくらい簡単に支配できるこの力の地場が、たかだか数メートルの距離すら重力を届けるのにおぼつかないでいる。

　くそっ。なんで急に力が落ちたんだよっ。

　ぼくは焦りといらだちの中で叫んだ。

　気持ち。

　ぼくの気持ち。




「恋をしたら、超能力はなくなるの」




　ふとヒルガオさんの言葉が脳のう裏りに甦よみがえる。

　わかってるよ。そんなことは。そんなこと、とっくにわかってんだよっ。だから、なんで───なんで「今」なんだよ！

　ぼくは心の中で罵った。その間にもロンドはずるずる滑り落ちていく。

「……ログー」

「下を見るなっ。ぼくを見ろっ」

「……う」

　ロンドは目をつぶった。そして懸命に力を入れる。が、すぐにだらんと両りよう肘ひじが伸びる。

「……ログ、わたし、もう落ちるわ」

「しっかりしろっ。がんばれっ」

　泣きそうな顔で訴えるロンドにむかってぼくは必死に声をかけた。ロンドは真っ赤になってうんうんとしがみついているが、もう力の限界なのだろう。床の端を摑つかむ指先はどんどん滑り落ちていく。

　そして、遂に。

「うー……」

　ぱっとロンドの指が離れた。

　そして、その身体が虚こ空くうを舞う。

「ロンドーっ」

　ぼくは絶叫し、自分の手を放すや落ちてゆく彼女に追いすがった。が、一歩も踏み出せぬうちにぼくは激しく横転した。ぼくの脚にはもうとっくに靴底から重力を発する力が失われていた。

　視野が暗転する。転がった拍子にしたたかに顔面をぶつけ、鼻血が噴き出す。

　ぼくは転がりつつ必死に目でロンドの姿を探した。

　ロンドが落ちていく。

　ぼくの視界の端で、まるで舞い落ちる木の葉のようにロンドの姿がみるみる小さくなっていく。

　ぼくは暗闇に必死に手を伸ばした。

　これが……。

　これがこれまですべての結末だと言うのか。

　ロンドのがんばり。ロンドの夢。ロンドの希望。その結果がこれか？　本当にこれなのか？

　黒い絶望が胸をいっぱいに浸す。心臓を抉えぐられるような痛みの中、吸い込まれるようにして吹き抜けの中天井にむかって落ちていく少女の姿に、ぼくがふと強烈な既視感をおぼえたときだった。

　ふわっ。

　ぼくは目の前に小さな光の粒が舞っているのに気がついた。自分が落下しているのかしていないのか、頭が上にあるのか下にあるのかも定かならぬ意識の中、細かな光がぼくの周囲を漂っているのを認める。

　火の粉こ……？

　それは火の粉だった。

　暗いビルの中、火の粉がまるで風に煽あおられるように上へ上へと立ち上っていく。一つや二つじゃない。無数の火の粉が、揺らぎ、揺れながら幾筋も闇の中を昇っていく。

　きれいだ……。

　その幻想的な美しさに一瞬ぼくは見とれたが、ふと耳につくぱちぱちと火が爆はぜるような音に意識が鮮明になる。

　なにより、肌に感じるこの、熱。

「……え!?」

　ぼくは大きく目を見開いた。

　その瞬間。

　その前方で凄すさまじい熱と共に鋭く炎が迸ほとばしるや、落下したロンドが今まさに叩たたきつけられようとしていたフロアに一瞬にして大穴が開く。炎の熱により中天井の床が溶け、丸ごと消滅したのだ。

　そして、ロンドを護まもるように現れる深しん紅くの炎。

「…………！」

　それは力強く、激しく、凶暴でありながら、あたたかく強固な意志によって操あやつられ、コントロールされている。

　その懐なつかしい炎の輝きを見たとき、

　ぼくにはわかった。

　自分が、決してひとりじゃないということが。

　自分がたくさんの仲間に恵まれているということが。

　そして───。

　自分は、だれがいちばん好きかということが。

　自分がほんとうに好きなのはだれなのか、心の底から大好きなのはだれなのか、それを理解したとき、ぼくは無意識に虚空に身を投げていた。

　そしてロンドにむかってありったけの力を込めて左手を伸ばす。

　今やまったくの役立たずとなったぼくの左手。

　でも……。

　そうだ。ロンドの血統に、魔女の一族に、上に居並ぶ長老たちに。

　証明してみせる。ぼくが、どれだけこの女の子を好きかってことを。

　今が、そのときだ。

「ロンドーっ！！！」

　ぼくは叫んだ。




「好きだぁーっ！！！」




　舞い落ちる中、ロンドが一瞬、大きく目を見開いたような気がしたとき。

「……やれやれ。いちいち騒々しい奴やつだ」

　ふとぼくの左腕の奥から笑いを含んだ声がした。

　そして。

「契約、承うけたまわった」

　低く、その声がつぶやいた。

　その瞬間───。

　かっ。

　ぼくの左手の甲から、信じられないくらいまばゆい光が溢あふれた。

　それは、まるで太陽のような巨大な光の球となってこの超高層のビルの窓という窓すべてを透過し、突き抜け、夜空を照らし、瞬またたく間にあたりの闇やみを一いつ掃そうする。

「……！」

　その強烈な光の渦にぼくは苦もなく飲み込まれた。ただただ圧倒的な力を前にぼくの意識は、そよぎ、たゆたい、包まれ───ついにはなにもわからなくなる。




　ぼくは気を失った。










「…………」

　ふわっ。

　ふと額の上になにか温かな感触を得てぼくは目を覚ました。それが掌てのひらのぬくもりであることを知り、その安心感と心地よさに再び目を閉じかける。が、ふと後頭部の下にも柔らかさを感じてぼくはうっすらと目ま蓋ぶたを開けた。

「……ん……」

　目の前に、夜空がある。

　そこはベンチの上だった。身体からだを横たえられているのだろう。耳を澄ませると、すぐ近くに雑踏や街の喧けん騒そうが聞こえてくる。どうやら繁華街らしく、視界の片隅に林立するビル群の明かりが見えた。

　……ビル。

　高層ビル。

　一瞬の間のあと、ぼくはあわてて飛び起きた。

「……ロンド！　ロンドは!?」

　先刻までの記憶が一気に甦よみがえる。ぼくは必死に左右を見渡した。そんなぼくの額を、そっと優しい手が押さえた。

「ご安心下さい。ロンド様はご無事ですわ。今、正式に試験を受けておられます」

「ＪＪ……？」

　聞き慣れたその声にぼくはゆっくりと視線を動かした。見ると、ベンチの傍かたわらにこの篤とく実じつな侍女さんの姿がある。

　ぼくは安あん堵どし、ほっと身体の力を抜いた。そのとたん、忘れていた全身の痛みがいっせいに自己主張を始め、その痛みにぼくはうめいた。どうやらそうとうあちこちをぶつけたらしい。

「で、でも、どうして助かったの……？　ぼくらは……ぼくとロンドは……塔の最上階から落っこちて───そ、それで……」

　そのとき、ぼくははっと自分の左手を見やった。

　そしてすべてを思い出す。

　そうか。

　グラツィアーナが力を貸してくれたんだ。

　ぼくの必死の叫びと願いに応じて、こいつはその力を……その血を、ぼくに貸し与えてくれたのだろう。

「…………」

　ぼくはもう一度、痣あざだらけの左手を見やった。かつて謎なぞのドッペルゲンガーが宿っていた、ぼくの左手。

　あのとき、ぼくはすべてを捨てた。なにもかもいらないと思った。ロンドを助けられるなら───あの子が助かるなら、なにもかも捨ててもいい、と。それがはたしてあの影が言うぼくの「真の求め」だったのかはわからない。でもきっとこいつはその想いに応え、交わした約束どおり、一度だけその力をぼくの前に示してくれたのだろう。

　少しは……こいつに認められたのかな？

　ぼくはなにげなくベンチの背を摑つかむと重力を走らせてみた。

　重力は、生じなかった。

「───……！」

　ぼくは目を見開いた。

　それから自分でもよくわからない気分の中、小さな溜ため息いきをついた。それがどんな意味の溜息だったのかはわからない。ただこれまでずっと背負ってきたものが全身から抜けていく、そんな気がした。

　ぼくは手を下ろした。そして再び空を見上げたところで記憶が甦る。

　ん？　待てよ。

　でも、あのときたしか、ぼくは燃えさかる炎もいっしょに見たはず───。

　と、ぼくが記憶を巡めぐらせ、転落する途中に垣かい間ま見た舞い上がる火の粉こや、ロンドが叩きつけられようとしていたフロアを一瞬にして消し去った紅ぐ蓮れんの炎の鮮やかさを思い浮かべたときだった。

「……まったく。あなたは、いつも後先考えずに飛び込むのね」

　ふと声がした。ぼくはぼんやりと目の前にある美少女の顔を眺ながめた。

「木き佐さ谷や樹ぎ……？」

「あれは、一点貸しよ。ついでに、今あなたが枕まくらにしているこの膝ひざもね」

「膝？」

　木佐谷樹の言葉にぼくは一瞬きょとんとした。それから「わっ」と声を上げて飛び起きる。今まで後頭部に敷いていたそこが木佐谷樹の膝の上だったことがわかったのだ。どうやらぼくは気がつくまでずっと木佐谷樹に膝枕をしてもらっていたらしい。

「き、木佐谷樹っ」

「ハイ、獅し堂どうくん」

　ぼうぜんとするぼくをよそにこの美び貌ぼうの炎使いは平然と挨あい拶さつをする。

「で、で、でも、どうして木佐谷樹が……いや、いったいどうやって……」

　ここに、と言いかけたところで、ぼくはベンチから少し離れた位置にマフラーをして佇たたずんでいる朱あか音ね儀ぎチヅルの姿に気がついた。

「よう」

　と、そのテレポーターは軽く指を上げると、にやりとして言う。

「わたしが連れてきたのさ。往復で疲れたけどな」

「で、でも──、たしか、この会場場所は秘密だったんじゃ……」

「事前に試験会場のあたりをつけておいたんだよ。松まつ岡おかのおっさんといっしょにな。まったく。候補地がたくさんあったからしらみ潰つぶしにするのが大変だったぜ」

「じゃ、じゃあ……」

「ええ。朱音儀様とはふたりで苦労いたしました。もっとも、こんな馴な染じみの場所であったのであればわざわざ事前に調べることもなかったかもしれませんが」

　そう言ってダンディーな口くち髭ひげをほころばせたのは執事の松岡さんだった。気がつくとぼくのまわりにはみんながいた。木佐谷樹、朱音儀、ＪＪ、そして松岡さん。

　ぼくとロンドにまつわるすべての人たち。

　木佐谷樹が静かに言った。

「───チヅルが、わたしを誘ってくれたのよ。いっしょに来るか？　って。チャンスは今だけだぞって」

「木佐谷樹……」

　ぼくはすべてを理解してうなずいた。

　そしてベンチから立ち上がると、真っ正面から彼女にむきなおって言った。

「木佐谷樹、ありがとう。ぼくとロンドを助けてくれて。ううん。今までのこと……全部」

　そして意を決して言った。

「それから───ごめん。ぼくの力は……今、消えたみたいだ」

「!?」

　ぼくの言葉に木佐谷樹をのぞく全員が目を丸くする。一方、木佐谷樹はなにも言わなかった。ただ無表情に、そして静かにぼくを見つめる。ぼくは真っ赤になった。

　ぼくはしどろもどろになりながら言った。

「あ、あの、ごめん木佐谷樹っ。今まで言えなくて。いや、なんていうか、正確に言うとよくわからなかったんだ。俺───いや、ぼ、ぼくは……つまり」

「いいわ。それ以上言わなくても」

　木佐谷樹はふっと笑った。

　そして言った。

「ほんと獅堂くんって、鈍いにもほどがあるわね。命を賭かけなければ自分の気持ちに気づかないのだから」

「……木佐谷樹」

「でも、それはわたしも同じよ。わたしも、わからなかった。ぜんぜんわからなかった。いろいろなことが、試すまで、なにも」

「…………」

「わたしも、少しわかった」

「うん」

　ぼくは万感の思いでうなずいた。そして、遙はるかこの一年を振り返る。

　そう───。

　初めてのことって、わからない。

　経験してみるまで、わからない。

　ぼくらは本当に不器用だ。不器用で、不格好で、無ぶ様ざまで、無ぶ粋すいで、不ぶ調ちよう法ほうで───。

　でも、ぼくが偶然出会ったこの女の子は間違いなく、世界一かっこいい。

　クールで、冷たくて、頑固で、負けず嫌いで、意地っ張りで、

　そして、燃えるような炎のハートを持っている女の子。

　ぼくは言った。

「木佐谷樹。ありがとう。ぼく、きみのことが好きだ」

「……うん。わたしも好きよ」

　木佐谷樹が笑ってうなずいた。

　と、そのときだった。

　ふいにあの漆しつ黒こくのビルにぱっと光が灯ともる。先ほどぼくらが懸命に上った、そしてロンドが今その最上階で試験を受けている黒い塔の窓という窓すべてに一斉に煌こう々こうとした明かりが満ちあふれ、あたりのビル街一帯にひときわ輝かしい光を放つ。

「わあ！」

「───素敵。綺き麗れいねえ」

　華やかなハロウィンの雰囲気で沸わき立つ往来の中、そんな変化に気づいたのだろう。通行人が立ち止まり、あるいは歓声を上げる。

「ロンド」

　胸に湧わき上がってくる想いとともにぼくはつぶやいた。そして、みんなと肩を並べながら地上からかつては黒かった尖せん塔とうを見上げる。

　深い夜空の中、その光の塔はまるでだれかの前途を祝福するように輝いて見えた。










　結局───、

　グラツィアーナはそれっきり姿を現すことはなかった。

　あの日、ぼくの危機（いや、もしかしたらそれはロンドの危機のためだったのかもしれない）に際してその偉大な魔力を存分に示してくれたあの影はもう二度とぼくの前に現れることはなかった。

　彼女が消えたのか、存在の根拠を失ったのかはわからない。だがあのロンドの遠い古いにしえの祖先を名乗るドッペルゲンガーが、養分を求めてぼくの血をねだりに来ることも、周囲に出没することもなくなった。

　いなくなってわかることは、ぼくはあいつがけっこう好きだったということだ。片時も油断ならない奴やつだったし、トラブルの種をまき散らす厄やく災さいの元げん凶きようのような奴だったけれど、でもあの影と左手を分け合って共に過ごしたこの奇妙な数か月間をぼくは忘れることはないだろう。そう、ロンドに化けたあいつがぼくの部屋をひそかに訪ねてきた、あの深夜の出来事とともに。

　そのロンドは首尾よく『コーダ』の試験に合格し、晴れて魔女として認められるとともに正式に星ほし降ふり宗そう家けの跡を継ぐこととなった。

　あのあと、長老たちによる試験は大変だったらしい。だがロンドは見事突破した。本人曰いわく「最後は気合いと根性がものを言った」とのことだが、察するにこの子の堂々たる話しっぷりがじいさんたちに好感を持たれたのだろう。その際、あのじいさん───ゲオルグ・カヴァルカンティ導どう師しが強く後ろ盾だてになってくれたことも言い添えておかねばなるまい。どうやらあのじいさんはあの塔でのロンドの土ど壇たん場ばでの振る舞いに見どころと興味をおぼえたらしい。

　一方、ただの人間であるぼくがロンドの隣にいることに関しては、引き続き審議継続ということとなった。もっともこれはロンドの魔女としての適性を試すためのこの老人のブラフだった可能性もある。でも本当は、あれはぼくらに対する試験だったのではないかとぼくは疑っている。ひょっとしたらカヴァルカンティさんはぼくら両方を試したのではないだろうか。ぼくとロンドが、本当にいっしょに人生を送る気があるのかどうか、を。

　きっと、その結果をぼくらはこれから証明していかなければならないのだろう。

　実際、宗家の跡を継ぐのは予想以上に大変なことだった。

　正式に『コーダ魔ま導どう体たい系けい』による認証を受けたあと、ロンドは初めて自らの家へ戻った。彼女にしてみれば心臓を悪くして以来の実家、いわば凱がい旋せんとも呼べる帰郷だったが、むろんすべてが順調だったわけではない。なにせ星降家は魔女界随一の力を持つ名家である。その宗家において未来の後継者が選出されたことによる変化自体大変なものだし、その責任は尋じん常じよう一様なものではない。

「───うう。これ、ひょっとしてぜんぶわたしがやらなくっちゃならないの？」

　その権力を一手に握ることとなったロンドは巨大な執務机の前にちょこんと腰を下ろし、山積する書類の束の狭はざ間まで情けなさそうに頭を抱えたが、でもこの子ならたとえどんな重責をも自分の力に変えていくことだろう。カバルカンティさんが強い後ろ盾になってくれるし、なによりこの子には股こ肱こうの臣しんにして頼りになるふたりの味方───そう、ＪＪと松岡さんがついているのだから。

　ちなみにそのうちのひとり、松岡さんがここ最近頻繁に朱音儀と会っていたのは、『コーダ』が選定するであろうロンドの試験会場の候補地を彼女とともに巡めぐるためだったらしい。つまり、万が一ロンドが窮地に陥った場合に即座にそこへ駆けつけられるよう、テレポート能力を持つこの不良少女に、彼女が「そこに行った過去がある」という経験を残すための保険をかけておいたわけだ。まあ、結果的にそのおかげでぼくとロンドは命拾いしたわけだけど。

　それを知ったとき、ぼくは赤面した。

「……な、なあんだ。そうだったのか。ぼくはてっきり、きみと松岡さんが、その……」

「はあ？　アホかお前。なに考えてんだ。わたしとあのおっさんがなにかあるはずねーだろ。だいたい、いくつ離れてると思ってんだ」

　朱音儀は一笑に付したが、それでもその表情がまんざらでもなさそうな気がするのはぼくの気のせいかな。

　こうしてぼくらの冒険はひとつの結末を迎えることとなったが、ひとつおどろきだったのは、ぼくらにさまざまな助言（？）を与えてくれたあの「かつての超能力者」、蒔まき田たヒルガオさんの初恋の相手がなんと木き佐さ谷や樹ぎのお兄さん、つまりあの木佐谷樹文ふみ哉やさんだったことだ。

「ええーっ!?」

　それがわかったとき、ぼくは一瞬驚きよう愕がくした。だがすぐに腑ふに落ちたのは、木佐谷樹のお兄さんと接していたときに感じた不思議な既視感の正体がようやく摑つかめたからである。ヒルガオさんがその力を失うに至った魅力的な男性───ぼくらの前でさんざんのろけていた初恋の相手の雰囲気や特徴にお兄さんは寸すん分ぶん違たがわぬほど合がつ致ちしていたからだ。というか、これは朱あか音ね儀ぎのぞんざいな紹介がよくない。そもそも朱音儀が最初にヒルガオさんに木佐谷樹を紹介するとき、彼女をフルネームで紹介しておけばこんな行き違いが生じることはなかったからだ。

　その事実を知ったとき、ヒルガオさんは目を丸くした。つまり彼女はそれと知らず想い人の妹と会っていたわけだからだ。

　彼が、自分の妹が超能力者であることを告げず、またヒルガオさんの気持ちに応えなかった理由が木佐谷樹の存在にあったかどうかはぼくらには知るよしもない。でも彼女はすぐにこの事実を喜び、微笑ほほえんだ。このことによりお兄さんの存在がより身近に感じられたのだろう。聞けば、近いうちに彼に会いに行くという。

　初恋の相手に。そして───初めて失恋した相手に。










　最後にぼくの話もしておこう。

　あの日を最後に、ぼくの左手の重力は完全になくなった。もう壁を登とう攀はんすることもできないし、物体を引き寄せることもできない。それがぼくが初めて本気の恋をしたせいかはわからない。

　でも、そのことに一切未練はない。

　重力には、もう二度と。
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　そして、さらにひと月が過ぎた十二月。

　例年どおりやってきた冬の寒気も週をひと巡めぐりし、すっかり朝夕の冷え込みが板についた、ある休日。

「……ふう」

　十時。駅前の通りに佇たたずんでロンドを待ちつつ、ぼくはほっと白く息を染めた。そして上着の襟えりを立てて、腕時計をあらためる。そう、この日ぼくらは以前にふたりで交わしていた「もし試験に合格したら特大のチョコレートサンデー食べ放題」というデート（？）を計画していたのだ。

　本来であればもっと早く行くべき予定だったのだが、宗家の跡を継いでからというものロンドは毎日むやみに忙しく、今日の日まで延期になっていたのである。とゆーか、別にチョコレートサンデーが食べたいのであればいつでも『ドルチェ』で食べられるのだが、そこはそれ、ロンドのこだわりとしては家ではなくあくまで外出先でぼくに御ご馳ち走そうしてもらうことにこそ価値を見み出いだしているらしい。

　ちなみに自宅ではなく、わざわざこうして駅前で待ち合わせをしたのもこの子のこだわりによる。

「へへー。おまたせっ！」

　五分後。

　コートにもこもこの毛糸のマフラーという暖かそうな冬の装いをしたロンドが元気に姿を現す。

「もう。遅いぞっ」

「ごめん。さ、いきましょっ！」

　ロンドは笑顔で言った。ぼくらはふたり並んで歩き出した。登下校以外、こうしてふたりで表を歩くのは久しぶりである。

「もうすっかり冬ね」

「うん」

　あたりには頭の奥が冴え冴えとするような、凜りんと引き締まった空気が漂っている。肌が薄いだけに外気の冷たさが堪こたえるのだろう。鼻の先を赤くしながらロンドが言った。

「……ねえ、ログ」

「うん？」

「わたし、この間お母さんに会ってきたわ」

「えっ。きみのお母さん……に？」

「うん」

　一瞬、ぼくは言葉につまって沈黙した。ロンドが病気で入院して以来、彼女の両親は一度も見舞いに姿を現したことがないのを思い出したのだ。

　胸の内で言葉を探しつつ、ぼくは訊たずねた。

「……そのう、なにか言ってた？　ううん。……きみはなにか、言った？」

「わたしこんなに元気になったわ、ってお母さんに言ったわ。見て。こんなに元気になったよって。毎日学校にも行ってるよって」

「そしたら……？」

「ただ、泣いてうなずいてたわ。なにも言わないで、ただ、黙って」

「そう……」

　ぼくは口を閉ざした。

「ねえ、ログ」

「うん？」

「わたし、これからうまくやれると思う？」

　ぼくは傍かたわらのロンドを見やった。ロンドの瞳ひとみは、ただまっすぐに前を見つめている。

「……ああ！　もちろん」

　ぼくは強く、きっぱりとうなずいた。ロンドはふっと目の奥で微笑んだようだった。

　そして言う。

「でも……いろんなことがあったね。この一年」

「ああ」

　ぼくらはふと申し合わせたように並んで舗ほ道どうから冬空を見上げた。

　本当に、いろいろなことがあった。

　初めて出会ったとき、ロンドはベッドで横になっている瘦やせた小さな女の子だった。だが今、この子はこうしてぼくと肩を並べ颯さつ爽そうと歩いている。その過程を、その軌跡を、その意志の証あかしを、ぼくは胸の中でありありと思い出していた。それは、同時にこれまでのぼくらふたりの足跡を見返すことでもあった。うれしいことも、悲しいことも、楽しいことも、つらいことも、その他この世界を包むありとあらゆる物事にぶつかるそのたびに、この子は何度でも立ち上がり、持ち前の明るさと元気、なによりその夢みる力でそれらをすべて乗り越えてきた。

　そして今、この子は……いや、ぼくらはここにいる。

　なにせ十四歳にしてこれだけ破は天てん荒こうな経歴と来歴を持つ女の子である。きっと、これからもいろいろなことがあるにちがいないけど。

　でも───かまいやしない。

　だってぼくらは───。

　大きく息を吸い込み、そうぼくが胸の奥でつぶやいたときだった。歩みながらロンドが言った。

「ねえログ」

「ん？」

「わたしね、自分で言うのもなんだけど、そそっかしくて、おっちょこちょいで、わがままで、泣き虫で、なにか思いついたらすぐに駆け出しちゃうようなふつつか者だけど」

「な、なんだよ？」

「へへー」

　ロンドはくるりとぼくの正面にむきなおると、にっと笑って言った。

「つまり、これからもよろしくねっ」

　一瞬、虚をつかれたあと、ぼくらが思わずふたりで笑いあったときだった。あたりの清澄な空気に乗って耳慣れた声がした。

「おにーちゃんっ」

　見ると、ダウンのベストを着、毛糸の帽子を被かぶったぼくの妹が目の前に立っている。

「メ、メグ？」

　ぼくは目を瞬またたかせた。

「お、お前、なんだってここに……」

「へへー」

　メグは手を後ろに組んで笑うと、ちらっと後ろを見やる。その動きに誘導されるようにぼくは視線を動かし───。

　そして絶句した。

　前方に見慣れた友人たちの姿がある。朱あか音ね儀ぎ、ＪＪ、松まつ岡おかさん、……そして木き佐さ谷や樹ぎ。

「げっ」

　馴な染じみ深いメンバーの顔ぶれに思わず声をあげるぼくにむかって朱音儀がにやりとして言う。

「げ、はねーだろ。せっかく休みを潰つぶして、こうして様子を見に来てやったんだからさ」

「だれが頼んだんだよ」

「ロンド様になにかまちがいがあっては困りますものね。ここはやはり、わたくしどもがしっかり監督いたしませんと」

　思わず口を尖とがらせたぼくに対し、長身に黒のコートをまとったＪＪが微笑んで言う。そのすらりとした立ち姿はまるでファッションモデルのようだ。さらにその傍らで、これまたいつものようにダンディーに身だしなみを整えた松岡さんが口髭をほころばせる。

「左さ様よう。久しぶりのログ様のエスコートぶり、どれだけ上達したかとくと拝見いたしましょう」

「……そ、そんな」

　言葉を失ったところで木佐谷樹と目が合う。ぼくを見やり、この黒髪の美少女は鮮やかに片目をつぶって言った。

「こんにちは、獅し堂どうくん。今日はすべて獅堂くんのおごりだと聞いているから、とても楽しみにしているわ。よろしくね」

「……は、はい」

　木佐谷樹の放つその圧倒的な迫力を前に、ぼくはこっくりうなずいた。

　やれやれ。

　どうやら今日のデートはお目付役が勢揃ぞろいしているらしい。

　……ま、いいかっ。

「わーいっ。じゃあ、今日はみんなでいっぱい遊びましょっ」

　予想外のサプライズに目を丸くしていたロンドだったが、すっかり嬉うれしくなったのだろう。ぴょこんと金髪を揺らして飛び跳ねる。

　突とつ如じよ大一座となったぼくらがわいわい語り合いながら並んで歩き出した。

　そのときだった。




「しっかりやれよ。小僧」




「え？」

　ぼくはふと耳元で低い囁ささやき声を聞いたような気がした。思わず立ち止まり、あたりを見渡す。

　そんなぼくにロンドが元気よく呼びかける。

「どうしたの、ログ。いこっ」

　ぼくは一瞬、内なる声に耳を澄ませるように目を閉じた。

　そして胸を張って、顔を上げる。




　……さよなら、ぼくのサイキック。




「ほらログ、早くっ」

　ロンドが呼ぶ。

「おう！」

　その声に応え、ぼくは勢いよく駆け出した。








完
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　新年、明けましておめでとうございます！

　ぼくもこれまで長く小説を書いてきましたが、元旦に本を出版させていただくのはこれが初めての経験です。ちょっと不思議な気分ですが、ともあれ新年早々に皆さまにお目にかかれることをうれしく思います。今年もよろしくお願い致します！

　というわけで、重力を操あやつれもしなければ、炎の使い手でもない、テレポートも使えない、ましてや偉大な魔女の血を引いているわけでもない作者ですが、物語をハッピーエンドで終わらせるということに関してだけは長たけているようで、この物語もひとまずの結末を迎えることができたようです。「さよなら、サイキック」の第二巻、「愛と解放の地図」をここに慎んでお届けいたします。楽しんでいただけたら嬉しいのですが。

　今、物語をハッピーエンドで終わらせると申しあげましたばかりで前言を翻ひるがえすようですが、実はぼくが物書きを生業なりわいとしてからきちんと完結した作品を書き上げるのは、今作が初めてということになります。（なにせ前作の『時載りリンネ』がいまだ未完なものですから……。続きを楽しみにしていただいている皆様、申し訳ありません）

　ただぼくも一人の本好き、読書好きな人間として、一冊の小説を読み終えたときに気持ちよくその本を閉じられるか、いわゆる読後感のようなものを物を書く上での心構えとして大事にしてまいりましたので、それを感じ取っていただければうれしく思います。

　物書きにとって作品を書くということは「物語を作る」ということの他にもいつも思わぬ余慶や発見をもたらしてくれますが、今作はとりわけそれが多い作品でした。

　この作品は、ぼくにとっては初めてといっていい、「恋愛」をテーマにしたものとなります。もともとぼくは作中に恋愛関係を入れるのが苦手で、今作もはたして本当に自分にこんなお話（しかも三角関係）が書けるのか少し自信がありませんでした。ですが幸い男の子の一人称ですし、もし恋や恋愛がわからないのであれば、その都度、素直に「わからない」ということを書き、いわば作者も登場人物と一緒に悩みながら歩んでいけばいいと思い、書きすすめることにしました。

　その結果がはたしてどうなったのか、今となっては読者の皆様にご判断いただくほかありませんが、自分としては精一杯やりきったと思っております。とくにキャラクターの内面の変化を描くことは難しい挑戦であると同時に、とても楽しい経験でもありました。

　なによりこの作品において嬉しかったことは、これまでに自分の中に存在しなかった新たなキャラクターを何人か描くことができたことです。

　とくに朱あか音ね儀ぎチヅルという少女と出会えたことは（自分で書いておいて妙な言い方ですが）嬉しかったですね。初めは軍ぐん乃のに対等な同姓の友人を持たせてあげたいと思い、なんとなく登場させてみたのですが、これまたいつものように登場するや躍動を始め、軍乃の友達キャラどころか、この巻を通して大活躍するキャラクターとなってくれました。きっとこのふたりは今後も良い関係を築いていくのでしょうね。

　さて、この物語はこれで終わりとなりますが、作者としてはまた新たな作品に挑戦したいと思っております。今度はもっとぼくらしいテイストの作品を書きたいなあ、などと漠然と思っておりますが、その時はまた本をお手にとっていただければ幸いです。

　そうそう、一つお知らせを。個人的な話となりますが、ぼくもようやくブログをはじめました。日々の雑感や好きな映画や本のことなど、思いつくままに語っております。よかったらご覧になってみて下さい。（清せい野の静せい・公式ブログ『天体観測』）

　最後になりましたが、今作においても出版に際し、多くの方にご尽力をいただきました。その方たちのご助力がなければ、この本は到底世に出ることはなかったでしょう。お世話になったすべての方々にあらためて深くお礼申し上げるとともに、この書籍を昨年の秋に亡くなった祖母・静に捧げます。
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